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1.1 ネットショップの現状と概要 

 
 この教材ではネットショップの概要から開店方法・商品写真の撮影、アクセスアップや運
営にいたる知識やノウハウを学べる内容となっている。 
 
この第 1 章ではいまから勉強するネットショップについての概要を学んでいくこととす
る。 
  
 

(1) ネットショップの概要 
 
ネットショップとは「E‐COMMERCE」また「オンラインショップ」「バーチャルショップ」

などと呼ばれ、主にインターネットを利用して商品を取引する「電子商取引」の事を指す。 

 

歴史的には、1991 年ごろインターネットの商業利用が始まった。それまでは電話・カタ

ログなどを使った通信販売が一般的であったが、1993 年ごろにはアメリカのインターネッ

トのネット上で通信販売を行うネットショップが出現したと言われている。 

 

それまでは、生産者や一般消費者などが実店舗を構え商品を販売する場合は、それに伴

うテナント料・高熱費・広告料などの諸費用がかかる為、商材があるにもかかわらず物販

を断念していた。しかし、テナント料よりもはるかに通信費のコストが安い事。検索サイ

トが一般消費者に日常的に活用される事となり、従来のテレビコマーシャル、雑誌広告な

どの高額な広告を必ずしも利用しなくともある程度の露出が可能な事。受注をフォームや

e-メールにて行う事により事実上 24 時間対応できる事。またネットであれば実店舗のよう

に所在地の制限を受けにくく遠隔地の受注も獲得しやすい事など様々なメリットから、企

業はもとより生産者が直接販売を行ったり、一般消費者が起業するなど、いままでの通信

販売の枠を超えて新たな販路と認知されるまでとなった。 

 
 

(2) 一般的な小売業とネットショップの違い 
 
日本において一般的に生産者から消費者まで商品が流通する経路としては 

 

生産者（メーカー、農家、漁民）→一次卸業者・仲買→二次卸業者→小売業者→消費者 

 

と言う形が一般的である。 

 

日本においては、卸業者・仲買または、扱う商品の種類によっては「問屋」などと呼ば

れる業種が存在し、生産者と小売店の中間で商品の売買を行っている。特に生産者側では

商品を大口で購入する得意先でもある。それ以外でも生産者側からもたらされる商品につ

いての情報や、小売側からもたらされる消費者の嗜好などの情報源にもなり、鎌倉時代に

はその原型が出来ていたと言われている。 
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しかし、そのような卸業者・仲買を通す場合、各々で利益を価格に上乗せするため、ど

うしても消費者に負担を強いる形になる。 

最近では不況やそれに伴うデフレなどの影響から流通業界自体が再編される傾向にある。

メーカー直販や小売店が直接生産者から買い付けるなど卸業者・仲買を通さない取引が増

加傾向にあり、各小売店での価格差が開いている場合もある。 

 

ネットショップに関しても、生産者やメーカーが直接消費者と取引できる為、価格を下

げやすくなるなどのメリットがある。 

但し、生産者やメーカーが小売店などにも同じ商品を供給している場合は小売店にとっ

て不利な価格設定にならないよう、直売する商品の価格を小売店での販売価格に同調もし

くは高めに設定する場合もある。 

 
 

(3) 電子商取引の形式 
 
ネットショップにおける電子商取引は販売者・消費者の関係を略して表記する場合がある。 

 

 

① B to B  
 

 

 

 

 

 

 

 

Business to Business と呼ばれ、「企業」対「企業」で行われる取引の事である。資材・

事務用品のようなものから、人材の派遣や公共交通機関の予約なども含まれる。例えば事

務用品を定期的に購入する企業とそれを供給する企業のような業務形態の場合、アスクル

（http://www.askul.co.jp/）などはその代表例である。 

その他にも時に迅速な対応を求められる事もあり、その点でも電子商取引のメリットを生

かした取引形態と言える。 

企業 企業
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② B to C  
 

 

 

 

 

 

 

 

 Business to Consumer と呼ばれる「企業」対「一般消費者」との間で行われる取引のこ

とを言い、従来の小売店と消費者の取引をネット上で行うものであり、いわゆる「ネット

ショップ」と呼ばれるものの大半はこの販売形態のことを指すと言える。 

有名なところでは、 

楽天市場（http://www.rakuten.co.jp/）や Amazon.com（http://www.amazon.co.jp/）など

が良く知られており、この技術読本で主に解説する販売形態である。 

 

 

③ C to C  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Consumer to Consumer と呼ばれるもので「一般消費者」対「一般消費者」での取引のこと

を言い、ネットオークションなど必要に応じて一般消費者が商品の販売を行うような取引

形態を指す。例として挙げるなら Yahoo!オークション（http://auctions.yahoo.co.jp/）

などが有名。ただ企業ほど責任を負う姿勢がなく、トラブルに発展する事が多い。 

一般消費者 一般消費者

一般消費者企業 
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④ B to G  
 

 

 

 

 

 

 

 

 Business to Government と呼ばれるもので政府が企業と取引を行い、政府調達をすること

を指す。公共事業や資材調達などがこれに含まれる。 
 
 

 
(4) ネットショップ立ち上げの流れ 

 
 
 ネットショップを開店・運営する作業は大きく３つのステップに分けられる。 
 
始めに準備作業として、市場の認識・目標の設定・品目の選定・環境の準備などの作業

を行い、その後に開店作業として出店作業・サイト作成・配送や決済の準備、運営体制を

確立して実際に出店を行う。 
 
ここまでの準備・開店作業でも、かなりの時間と労力・資金を使ってそれらの作業を行

うが、ネットショップは出店後の運営こそが一番大事であり広告戦略や顧客対応など販売

企画などと織り交ぜながらショップの経営を軌道に乗せなくてはならない。 
 

 
本項では主に「準備作業」に関して学んでいくこととする。 

 

 運 営  

広告戦略 

顧客対応 

販売企画 

出店作業 

サイト作成 

配送・決済・手数料 

運営体制確立 

出店審査 

市場認識 

目標設定 

商品選定 

環境準備 

準 備 作 業 開 店 作 業

企業 

政府企業 
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(5) 市場認識 

 
⑤ 2008年ネットで最も「瞬間的」に売れた商品番付 

 
 ネットショップを行う場合には先に売りたい商品があるケースと、参入するという漠然

とした計画のみが先行する場合もある。 
 
 どちらのケースでも「とりあえず開店してみる」と言うスタンスではなく、一度市場の

状況を認識し、それらの情報を元に計画を立てるほうが失敗し難い事は言うまででもない。 
 
 それでは、まず去年一番何が売れたのか？と言う点について見てみる。 
 

1. microSD カード|メモリーカード 
2. ダウニー|洗濯用柔軟剤 
3. レギンス|ファッション(インナー) 
4. 無地 Tシャツ|ファッション 
5. ムートンブーツ|靴（レディース） 
6. アベンヌウォーター 300ml|化粧水 
7. ETHIQUE（エティック） レースキャミソール|ファッション(インナー) 
8. ボルヴィック フルーツキスレモン 500ml 48本|ミネラルウォーター 
9. デュラムセモリナ 100%パスタ 3kg|食品 
10.  BBクリーム|化粧品 

 

 
 
 内容を確認してみると、売り上げ第 1 位の「microSD カード|メモリーカード」は近年
低価格化が進み、また大容量のメモリーカードに対応した携帯電話・コンパクトカメラな

どの普及から買い替えが進んだと思われる。またそれらがネットショップなど通信販売で

伸びてきた理由としては秋葉原など特定の地域では価格競争が激しく、他の地域からすれ

ばかなり安い価格設定となっている場合も多い点、これらの商品が軽量で送料がさほど掛

からない点から通信販売してもメリットがあると考えられたと推測できる。 
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 これら送料の負担を考えてもメリットのほうが大きい商品はネットで成功しやすい傾向

がある。 
 
 2 位の「ダウニー|洗濯用柔軟剤」に関しては雑誌やネットから口コミで評判が広がり、
尚且つ元々海外の製品であった為、近隣の店舗では取り扱ってない場合はネットで取り寄

せるしかないと言った事情があると思われる。 
  
 こちらも希少品や人気商品などは在庫切れや、そもそも近くに取り扱っている店舗が無

い場合などは取り寄せるしか方法が無い為、ネット販売に有利と考える事が出来る。 
 
 最後に 3 位の「レギンス|ファッション(インナー)」等は考えられる理由の一番には選択
肢の多さと思われる。 
 
 女性物の商品は多用なニーズがあり実店舗で全てのニーズに対応することは土台無理で

ある。ネットの場合は複数店舗を自由に検索・比較し好きなものだけを選択して購入でき

る点が反映されていると考えられる。 
  
 またレギンスはファッション誌等でも頻繁に新しいデザインや他のアイテムとの組み合

わせが提案されたり、各メーカーでも売れ筋の商品として PRを行いそれらの広告や記事を
見て購買意欲をそそられた消費者が購入したと言う事が考えられるだろう。 
 
 それから上着や靴などは事前に試着などの必要があるが伸縮性のある素材の為、試着な

どの必要もないことからネットで買いやすい商品であったとも考えられる。 
 
 

⑥ 前年比２１.７％増。今後も増加傾向 

 



 

第 1章 ネットショップビジネスの概要 

－7－ 

 
 上記の図は日本における BtoC取引（企業と消費者間の取引）の推移について表したもの
だが、EC化率は毎年１％以上は順調に推移している事が分かる。 
 

 
※電子商取引（でんししょうとりひき、Electronic commerce、e コマース、Electronic 
Trading）は、インターネットや専用線のようなコンピュータネットワーク上での 電子的
な情報交換によって、商品やサービスを分配したり売買したりすること。 
 
 また市場化率に合わせて市場規模も 2006年から 2007年の前年比では 21.7%の伸びを記
録している。 
 
 今後も成長の余地がある市場と見てまちがいないであろう。 
 

⑦ BtoB市場も拡大傾向 
 

 

1.2兆円（１０．２兆W） -- 韓国 

3450億円（230億人民元） -- 中国 

２２．７兆（１７．６％増） １９．３兆円１５．９兆兆円 米国 

５．３兆円（２１．７％増） ４．４兆円３．５兆円 日本 

２００７年（前年比） ２００６年２００５年  
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 こちらは BtoB取引（企業と企業間の取引）のデータ。 
 
こちらも市場規模が前年比約 10%増となっており、更にEC化が進んでいる事が分かる。 

 
ちなみにデータ中「狭義ＥＣ」「広義ＥＣ」等の語句かあるが、その意味は以下の通り。 

 
※狭義ＥＣ：インターネットによる商取引 
※広義ＥＣ：インターネットによる商取引に加えて、インターネット以外のＶＡＮや専用

線などによるコンピュータ・ネットワークシステムを介した商取引も含む 
 
  

⑧ 小売全体の３．９％ 来年度には７～１０％へ 
 
 日本の小売全体からみたネット通販流通額は以下の通り。 
 まだまだ小売全体の極々一部分であるが、逆に成長・参入の余地が見込めると言える。 

 

１０４兆円（８．７％増） ９５兆円 ９２兆円 米国 

１６２兆円（９．３％増） １４８兆円 １４０兆円 日本 

２００７年（前年比） ２００６年 ２００５年  
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⑨ 情報通信業、総合小売業が牽引 

 
 下記の図は BtoCにおける業種別構成比を表したものである。 
 1位は情報通信業であるが、それに続いて総合小売・家具・家電製品など生活に密着した
業種もシェアを広げていることから ECが一般的になっている傾向がうかがえる。 
 

 
 
 
 またその他の業種も大きなシェアを占めることから、様々な業種が ECを活用している事
が分かる。 
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⑩ 衣料・アクセサリー関連が２９．５％増 

 

 
 このデータでは小売業での EC規模が近年ますます大きくなっている事が分かる。 
2007年の EC市場規模の前年比は軒並み前年以上である。 
 
 

⑪ 宿泊・旅行、飲食関連で２８％増 
 

  
 こちらはサービス業のデータ。 
 サービス業に関しても市場規模が 3割程度増えていると言う数値になっている。 
 
 

⑫ 情報通信業で２５％増 
 

 
 情報通信業に関しては元々EC化が進んでいたこともあったのか 
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他の業種に比べて若干伸びが少なかったが、それでも 25%台の成長となっている。 
 

 
⑬ 書籍・食品・衣料関連は依然としてインターネット上の代表商品 

 

 
 
 こちらのデータはどのような商品をネットで購入したのかと言うデータ。 
 これらを見ていくと、やはり冊子小包・メール便などで送る事が出来るため、配達に掛

かる日数も短めで送料が安い書籍・雑誌類・CDなどの軽くて小さく配送の際にも壊れにく
い商品や、特に触ったり直接肉眼で確認しなくても良い商品が上位にランクしている印象

がある。 
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⑭ 女性は全世代に。男性は３０，４０代中心 

 

 
  
 こちらのデータはネットショッピング利用者の性別・年代別のデータ 
女性は 10代を除いた全般的な年代で全体平均を上回っている事が注目すべき点である。 
 
このデータとこれまでのデータから女性・もしくは男性の 30 代 40 代をターゲットに絞
り、売れ筋の商品を加味した戦略などが立てられるのではないだろうか。 

 
もっともこれらのデータは他の企業・店舗も把握しているであろう。 
 
逆に小さな店舗であれば、大手が手を出さないようなターゲットに絞って隙間を縫う様

な事業展開も良いのかもしれない。 
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(6) ネットショップの特徴 

 前項では既に売れた商品から幾つかの推測を行ったが、それらが売れた理由には必ずネ

ットショップと実店舗の特性・特徴の違いから、何らかのメリットが見出されそのメリッ

トに符合した商品が売れているように思われる。 
 
 ではそれらネットショップと実店舗の違いを考えていく過程として、まずネットショッ

プの特徴について考えていくこととする。 
 
 

① ネットショップの特徴 
 
z 「実店舗を持たない・人を選ばない」と、誰にでも簡単に無駄な時間や出費を抑

えて「簡単」に開業できる。 
 
z しかし、ネットショップも一つの商売になるので、計画を立てないと失敗の確立

も高い。 
 

z 会社に在籍しながらでも、副業として運営・管理することができる上に、収入を

得ることが出来る。 
 

z 忙しくなり、時間が取れない現在において、時間に縛られず買い物ができる事は

魅力のひとつと言える。 
 
z そうした中で生まれた産業がネットショップである。24 時間営業の上に、品物も
豊富な事から、現在の社会状況とニーズに即した産業。 
 

z ネットショップ経営手段は、個店を開く、または大手ネットショップモールを使

用するといった２つの方法があるが、出店する規模により、収入も経費も大きく

違ってくる。 
 
またネットショップのメリット・デメリットに関しても考えてみる。 
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② ネットショップのメリット 

 

 

1. 運営コストが安い 
 

一般小売店のように実店舗で販売を行う場合、月々のテナント料・光熱費・広告費はも

とより、店舗の外装・内装費用・敷金・礼金・保証金など出店する際にかなり高額な費用

がかかる。しかし、ネットショップであれば必要な経費は仕入れ代金・担当者の人件費を

除き、インターネットの通信費、更新を行う為のマシンの購入費用程度であり、もとより

マシンを購入済みの場合は極々少ない資金で開店・開業する事が出来る。 

 

 

2. 所在地に左右されない（商圏が広い） 

 

ネットショップは文字通りネット上で販売を行う為、販売者の所在地が何処であろうと

ユーザーにはさほど関係なく閲覧・購入が可能である。また、ネットの特性を生かし日本

語のみならず他国語で商品説明ページを作成した場合、他国の消費者にも販売を行う事が

出来る。従来の実店舗であれば獲得できなかった遠方のユーザーを獲得できるという事は

ネットならではのメリットと言える。 

 

 

3. 24 時間販売が可能 

 

ネットショップは受注フォームや e-メールなど Web 上のシステムを使用している為、実

店舗のように販売員が随時対応しなくとも消費者の好きな時間に商品の閲覧・購入が出来

る。つまりは事実上 24 時間販売が可能であり、消費者の購買衝動が起こった際に即商品の

購入に繋げる事が出来る。 

 

 

4. 副業が可能 

 

前述したが、ネットショップは Web 上のシステムによって受注を行っており、販売員が

常時接客をするわけではない為、実店舗のように販売員が随時対応しなくとも運営が可能

な場合がある。その利点を生かして、すでに実店舗を持つ小売店が店頭販売している同じ

商品をネットショップで販売したり、主婦・会社員が家事や勤務時間外で物販を行う事が

可能である為、副業として運営する事が可能である。また運営コストが安い事で利益が少

なくとも長期間運営が行い易いと言う事も、副業としての運営が多い理由と言える。 
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③ ネットショップのデメリット 
 

 

1. 商品を手に取れない 

 

これはネットショップの宿命と言えるデメリットであり、実店舗のように商品を手にと

って肌触りや大きさ、重さなどを実感する事が出来ない。またどんなに良く撮影された商

品画像であっても、実際肉眼で見たときの色のギャップなどが生じる場合もあり、必然的

に販売する商材に向き・不向きが出てくると言える。 

 

2. 送料 

 

販売価格はショップの企業努力である程度の設定が可能であり、それによって他店舗と

価格競争を行う事が可能であるが、実店舗と比べて送料が別途かかる。消費者としては商

品価格＋送料で一つの商品価格と認識する為、価格競争が激しく、さほど希少価値の無い

日用品などに関しては圧倒的に実店舗での販売が有利と言える。 

 

3. 配送 

 

ネットショップは商品を宅配便などで消費者に届ける為、どうしてもその間の輸送時間

がかかってしまう。特に今すぐ必要と言う状況においては実店舗の方が有利である。 

 

 

4. 個人情報漏洩のリスク 

 

ネットショップはその特性上、消費者にネット上で個人情報の入力を行わせる必要があ

る。その為、どうしてもブラウザに保存された Cookie などから入力履歴・個人情報が漏洩

したり、目的のネットショップを偽装して主に口座情報やクレジットカード情報などの個

人情報を入力させ個人情報を引き出す、「フィッシング詐欺」なども横行しておりリスクが

高いと言える。 
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前述の内容と合わせて以下のような事もメリット・デメリットとして挙げられる。 

 

ネットショップのメリット ネットショップのデメリット 

開店・運営コストが安い 商品を手に取れない 

店舗所在地に左右されない（商圏が広い） 送料がかかる 

24 時間販売が可能 配送の時間がかかる 

副業が可能 個人情報漏洩のリスクがある 

広告・宣伝が比較的安価で容易 運営にある程度の PC スキルが必要 

マイナーな商品でも比較的販売が可能 ネット上の競合店が多い 

ネットショップ自体がカタログとして活用

できる為、その分の印刷コストがかからない

配送先を偽ったり、代金の未払いなどの被害

に遭いやすい 

多様な決済方法を利用しやすい 検索エンジンの検索結果に売上が左右され

やすい 

情報や音楽などデータ類もダウンロード販

売なども手軽に販売・購入しやすい 

通常店舗に比べてユーザーの滞在時間が比

較的短く出入りも容易な為、通常店舗のよう

に「折角来たのだから何か買っていこう」「も

う少しじっくり商品を見てみよう」などの気

持ちが起こりにくい 

 

 
(7) ネットショップで売れない（売ってはいけない）もの 

 
 前項ではネットショップの特徴について学んだが、同じようにネットショップでは販売

できないものについても挙げてみた。 
 
 ほとんどは実店舗でも同じく販売できないものである。 
 
 特に一時期個人的なオークションなどでテレビやビデオのダビング品などを売っている

ユーザーも多かったが、実際に告発や検挙にいたるケースも増えているので安易にそのよ

うな商品を販売する事がないようにしたい。 
 
z 法令で販売・所持が規制されているもの 

鉄砲・刀剣類、麻薬、盗品、医薬品成分、ワシントン条約規制、不正改造自動車・

バイク 
 
z 公序良俗、モラルに反するもの 
使用済み下着・制服、盗撮写真・ビデオ、犯罪手引き、モザイク除去機器 

 
z 商品に関する契約等で譲渡・転売が禁止されているもの 
預貯金や証券の口座、通帳、クレジットカード、キャッシュカード、携帯電話（開

通） 
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z 悪用されるおそれのあるもの 

免許証、パスポート、保険証、個人情報・ＩＤカード、入館証、社員章、バッチ、

制服 
 
z 青少年の保護育成上好ましくないもの 

アダルトグッズ、児童ポルノ 
 
z 危険なもの 
爆発物、毒物、スタンガン、催涙スプレー 

 
z 他人の権利・利益を侵害する可能性のあるもの 
偽ブランド品、レプリカ、著作権侵害のＣＤ・ＤＶＤ、肖像権侵害の画像 

 
 

 

1.2 実際の出店にかかる作業・行動を把握する 

 
この項では実際に出店にかかる作業・行動を把握する。 

 
 

(1) 出店までの道のり 
 
 ネットショップ開店までは様々な作業・工程があるという事が前述の通りであるが、も

う少し具体的に表したのが次からのステップ表である。 
 
 企画を行い、プランを作成したら予算やスキルに合わせて開店するネットショップのシ

ステムを選定する。 
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 出店までの道のり大まかに把握できた。 
 
 では実際どのようなことを考慮し、企画しなければならないのか 
 大まかには以下のようになるだろう。 
 

1. 商品を決める 
2. どこで売るか？ 
3. 誰が売るか？ 
4. 誰に売るか？ 
5. どうやって売るか？ 

 
ではこれらの項目について考えてみることとする。 
 

 
(2) 商品を決める・商品の決め方 

 
 冒頭のデータの話からも、 Uネットで売れている商品 Uがあるというのは認識できると思う

がそれらを項目として挙げると次のようなものがあるだろう。 
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z 何かで１位の商品ではないと売れない 

 
z 身近では手に入らない商品 

 
z 季節モノ 
（例）秋・冬・・・コート類 

 
z イベントモノ 
（例）クリスマスケーキ 

 
z これまでにない商品を考える 
 
z 強い競争相手がいない商品 
 
z 何々専門の商品、特殊用途の商品 
 
z シンデレラ商品 
 
z 大量生産しにくい商品 
 
z 保存が難しい商品 
 
z 人の能力が中心になるもの 

 
  
 以上幾つかのキーワードを出してみたが、ネットショップは地域や規模関係なく、様々

な競合店がネット上でひしめき合っている。 
 
見方によれば実店舗よりも厳しい状況であり、ありきたりな商品を当たり前の値段で販

売していては、膨大な数の検索結果に埋もれてしまうのは目に見えている。 
 
売る為には商品選択で如何に差別化をするか・オリジナリティを出すかが課題である。 

 
また前述のネットショップのメリット･デメリットの側面からネットショップにおいて U

販売し易い商材 U、 U販売しがたい商材 Uというのも考えられるだろう。 
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① 販売し易い商材 
 

・希少価値の高いもの・他では売っていないもの 

・鮮度を問われないもの 

・送料が安いもの 

・配送中破損のリスクが少ないもの 

 

上記項目を見てみると、ネットショップではどうしても商品を配送するという性質上、

消費者の手元に届くまでの間に鮮度が落ちるもの・何らかのリスクを伴うもの、また折

角商品価格を押さえても送料を加味すると近隣の実店舗で購入した方が安くなるもので

は、やはり消費者の購買意欲削ぐ結果になる。 

 

例えば生鮮食料品などは鮮度の面から、また価格の面でも近隣のディスカウントストア

などと競争を行うのは難しい。 

 

販売し易い商材とは近隣の実店舗と比較して、希少価値があり配送に関してリスクを負

わないものと定義する事が出来ると言える。 

 

例えば、 

家電・ファッション・おもちゃ及びゲーム・音楽や映画などの CD や DVD など通常店舗でも

取り扱いがあるが価格が安いもの。市場に出回る絶対数が少なかったり、例え送料がかか

っても人気で品薄の商品などは、ネット検索で絶えずユーザーが捜し求めているため売り

やすい商品と言える。 

 

 

② 販売し難い商材 
 

・希少価値の無いもの・どこでも売っているもの 

・送料が高いもの 

・配送中破損のリスクがあるもの 

・手にとって、または試着して確かめなければならないもの 

 

上記項目を見てみると、当たり前であるが前項の販売しやすい商材の正反対である事が

わかる。 

 

どこにでも売っていて、それに送料がかかるのであればよほど値引きしなければ売れな

いことは当たり前である。また、大きな家電・家具などは送料が高額になる場合もあるの

で地域の配送サービスのある店舗などと比べると割高感を感じる場合がある。 

また配送中破損や腐食、ペットなどでは病気や死亡してしまう場合などがあり、取り扱い

の難しい商品などは保証などのリスクを考えなければならないためショップ側からすれば

販売し難い商材と言える。 
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例えば、野菜・魚・肉などの生鮮品、日用的なシャンプーや洗剤類などは周辺の大型デ

ィスカウントストアやスーパーなどに価格面で対抗するのは難しいためあまり向いていな

い商材と言える。また配送中のストレスで体調を崩しやすいペット類や破損の恐れのある

ガラス･陶器類などはクレームが発生しやすい商品である。 

 

販売し易い商材 販売し難い商材 

流行に左右され、今すぐ欲しいという購買意

欲を湧かせる家電・ファッション・おもちゃ

やゲーム・音楽や映画などの CD や DVD など

配送中鮮度の落ちやすい野菜・魚・肉などの

生鮮品 

限定商品のスイーツやブランド物のバッグ

など、市場に出回る絶対数が少なかったり人

気で品薄の商品など 

価格面で大型店舗に対抗し難い日用品 

ダウンロード販売ですぐに購入できる情報

や音楽・プログラムなどのコンテンツ・デー

タ類 

配送中のストレスで体調を崩しやすいペッ

ト類 

店舗によって価格差の少ない書籍など 配送中破損の恐れのあるガラス･陶器類 

もとより送料がかかる、お中元・お歳暮など

のギフト用セット 

試着が必要な靴やスーツなど 

郵便で発送でき、送料が小額で抑えられるチ

ケット類など 

重量やサイズが大きく、送料が多くかかる家

具や家電類 

 
 
以上これらの情報を元に、「売りやすく・売れる商品」を探し出し販売することこそネット

ショップ繁盛の第一歩であると言えるだろう。 
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(3) 仕入れ 

 
 売れると思われる商品も安定して供給してくれる仕入先が無ければ継続して店舗運営す

る事が出来ない。 
  
 また問屋などでは一定の仕入額以上でないと契約してくれないところもあるので、その

ような資金が無い場合はネットや小額でも卸してくれるような業者を探す必要があるだろ

う。 

 

 
 最近では特にネット上の卸サービスなども最新情報の確認がしやすい為便利 
  
【ネット上の仕入れサービス】 
 

z 「ネッシー」 HTUhttp://www.netsea.jp/ UTH 
z 「アパレルネット」 HTUhttp://www.apparel-net.jp/ UTH 
z 「卸ネット」 HTUhttps://www.oroshi.net/ UTH 
z 「電脳卸」 
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(4) ネットショップの選び方 

 
 ネットショップは大きく分けて 3種類ほどに分類できる。 
 

 
 
 それぞれの詳しい特徴に関しては 2 章で述べるが、一般的なのは「３」のしょっぴんぐ
モールに出店する方法。 
 知名度の高い大手ショッピングモールへの出店は集客力もあり安心できるが、毎月のラ

ンニングコストもある程度かかる事を把握しておかなければならない。 
 

ASP・CMSなどもランニングコストもかかるが大手ショッピングサービスほど高額では
ない。但し知名度には劣る部分もある。 

 
また自分でホームページを立ち上げることも可能。一番ランニングコストを抑える事が

出来るかもしれないが集客や更新を如何にこなすかが問題として残る。 
 
以上それぞれメリット・デメリットがあるので、どの出店方法が自分に合うのかよく考

えてみること。 
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(5) 出店前に準備すること 

 
ネットショップを開店するに当たって以下のものは準備しておくこと 

 商品によっては申請や許可書が必要なものがあるので注意が必要。 
 

z パソコン本体 
ストアの制作・運営のためだけでなく、商品画像のデータを保存したり商品

データの一括アップロードなどをすることを考慮して、容量や性能を選ぶこ

と。 
 
z インターネットへの接続環境 
光ファイバーやケーブルテレビ、 ADSL等のブロードバンド回線が主流。 

 
z デジタルカメラ 
インターネットショップは商品を実際に手に取ることができないため、商品

画像がとても大切。デジタルカメラは、撮影可能な画素数や、画像をどのよ

うな方法でパソコンに取り込むのか、というポイントを考慮して選ぶこと。

ホワイトバランスを調整 できるものを選ぶと、より実際の色に近い画像の撮
影ができる。 

 
z プリンタ 
注文が入ったときに、商品に同梱する納品書などをプリントする。 

 
z ウイルス対策ソフト 
メールでお客様とのやり取りをする際に、ウイルス対策ソフトは必要不可欠。

万が一、顧客にウイルスメールを送信してしまうと場合によっては訴訟にな

る可能性も。ストアとしての信用を損ねてしまうことにもなる。プロバイダ

でウイルス対策のサービスを提供しているところもある。 
 
z 画像処理ソフト 
デジタルカメラを購入する際に付属されているものや、安価なものでは 1 万
円程度で購入ができる。Adobe社の Photoshop Elementsなどが人気がある。 

 
z テキストエディタや HTML自動生成ソフト 

HTML タグを編集するために使用する、秀丸などのテキストエディタ、ホー
ムページビルダーなどの HTML自動生成ソフトはあると便利。 
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(6) 決済方法の種類 

 
z クレジットカード決済サービス  

インターネットでのショッピングを利用する消費者には、クレジットカード

決済の人気はダントツに高く、オンラインショッピングを利用している人の

うち、 55.6％が最もよく使用する決済方法としてクレジット決済をあげてい
る、クレジット決済は押さえておきたい。 

 
z コンビニ決済  

自宅や職場の近所にあるコンビニエンスストアで 24時間支払が可能な“コン
ビニ決済”は、利用者にとって手軽で便利な決済方法。 
また、クレジット決済が主流を占めるのに対して、まだまだ「はじめて購入

するお店でクレジットを使用するのは不安」と感じている消費者がいるのも

事実。  
 

z 配送業者による商品代引  
商品と引き換えに消費者が現金を支払う商品代引は、いたずら注文による被

害の防止もでき、店舗側にとって安心のできる決済方法。 
消費者の視点から考えても、支払いをしたのに商品が届かないといったトラ

ブルを心配する必要もないので、備えておきたい支払方法。 
オンラインショッピングを利用している消費者のうち、よく利用する決済方

法の第 2位が商品代引というデータもある（インターネット白書 2006）。 
各大手配送業者が商品代引サービスを行っている。 
佐川急便の e-コレクトなど配送時の決済にクレジットカードやデビットカー
ドが利用できるサービスもある。 
商品代引のデメリットは、必ず代引手数料が発生する点。その代引手数料を

店舗側で負担するのか、購入者が負担するのか、商品の価格や 利益率などを
考慮して決めていく必要がある。 
「○○円以上購入で代引手数料無料」という運営をしている店舗もある。  

 
z 銀行振込と郵便振替、現金書留 
銀行振込と郵便振替という決済方法は、店舗側で特別な手続きがいらず、手

軽に始められるという利点がある。 
しかし、必ず購入者が支払う現金と店舗側から商品を発送する間に、タイム

ラグが発生するので、安心感という点では商品代引に劣ってしまう。 
いたずら注文や代金の回収、購入者の利便性などいろいろな観点から検討し

て先払いにするか・後払いにするかを決定する必要がある。 
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(7) 配送方法 

 
 ネットショップの取引は、商品を配送する必要がある為業者やサービスの選定は予め重

要な作業。 
 
 その際にも以下の項目を是非把握しておきたい。 
 

z 配送料金    
商品の大きさ・重さごとの、県別の配送料金を調べておく。 
離島の料金も調べると共に、配送ができない地域があるか、という点も確認

する。 
 
z 配送にかかる日数  
集荷から配送までにかかる日数を調べておく。 
また、集荷が可能な曜日や時間、年末年始や連休の対応も確認する。  

 
z 時間指定の有無  
配送日や配達時間の指定サービスがあるかどうか、またある場合にはその内

容についても確認する。  
 
z 冷蔵便・冷凍便の有無  
食品や飲み物などを扱う場合は、冷蔵品や冷凍品の発送サービスがあるか否

か、確認する。  
 
z 配送にかかる日数  
商品代引サービスを利用する場合は、手数料がいくらかかるのか、またクレ

ジットカードやデビットカードなど現金以外の決済について対応しているか

調査する。  
 
z その他  

集荷の頻度、荷物の重さや大きさの制限、請求の方法、営業所の場所なども

確認してする。 
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 業者にもよるがある程度の発送数があれば割引料金などもある為、交渉してみるのも

良い。 
 
 

1. 複数の業者と交渉中であることを話す 
2. 実績のある店・会社に紹介してもらう 
3. ショップの将来のビジョンを話す 
4. 割引してほしいサイズ・エリアを絞って交渉 
5. 「１日○個以上で割引」という交渉 

 
 

(8) 送料・手数料 
 
 ネットショップの取引には前述の商品配送に伴う送料や料金振込みや代引きの際の手数

料金などが掛かってくる。 
 
 このような料金に関しても把握しておくこと。 
 

z 配送料金  
ストアの送料設定には、下記のようなパターンがある。 
それ以外にも料金と条件を組み合わせて使う場合もある。  
 
均一料金：  例） 全国一律 600円 
地域別の料金： 例） 北海道と沖縄は 1,000円、それ以外は 600円購 
入金額による条件： 例） 購入金額が 10,000円以上（税抜き）の場合は送
料無料 
購入数量による条件： 例） 3個以上ご購入の場合は送料無料 
 
料金の設定は、配送業者の料金を元に、商品の大きさや重さ・利益率なども 
慮して設定する。 
複雑な料金設定にすると、購入者が安心してショッピングを楽しむことがで

きないだけでなく、トラブルの原因ともなるので、わかりやすい料金設定の

表示をする必要がある。 
 
また、送料は税込みの価格を表記する。 
離島など、配送料金が明確に決められない場合は、目安となる料金を表記し

て、注文の際に事前に確認してもらえるように、表記をする。 
 
例）離島・一部地域や、商品サイズや重量による一部の商品については別途

配送料がかかる場合がございます。別途かかる料金に関しては、ご注文前に

お問い合わせください。（mail：info@***.jp 担当：服部）   
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z 手数料 
代引手数料や、コンビニ決済手数料など、支払に関する手数料を決める。 
送料と同様で、購入金額が一定以上なら無料にする、などの条件をつける場

合もある。 
銀行振込や郵便振替の手数料は、決済金額によって手数料が変わることもあ

り購入者負担のストアが多い。手数料を購入者が負担する場合は、その旨を

店舗情報ページに記載するようにする。 
また、インターネットショッピングではカード決済手数料を購入者の負担に

することは、カード会社の利用規約で禁止されている。 
 
 

(9) 返品・交換 
 
 ネットショップでは返品などの対応についても事前に消費者へ告知しておかなければな

らない。 
 その為にも開店前にどのような対応を行うのか考えておく必要がある。 
 

1. お客様の都合による返品・交換   
 
受付ける場合は、どの範囲まで受付けるか？ 
(生鮮食品や特注品など、商品の特性によって応じないなど)  
受付ける場合は、商品到着からの期限を設けるか？ 
送料は店舗側が負担するのか？ 
購入者に負担してもらうか？ 
配送業者の指定を設けるか？ 
返品・交換の際の連絡窓口はどこになるか？ 

 
2. 数量違いや商品違い、不良品の場合はどのように対応するか？  

 
受付ける場合は、商品到着からの期限を設けるか？ 
代替品がない場合は、返金の対応とするか？ 
送料は店舗側が負担するのか？ 
購入者に負担してもらうか？ 
配送業者の指定を設けるか？ 
返品・交換の際の連絡窓口はどこになるか？ 
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(10) ネットショップにかかわる諸手続き・法律 
  
 個人でネットショップを開店する場合には、開業時に３つの書類を税務署に提出する必

要がある。 
 

 
 
 いづれも税務署で簡単に手続きできる。 
  
 その他ネットショップを開店・運営するに当たっては関連法規を尊寿する義務がある。 
 
 ネットショップ又は取り扱う商品に関する法律は次のようなものがある。 
 

① 古物営業法 
 
自分の所有物を処分する目的ならば問題ないが、業務として本や時計、衣類、パソコン

などの中古（リサイクル）品を扱う際は、営業所の所在地を管轄する公安委員会（窓口は

警察署）より「古物商の許可」を取得する必要がある。また、警察署への書類提出のほか

に、プロバイダから交付された URL通知書の写しを公安委員会へ提出する必要がある。 
※なお、「電気用品安全法（PSE法）」により、2006年 4月以降、電気用品の販売はリサイ
クル商品でも原則として PSEのマークが必要。詳しくは、経済産業省「電気用品安全法の
ページ・経過措置の対策」でご確認。 
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② 食品衛生法 

 
飲食物に関する法律でであり、食品だけでなく食器や子どもの口に含む可能性があるベ

ビー用品や子ども向けの玩具を販売する際にこの法律が関わる。これらの商品は海外から

輸入して販売する際には事前に審査を受け、食品衛生法に基づく検査が必要になる。また、

食材を加工し販売する場合保健所に必要書類を提出し、食品衛生法に基づく資格と営業許

可が必要である。 
※ただし、山で採った山菜や、農家から農産物を直送したり、缶詰、スナック菓子などの

加工食品を国内より仕入れて販売する場合は、許可や届け出は不要。 
 

③ 酒税法 
 
酒類を扱う場合に関わる法律。ネットでのお酒販売は、２都道府県以上の広範な地域の

消費者が対象となるので、一般的に流通しているお酒を取り扱うことは出来ず、販売でき

るのは地酒や輸入で仕入れた洋酒などのみに限られる。また酒類を販売するにあたっては、

酒税法に基づいた通信販売酒類小売業の免許が必要。 
※ ただし、ウイスキーボンボンやブランデーケーキなどは対象外です。 
 

④ 薬事法 
 
海外より化粧品やサプリメント、医薬品を輸入して販売する際に関わってくる法律であ

る。輸入健康食品を販売する際には、その成分に販売できないものが含まれていないかど

うか検査が必要で、申請は各都道府県の薬務課などの担当窓口より行う。また、効果・効

用などの説明表現には薬事法に基づく規制があり、商品の説明や宣伝に、不当表現や誇大

表示がないか注意が必要。 
 

⑤ 動物愛護管理法 
 
犬や猫、小鳥などのペット類を販売する際に関わる法律である。ネットショップで動物

を取り扱う際は動物愛護管理法に基づき、都道府県知事に対する動物取扱業届出書の提出

及び登録が義務づけられている。また、人に危害を加える恐れのある特定動物に関しても、

別途事前に許可が必要。 
 
 
取り上げた品目のほかにも、たとえば花火やキャンプ用のガスコンロなどは危険物扱い

となり、消防署や警察署からの許可が必要。自分が販売したい商品は、法的な手続きが必

要かどうか、事前によく調べる必要がある。 
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また、ネットショップを開店・運営するにあたり一番基本的な項目として訪問販売、通

信販売、電話勧誘販売等の販売形式をとる場合、国が定めた特定商取引法やその他関連法

規を守る必要がある。詳しくは経済産業省の特定商取引 

（http://www.meti.go.jp/policy/consumer/contents1.html） 

の項に詳細があり、ネットショップ運営の際には必ず目を通しておく必要がある。 

 

 特定商取引法では前述の送料や手数料なども前もって消費者に告知する義務などもある

ので注意が必要 

 

販売価格・送料その他消費者の負担する金額表示事項 

全部表示したとき 全部表示しないとき

前払の場合 省略できない 省略できる 代金等の支払時期 

後払の場合 省略できる 省略できる 

代金等の支払方法    省略できる 省略できる 

遅滞なく行う場合 省略できる 省略できる 商品の引渡時期等 

それ以外 省略できない 省略できる 

返品特約    省略できる 省略できる 

販売業者の氏名等    省略できる 省略できる 

法人であって情報処理

組織を使用する広告の

場合に法人においては

代表者名または責任者

名 

 省略できる 省略できる 

申込みの有効期限    省略できない 省略できない 

負う 省略できる 省略できる 商品の隠れた瑕疵に関

する販売業者の責任 負わない 省略できない 省略できる 

ソフトウェアを使用す

るための動作環境   

 省略できない 省略できない 

販売数量の制限など特

別の販売条件   

 省略できない 省略できない 

請求により送付する書

面の価格   

 省略できない 省略できない 

（電子メールで広告す

るときは）電子メールア

ドレス   

 省略できない 省略できない 

（相手方の承諾等なく

電子メールで広告する

ときは、そのメールの件

名欄の冒頭に）未承諾広

告※ 

 省略できない 省略できない 
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 この章ではネットショップの開店場所や決済方法・配送サービスやセキュリティなど、

ネットショップを開店する前に知識として必要な項目について学習していく。 
 

2.1 ネットショップの基礎用語 

 
 ネットショップを実際に開店するに当たり、技術的な用語などが多く使われ、混乱する場
合も多い。 
 
 以下に良く使われるネットショップ開店準備の際に良く使われるの基礎用語についてま

とめてみた。 
 
一度簡単に目を通しておくと、後の項目も把握しやすいと思われる。 

 
用語 意味 
Webサーバー ホームページを公開する為のマシン（パソコン）や、そのマシ

ンにインストールされているホームページを公開する為のア

プリケーションを指す。 
サーバーマシンの OS（オペレーティングシステム）には
Windowsの他にも Linuxや Unixなどがあり、一般的にWeb
サーバーといわれれば Linuxや Unixの環境が多い。 
 
一方ホームページを公開する為のアプリケーションでは

Linuxや Unix 環境では ApacheやWindows環境では IIS（イ
ンターネット インフォメーション サービス）などの組み合わ
せが一般的である。 
 
Linuxや Apache、IISといった OSやアプリケーションは基本
的に無料でダウンロード・インストールできる。 
 
Linux（Fedora）： HTUhttp://fedoraproject.org/ja/ UTH 

Apache： HTUhttp://www.apache.jp/ UTH 

IIS： 
HTUhttp://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/iis/defa
ult.mspx UTH 

（Windows Server製品のコンポーネント（機能）として利用
可能） 
 

データベース（DB） Microsoft Accessのようにデータを管理する為のアプリケーシ
ョン。但し Web 上で利用される DB はサーバー上のプログラ
ムやコマンドラインから操作を行う形を取る。有名な DB に
MySQLや PostgreSQLなどがある。 
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用語 意味 
PHP Hypertext Preprocessorの略。動的に HTMLデータを生成す

ることによって、動的なウェブページを実現することを主な目

的としたプログラミング言語で、処理の速さや記述の柔軟さか

ら様々なWebコンテンツが PHPで記述されている。 
本教材で紹介している EC-CUBE もこのプログラムで記述さ
れている。 
 
同じような Web で使われるプログラミング言語には「Perl」
や「Ruby」など宝石の名前をもじったものが多い。（そのほか
にも ASPや Javaなども同様のプログラミング言語） 
これらの言語はWebサーバ側で処理されてその結果をHTML
としてブラウザに返す為、Webサーバー側にそれらのプログラ
ムを解釈できるように、あらかじめ設定されておかなければな

らない事に注意。 
 

HTML HyperText Markup Language の略。ホームページはこの
HTML で記述されたものであり、Web サーバに配置された
HTMLデータをWebブラウザで閲覧する事ができる。 
前述の PHPなどのプログラミング言語は、ユーザーの反応や
入力・処理された結果によって HTML を動的に生成するもの
であり、それらプログラミング言語を介さないプレーンな

HTML で作成されたホームページを、静的と言う言い方をす
る場合もある。 
HTML ファイルを作成する際には特別なアプリケーションは
必要なく、Windows付属のメモ帳などでも作成が可能である。
 

JavaScript サン・マイクロシステムズの「Java」と混同されがちであるが
Uまったく別のものUであることに注意。PHPやその他Web言語の
多くがサーバー側で動作し処理を行うのに対し、JavaScript
はブラウザで解釈・処理を行う。ブラウザ側で処理を行う為サ

ーバーに負担を掛けないなどのメリット、PHPなどがインスト
ールされていないサーバー環境でも動的なコンテンツが作成

可能になるというメリットが上げられる。デメリットとしては

ブラウザ間で動作に若干の違いが出るという点である。 
 

SSL インターネット上で情報を暗号化して送受信する通信の方法。

ネットショップなどでは個人情報のやり取りを行う為にユー

ザーのパソコンとサーバー間でそれらのデータがそのままや

り取りされるのは安全でないといえる。 
サーバー側で SSL に対応していればそれらのデータを暗号化
して送受信する為により安全なやり取りが出来る。 
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用語 意味 
Telnet Linuxや Unixサーバーは遠隔のパソコンからコマンド操作が

できるようになっている。 
通常WebサーバーにはファイルをアップロードするFTPクラ
イアントなどで接続する場合があるが、サーバーを直接設定す

る場合などはこのようなTelnetや後述する SSHなどを使用す
る必要がある。 

SSH SSL と混同される事があるが、Telnet 同様遠隔からサーバー
を操作する通信方法。 
Telnetの違う点としては、通信の内容が暗号化されているとい
う点。 

FTP Webサーバー上にHTMLファイルや画像データなどのファイ
ルを転送する為の通信方法。 
FTP通信を行うソフトとしては、 
FFFTP： HTUhttp://www2.biglobe.ne.jp/~sota/ UTH 

や 
WinSCP： HTUhttp://winscp.net/eng/index.phpUTH 

などがあり無料で使用できる。 
ショッピングカート ネットショップの買い物カゴシステム。 

ユーザーが商品を自由に選択・数量の調整ができるため大変便

利である。 
フォーム ホームページ上で氏名や住所などを入力する為の入力欄。 

Uフォーム単体ではメールなどを送る事が出来ないことに注

意！ U 

データを送信する為にはPHPやPerlなどのプログラムにデー
タを渡し、メールとして送信してもらうなどの仕組みが必要。

レンタルされているフォームなどはそれらの仕組みも含めて

利用できる。 
ショッピングモール 複数のネットショップあつまった「商店街」のような形態を指

す。 
SEO 検索エンジン最適化の意で、ホームページは単に作成しただけ

では検索エンジンの表示結果の上位に表示されずらい、その為

HTML の見直しや外部からリンクを貼ってもらうなどの対策
が必要である。 

ドメイン http://hi-kick.jp などインターネット上に存在するコンピュー
タやネットワークにつけられる識別子。インターネット上の住

所のようなもの。 
年間 7千円程度の更新料金を払えば契約が可能である。 
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2.2 ネットショップの出店場所 

  
 ネットショップを開店する場合、予算やスキルに応じて様々なシステムから選択するこ

とができる。 
例えば、既存のショッピングモールなどの領域をレンタルする方法や自分でサーバーを

用意し、ショッピングカートのシステムを構築する方法等がある。 
 
前者は様々な販売支援の為のサービス提供やショッピングモール内の商品検索結果から

のアクセスなど、ショッピングモール自体の知名度やアクセス数の恩恵を受けることがで

き、ほとんどの操作を入力フォームから行うという点では技術的に初心者向けであるが、

数万円に及ぶ毎月の出店料など比較的経費がかかること、また運営会社によっては自社の

ホームページにさえリンク出来ないなどの制約や、顧客情報やアクセス状況などの運営に

必要な情報が有料であったり、他のシステムに移行時に引き継げなかったりと若干デメリ

ットもある。 
 

 
（ASP型ショッピングモールサービスの「楽天」） 

 
対して、後者はオープンソース（著作者の権利を守るなど、使用条件を守れば自由に使

用できる）のショッピングカートシステムや、アクセス数に応じたレンタルサーバーなど

適切な選択をすれば、既存の ASPサービスよりも比較的にコストを抑えることができる。 
またデザインの変更などカスタマイズも容易であるが、各サービスや技術精通しなくて

はならない点、また一から SEO対策をしなければならない点など、自分でそれらの技術に
ついて学習する意思や時間がない場合は、既存のサービスをレンタルする方が良い。 
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（オープンソースのショッピングカートシステム「EC-CUBE」） 

 
またそれらのスキルや予算がない場合は、商品画像や商品の説明などを HTMLページで
作成し、レンタルフォームやメールで連絡を取るなどの最低限の方法でも運営することが

出来る。 
 
この項では、それら様々なネットショップの開店場所に関して学習を行うが、自分の環

境に応じた開店場所に絞って学習することもできる。 
 
 

開業・運営資金に 
余裕があるか？  

Web系のプログラムや
サーバー等の知識がある

有料 ASP・SaaS 
サービス 

（システムをレンタルする） 

ホームページを自作する

ブログを活用する 
 

無料 ECパッケージ 
（オープンソースの 

ECパッケージを利用する） 

NO

NO

YES

YES

本格的なネットショップ開店

を考えているか？ 

アフィリエイト 
ドロップシッピング 

NO 

YES
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(1) ASP・SaaS 

（システムをレンタルする） 
 

 
 ASP（エーエスピー： Application Service Provider）や SaaS（サース：Software as a 
Service）はネットショップのシステムを月額数千円～数万円でレンタルする方式である。 
通常システムのインストールやそれに伴うサーバーなどの知識はほとんど必要ない。 
 
 サービスの内容には基本的な商品管理や顧客管理・売り上げ管理機能のほかにも、オー

クションや共同購入など定価販売以外の様々な商品の販売形式や、メールマガジン配信機

能・アフィリエイト機能（ユーザーのホームページやブログなどに商品や店舗の広告を挿

入してもらい、その広告経由で発生した売り上げに対する報酬を支払う）・プレゼント機能

や各種決済機能（カード決済など）や配送サービスを割安で利用できるなど、ネットショ

ップをより快適に運営できるよう各種オプションが用意されている。 
 
大手のサービスであれば知名度もあり、初めからある程度のアクセスが期待できるが、

競合店舗も多く出店しているためサービス内での商品検索を行った場合など多量な検索結

果に埋もれてしまう弊害などもある。 
また、月額の基本料金（数千円～数万円）や商品が売れた際には販売手数料（2～6%程度）、
システムのオプション機能を利用した際のシステム料などが別途発生し、デザインの変

更・外部リンクなどにある程度制約もある。 
 
 大手のサービスの場合は出店の際に出店審査などを行う場合があり（販売する商品など

が法的に問題ないかなど）、法人として出店する場合は登記簿謄本が必要であったり、個人

事業主として開店する場合も直年の確定申告書などの書類が必要な場合もある。 
通常申し込みから 1ヶ月程度の審査・準備期間が必要な場合があるので注意が必要。 
 
 月額の料金に関しても大手のサービスの場合、数か月分先払いする場合もあり初期導入

費用なども合わせると 30～50万円程度の費用がかかることも注意が必要である。 
 
次項ではそれら ASP・SaaSのサービスについて表にまとめてみた。 

尚、各サービス料金プランが複数用意されているものに関しては初心者向けの導入プラン

を記載している。 

開店までの期間 数日～1ヵ月程度 
運営コスト 月額数千円～5万円程度 
必要なスキル 文書入力・簡単な画像補正 
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① ASP・SaaSのサービス一覧表（以下の情報は 2009年 1月末現在） 

 
サービス名 コスト 特徴 
■楽天市場 
HTUhttp://www.rakuten.co.jp/ UTH 

■「がんばれ！プラン」 
 
■最低契約期間 1年 
■登録商品数 5,000 

初）32,000円 
（マニュアル費用） 
月）19,500円 
 

4000 万人を超えるショッピングモ
ール型 ASPの草分け的存在。 
球団なども保有するなど一般消費者

にも知名度は高い。 
ヘビーユーザーも多く、楽天大学（有

料）などショップ運営者のサポート

なども行っている。 
■Yahoo! 
ショッピングストア 
HTUhttp://shopping.yahoo.co.jp/ UTH 

■「レギュラープラン」 
 
■最低契約期間 6ヶ月 
■登録商品数無制限 

初）19,950円 
（マニュアル費用） 
月）19,800円 

日本における検索エンジンのシェア

第 1位のYahoo!Japanが展開するシ
ョッピングモール型 ASPサービス。
関連サービスとしてYahoo!オークシ
ョンがあるがオークションサービス

としてもシェア第１位であり、オー

クション ASP への同時開店プラン
なども用意されている 

■Bides(ビッダーズ) 
HTUhttp://www.bidders.co.jpUTH 

■「ライトプラン－ショッピ

ングモールプラン」 
 
■最低契約期間 1年 
■登録商品数 500 

初）60,000円 
（マニュアル費用） 
月）20,000円 

Yahoo!オークションと並び、オーク
ションサービスとして国内で大きな

シェアを持つ。 
その理由としては各インターネット

プロバイダのポータルサイトや、そ

の他大手ポータルサイトのオークシ

ョンやショッピングのサービスを提

供しており、携帯電話キャリア「au」
の公式ショッピングサイトと連携を

行っていたり、若年層に人気の携帯

ゲームサイト「モバゲー」とも連携

するなどモバイル部門に力を入れて

いる。 
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サービス名 コスト 特徴 
■ショップサーブ 
HTUhttp://shopserve.jp/ UTH 

■「ベーシックプラン+ライト
コース」 
 
■最低契約期間 6ヶ月 
■登録商品数 100 
 

初）10,000円 
（サイト制作費用） 
月）4,800円 

前述の ASP サービスでは独自ドメ
インが持てなかったり、別途オプシ

ョンサービスで契約しなければなら

ないなどコストがかかるが本サービ

スでは無料で独自ドメインが持てる

のが魅力。 
コースによって顧客数が制限されて

いる点はデメリットであるが、ラン

ニングコストの安さとドメインを引

き継いで別サービスに移行できるな

どのメリットもある。 
また自作のCGIなども利用できるな
ど自由度も高い。 

■MakeShop 
HTUhttp://www.makeshop.jpUTH 

■「ビジネスショッププラン」 
 
■最低契約期間 1ヶ月 
■登録商品数 100 

初）10,500円 
（初期設定費用） 
月）3,150円 

デザインテンプレートが豊富で顧客

制限もない比較的自由度の高いサー

ビス。 
管理者権限なども複数用意されてお

り、店舗スタッフごとに商品管理や

デザイン管理など役割を割り振るこ

とも出来る。 
ビギナー用に月額費用無料・初期費

用のみを有料のプランもあるが、扱

える商品点数が 50と若干少ない為、
本格的なサービス加入の前のリサー

チとして活用するのも良い。 
■Shop-Maker. 
HTUhttp://www.shopmaker.jp/ UTH 

■「スタンダードサーバプラ

ン＋Professionalカート」 
 
■最低契約期間 6ヶ月  
■登録商品数 6,000 

初）10,500円 
（初期設定費用） 
月）4,200円 

ネットショップを丸ごとレンタルす

る従来の CMS（コンテンツマネージ
システム）の形式とは別に既存の

Webページやブログに貼り付けてカ
ートのみ利用することができるなど

ユニークなシステム。 
他のサービスと比べて同価格帯では

登録商品数が多いのも魅力である。

 
ASP・SaaS を利用する際には各サービスで指定される方法（書面や FAXなど）により
契約を行えば数日から 1ヵ月程度で開店が可能である。
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(2) 無料 ECパッケージ 

（オープンソースの ECパッケージを利用する） 
 

 
オープンソースとは、ソフトウェアの著作者の権利・配布元が定めるライセンス（条項）

を守るのであれば無料で入手できたり、改造・再配布が出来るソースコードまたはプログ

ラムである。 
 
基本的にデザインの変更・外部リンク・機能の改造などに制約は無いが、無論それに伴

うスキルが必要となったり、またライセンスによれば自分でカスタマイズしたソースコー

ドも一般に公開する必要があるとする物もある。 
 
通常レンタルサーバー（共用）などと契約し、取得したサーバー領域に各自でインスト

ール・設定を行う。 
 
インストール後は有料の ASPや SaaSなどと同じように運営することができるが、運営
コストはサーバーのレンタル料金のみであるため ASPや SaaSなどよりも割安である場合
も多く、また販売手数料なども課金されないため格段にコストを抑える事が可能である。 

 
但し、インストールの際にはWeb言語の（PHTPやParlT 等）やHTMLやCSSなどのWebペ
ージに関する知識、ならびにデータベース（MySQLやPostgreSQL）等の知識も必要であ
るため、より多くのスキルが必要といえる。 

 
またサーバー自体を自分で用意する場合であれば当然サーバーやネットワークの知識な

どが必要になるが固定 IPの回線を別途引くことなどを考えるとレンタルサーバーを利用す
るほうがコスト面でも運営管理作業の面でも運営者側の負担が少なくよりショップの運営

に注力できると思われる。 
 
集客の面ではまったく知名度の無い状態からはじめるので、取り扱う商品によってはあ

る程度の広告費も必要である為検索連動型などのインターネット広告やアフィリエイトサ

ービスなどを用いてアクセス数を増やす努力も必要になる。 
 
次項では、それらオープンソースの ECパッケージの一覧を記載している。 

開店までの期間 即日～数週間 
運営コスト レンタルサーバーの月額費用など 
必要なスキル Webプログラム（PHP・HTML等やデータベースの操作スキル 

サーバーから構築する場合はサーバについての知識も必要 
その他運営に関しては文書入力・簡単な画像補正 
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① オープンソースの ECパッケージ一覧表（以下の情報は 2009年 1月末現在） 

 
※Linuxなどの OS上で ApacheなどのWebサーバーが動作している事が前提。 

 
パッケージ名 動作環境 特徴 
■EC-CUBE 
HTUhttp://www.ec-cube.net/ UTH 

■言語 
□PHP4.1.x以降 
□PHP5.0.x以降 
■ライブラリ 
□freetype2  

2.1.x以降 
□gd 2.0.x以降 
■データベース 
□ PostgreSQL 
7.4.x以降 
□MySQL4.1以上 
（MySQL5.x 系を
含む） 

国産のオープンソースの EC パッケ
ージ。 
それまでは国外のソースコードを日

本語化して運用する場合がほとんど

であったが、日本語対応の最新版の

リリースが遅れがちであったり、文

字コードの違いによるバグなども多

かった。 
ZenCart で実装が遅れがちであった
携帯電話に早くから対応しており、

他のオープンソースの EC パッケー
ジよりもデフォルトのデザインテン

プレートの完成度が高い為少ないカ

スタマイズで完成度の高いショップ

を構築する事が可能。 
また後述の ZenCartなどよりも機能
面では劣る部分もあるが、必要最小

限度の機能実装により、初心者でも

各機能の把握がしやすいという面も

ある。 
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パッケージ名 動作環境 特徴 
■ZenCart 
HTUhttp://zen-cart.jp/ UTH 

■言語 
□PHP 4.3.x 
■データベース 
□MySQL 3.2.x 
□Apache 1.3.x 

後述する osCommerceから派生した
システムであり、ダウンロード形式

で音声ファイルやプログラムファイ

ル画像などの電子データを販売する

事が出来たり、開店したネットショ

ップで使える割引チケットや金券な

ども発行する事が出来るなど、 
EC-CUBE と比べてかなり豊富な機
能が用意されている。 
ただそのためにネットショップの管

理者が全ての機能を把握し難く、管

理メニューの構造自体もやや複雑で

分かりにくいものである為、使いこ

なすまでに時間を要する。 
またデフォルトのテンプレートが

EC-CUBE の物と比べてデザイン面
で若干見劣りするという点もあり、

開店直後から本格的にデザインの修

正を行わなくてはいけない面も初心

者にはデメリットに感じられる部分

である。 
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パッケージ名 動作環境 特徴 
■osCommerce 
HTUhttp://www.bitscope.co.jp/tep/UTH 

■言語 
□PHP 4.1.x以上 
■データベース 
□MySQL  

ZenCartは元々この 
osCommerce から派生したものであ
り、osCommerce.com を拠点として

国際的なオープンソース・コミュニ

ティによって開発が進められており

十数ヶ国語に翻訳され、稼動してる

実績がある。日本語へのローカライ

ズと日本独自の支払い方法や配送手

段への対応についても、osCommerce
日本語化プロジェクト 
(http://sourceforge.jp/projects/tep-j/)
によって作業が進められている。 
 
多言語対応（複数の通貨単位にも対

応）とダウンロード販売やチケット

の販売など豊富な機能が特徴 
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本テキストでは、初心者でも分かりやすい管理インターフェースをもつという理由から

主にこの EC-CUBEのインストールを前提に構築の手順などについて述べることとする。 
次では EC-CUBEのインストールが確認されているレンタルサーバーの一覧を記載する。 
 

② EC-CUBEサポートのレンタルサーバーの一覧表 
（以下の情報は 2009年 1月末現在） 

 
レンタルサーバー名 
■KAGOYA Internet Routing HTUhttp://www.kagoya.net/ UTH   
通常のインストールのほかにも、サーバーの独自のコントロールパネルからインストール

先を選択するだけの簡単操作で EC-CUBEをインストールできる。 
 
■専用サーバー 専用サーバープラン：￥8,400～/月、初期費用無料 等 
■WADAX HTUhttp://www.wadax.ne.jp/ UTH 

※簡単な設定でインストール可能 
 
■Next Style共用サーバー：￥1,995～/月、初期費用￥3,000～ 等 
■インストール方法 
■使えるねっと HTUhttp://tsukaeru.net/ UTH 

簡単インストールツールを提供。 
 
■「アドバンス」：￥580～/月、初期費用￥500 等 
■ラピッドサイト HTUhttp://www.rapidsite.jp/ UTH 

GMO ホスティング＆セキュリティ株式会社のホスティングサービス「ラピッドサイト」
の「VPSサービス」で EC-CUBEが標準装備。 
※2.0系の標準インストールは未対応。個別に手動でインストールは可能。 
 
■VPSのすべてのプラン 
RV-3シリーズ：￥12,600～/月、初期費用￥10,500 
■アイル HTUhttp://home.isle.ne.jp/ UTH 

マルチドメイン対応共用サーバー「Infinito」にて EC-CUBEが標準搭載。 
 
■￥2,940～/月、初期費用￥19,950 等 
■Joe'sウェブホスティング HTUhttp://www.joeswebhosting.net/ UTH  
全共用サーバー、専用サーバーJoe'sの素(フルマネージド)のコントロールパネル CPanel
から、EC-CUBEをワンタッチでインストールできる(無償)。 また、バージョンアップの
つど、検証の上問題の生じない限り、最新版にアップデート (無償)。 
※1.0系は手動でインストールも可能。 
 
■国内設置の全共用サーバー(高速セキュリティ、大容量セキュリティ、高速大容量セキ
ュリティ)：￥788～/月、初期費用無料 等 
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(3) Webページ・ブログ 
 

ネットショップを開店するに当たり、あまりコストを掛けたくない・又は掛けられない

場合で、尚且つオープンソースの ECパッケージをインストールする各種の知識や技術がな
い場合は無料のWebサーバーにホームページを作成・もしくは無料のブログサービスをレ
ンタルし、商品情報や自分のメールアドレスなどを記載し、販売を行うこともできる。 
 

 

（発注用のフォームがあれば小規模のネットショップとして成り立つ場合も） 
 
無料のWebサーバーは自宅でインターネットを閲覧する為に契約したインターネットプ
ロバイダの基本サービスとして提供されている場合も多く、若干学習が必要であるが

Windows などに付属している「メモ帳」などのアクセサリやアプリケーションなどでも
HTMLでWebページを作成することができるため、ネットショップの運営に関してだけに
言えば、新規の出費や月々の運営コストなどほぼ無料で行うこともできる。 

 
また HTMLに関しては他のサービスでも商品説明などに使用する場合も多く、どの開店
形式でもいづれ学習すべきものであるため、後学の為にも一度作成して見るのも良い。 

 
ブログに関しては管理画面側にワープロソフトのようにフォントの操作や画像の挿入な

どがボタンやメニューなどで簡単に設定できるテキストディタなども付属している為、更

に作業の難易度が低い。 
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（ブログの記事入力画面はワープロソフトの要領で簡単に入力が可能） 
 
HTML も難解であると及び腰になる場合には、ブログで商品画像を貼り付け説明を記述
し、メールや送信フォームで注文を受ける事となる。 

 
この開店方法のデメリットとしては、ショッピングカートなどでは数クリックで買い物

が完了するのに対し、メールアドレスしか記載してない場合はメーラーを開いて商品名や

数量などを入力する手間をユーザー側に強いる点、また出先で借りている（ネットカフェ

など）PCからメール送信を行う場合、メーラーの設定を変更しないとメールの送受信が出
来ないなどの点が上げられる。（もし送信フォームなどをレンタルして設置している場合問

題はない） 
 
またブログのシステムによっては規定の広告以外の商用利用が出来ない場合なども、事

前に規約を確認する必要もある。 
 
 ベストの選択ではないかもしれないが、資金面や技術面をクリアできるまではこのよう

な出店方法で経験を積み、他の開店方法へ移行することも出来るだろう。 
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【無料レンタルできるブログサービス一覧】 
 
ブログサービス 特徴 

FC2ブログ 
HTUhttp://blog.fc2.com/UTH 

HTUhttp://fc2.com/UTH から関連サービス共通のIDを取得すること
によって、ショッピングモールやアフィリエイトなどの各

種サービスを無料で使うことも可能。 

ライブドアブログ 
HTUhttp://blog.livedoor.com/ UTH 

FC２同様、様々な関連サービスがあり、複数人による更新
などもサポートしている 

Seesaa 
HTUhttp://blog.seesaa.jp/ UTH 

動画も配信できる高機能ブログ。商用利用も明言されてお

り、安心して利用できる。 

 
 
【レンタル可能な送信フォーム（発注用のフォーム）一覧】 
 
ブログサービス 特徴 

FC2メールフォーム 
HTUhttp://form.fc2.com/ UTH 

HTUhttp://fc2.com/UTH から関連サービス共通のIDを取得すること
によって利用できる。ショッピングモールやアフィリエイ

トなどの各種サービスを無料で使うことも可能。 

フォームマン 
HTUhttp://www.formman.com/ UTH 

管理画面から簡単に項目の作成追加が可能。 

CGI-Maker 
HTUhttp://www.cgi-maker.com/ UTH 

CSV のデータとしてアンケート内容をダウンロードできた
り、携帯用のフォームにも対応。 

カンタンフォームメール 
HTUhttp://www.kantanform.jp/ UTH 

100項目までの設定が可能で、自動返信・データダウンロー
ドなどの機能がある。 

フォームズ 
HTUhttp://www.formzu.com/ UTH 

ファイル添付や統計機能、フォームの分割などにも対応。

Form Mail jp 
HTUhttp://formmail.jp/ UTH 

 

質問形式に答えていくとフォームを作成する事が出来る。
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【無料ホームページサービス一覧】 
 
ブログサービス 特徴 

XREA  
HTUhttp://www.xrea.com/ UTH 

PHP や CGI なども設置でき、他のホームページサービ
スでは許可されていない様々な設定も出来る。 
データベースが使用できるのも特徴。 

CSC 
HTUhttp://server.csx.jp/ UTH 

ドメインがあれば無料で利用できる。CGI、PHPが利用
可能。 

IsWeb 
HTUhttp://isweb.www.infoseek.co.jp/UTH 

CGI、SSIが利用可能。 

FC2Web 
HTUhttp://web.fc2.com/ UTH 

サブドメインが利用できアフィリエイト広告挿入も可

能。無料ホームページには運営側の広告が自動挿入され

るのが一般的だが、本サービスでは広告の自動挿入はな

い。 
トクトク 
HTUhttp://tok2.com/ UTH 

CMSツールを使えばHTMLタグを意識せずにコンテン
ツの作成・管理が可能。 

忍者ホームページ 
HTUhttp://www.ninja.co.jp/hp/ UTH 

ディスク容量無制限で携帯サイトにも対応。こちらも

CMSツールが付属 

ナスカ 
HTUhttp://web1.nazca.co.jp/ UTH 

ブラウザからの FTPアップも可能。アフィリエイト広告
も利用可能。 

ぶっとび、ねっと 
HTUhttp://www.buttobi.net/ UTH 

PHP･CGI･SSI･FTP･TELNETが使え、容量無制限。 

 
（上記以外でもインターネットプロバイダなどと契約時にも、無料のホームページが利用

可能な場合もあるので確認してみると良い。）
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(4) アフィリエイト・ドロップシッピング 

 
前項までは、あくまで手元に売りたい商材があることを前提として話を進めてきたが、

それ以前に商材・資金はないが物販を体験したいと言う希望があれば、既存の商材や店舗

を紹介して紹介料を得る「アフィリエイト」や「ドロップシッピング」等のサービスも利

用する事が出来る。 
 
ただ、元々仕入れを行わず売り上げの数パーセントを紹介料金として得る形なので、実

際のところ期待できるほどの収入は得られないと考えたほうがいいだろう。 
 
しかしながら消費者のニーズに合わせて商品リンクを入れ替えたり、SEO などに配慮し
ながらサイトを構築する為、ネットショップの導入前の練習としては有効といえるだろう。 

 
 

① アフィリエイト 
 
成功報酬型広告またはアフィリエイト・プログラム (Affiliate Program) とも呼ばれ、個人

の Web サイトに広告を貼り付け、その広告経由でアクセスや商品の売り上げが発生した場
合にWebサイトの管理者へ報酬が支払われるサービス。 

 
広告を貼り付ける Web サイトは事前に審査が行われ、コンテンツの内容によっては広告
掲載を断られる場合もある。 

 



 

第 2章 ネットショップの開店準備 

－51－ 

 
【アフィリエイトサービス一覧】 
 

ブログサービス 特徴 

A8net 
HTUhttp://a8.net/ UTH 

ブログ・メールなど、それぞれのメディアに記載できる広

告を配信できる。 
アフィリエイト用のブログサービスなども利用できる。 

バリューコマース 
HTUhttp://valuecommerce.ne.jp/ UTH 

複数の広告をランダムに表示する事が出来る、ローテーシ

ョン広告など管理面で扱いやすい機能が実装されている。

アクセストレード 
HTUhttp://accesstrade.net/ UTH 

着メロ・不動産の検索システムなどを提供し、ポータルサ

イトのようなアフィリエイトサイトを運用できる。 

トラフィックゲート 
HTUhttp://www.trafficgate.netUTH/ 
 

商品ごとにリンクが貼れる機能など、よりドロップシッピ

ング的な運用が可能。 
 

リンクシェア 
HTUhttp://www.linkshare.ne.jp/ UTH 

こちらも商品ごとにリンクが貼れる機能など、よりドロッ

プシッピング的な運用が可能。 
その他動画のリンクや広告内容がローテーションするダイ

ナミックリンクなどの機能がある。 
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② ドロップシッピング 

 
通常サイト上に商品ごとのリンクを貼り付け、外見上はネットショップに似たサイトを

構築できる無在庫販売サービス。 
 
 アフィリエイトと明確に違うのは、商品の売値を広告掲載側がある程度設定できるとい

う点、ショッピングカートなどのシステムも利用でき、消費者側の操作感としては極めて

ネットショップに近い点などが上げられる。 
 
また売値を設定できる為、全体的にアフィリエイトよりも利益率が高い傾向がある。 

 
 広告主は複数で様々な商品を手供しているが、その中で統一性をもった商品選択を行う

とちょっとした専門店を構築できるものも面白い。 
 
 
【ドロップシッピングサービス一覧】 

 
ブログサービス 特徴 

もしもドロップシッピング 
HTUhttp://www.moshimo.com/ UTH 

商品を選んでいくだけでネットショップのようなページが

作成できる「超できすぎくん」などがあり、手持ちの Web
サイトやブログに簡単に貼り付ける事が可能 

リアルドロップシッピング 
HTUhttp://ds.realmarket.jp/ UTH 

従来の個別商品リンク（Ds-Media）と通常のネットショッ
プシステム（Ds-Store）が利用できる。特に Ds-Store は
HTMLを貼り付ける作業などが必要ないため管理が楽。 

電脳卸 
HTUhttp://ds.d-064.com/top.do UTH 

従来のドロップシッピングとは違い、販売店側が仕入れ料

金を前払い・サービス上の仮想通貨として保持し、商品販

売時に卸業者に支払わなければ発送が出来ないシステム。

一見実店舗の仕入れや販売に近いもがあるが、商品が売れ

た時にしか仮想通貨を支払うこともない為、無在庫販売の

形式であるといえる。 
Club T 
HTUhttp://clubt.jp/ UTH 

 

自分でデザインした画像データを T シャツやマグカップな
どにプリントし販売できるユニークなサービス。 
プリントする T シャツなどは定価で、それに各クリエータ
の利益分を上乗せした価格が売値となる。 
 

UpSold.com 
HTUhttp://www.upsold.com/UTH 

Club Tと同等のサービス。団扇などユニークな素材にプリ
ントし販売できる。 

 



 

第 2章 ネットショップの開店準備 

－53－ 

 
後半の Club T などは自分で書いたイラストや撮影した写真などをアップロードし、Tシ

ャツやマグカップなどに貼り付けてオリジナル商品のデザインを行うことからネットショ

ップとドロップシッピングの中間的なニュアンスを持つユニークなシステム。 
 

 
（画像やイラストさえあればオリジナルのグッズを販売できる。レイアウトも簡単） 

 
 このように商材がなくてもネットショップを疑似体験し、多少ながら利益を売ることも

可能である。 
 
 
以上のように、様々な環境に応じてネットショップのシステムは選択可能であり、必ず

資金や技術がないと開店できないというものではない。 
 
 最近では商圏を広げる為にネットショップを選択するオーナーも増え、システム費用・

広告費用など資金をふんだんに投資する事も多くなってきたが、ネットショップが実店舗

に比べローコストで展開できるという長所を生かし、初心者が積極的に取り組むことも可

能である。 
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2.3 ネットショップの決済方法・配送方法 

 
ネットショップでは商品の支払方法や配送方法などにバリエーションがあると様々なユ

ーザーを取り込む事ができる。 
 
 例えば若い世代向けに、ゲームや洋服などを販売する際にカード決済のみを強いるのは

無理がある。 
まだ就職もしていない学生などではクレジットカード自体を持っていない場合がほとん

どであり、ユーザーは商品自体に興味があっても結局決済方法の面で他のショップに顧客

を奪われてしまう。 
 
また、配送方法についても同じで、特に配送料金を顧客が負担する場合、顧客は少しで

も安い配送料金を望むはずであるし、大型・重量のある商品である場合、配送サービスに

よって価格に開きが出る場合もある。 
 
その他にも ASPや SaaSによっては配送業者と業務提携を行っている場合もあり、一般

料金よりもかなり割安で商品を発送することも可能である。 
 
 

(1) 決済方法 
 
決済方法には通常、銀行振り込み、代金引換、カード決済などが良く用いられるが、最

近ではコンビニで決済できるシステムなども増えてきた。 
 
 また、若いユーザーを対象とした商品を販売する場合、クレジット決済に変わって携帯電
話の請求と合算して後払いできる決済方法なども増えて来ている。 
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【決済方法一覧】 
 

支払方法 メリット デメリット 

カード払い 【消費者】 
振込みに行かなくて良い。 
現金がなくても買える。 
 
【店舗】 
即時決済可能なので、お客を

逃がしにくい。 
（決済に手間がかかると、購

入意欲が冷めてしまう消費

者も） 
 

【消費者】 
事前に契約が必要。  
 
【店舗】 
初期費用（審査や審査料金）

や月額の契約料、決済ごとに

手数料などがかかる。 

代金引換 【消費者】 
後払いなので安心。 
 
【店舗】 
消費者が安心して購入でき

る為、販売しやすい。 

【消費者】 
代引き手数料がかかる。 
受け取り時にその場にいな

ければならない。 
 
【店舗】 
代引き手数料がかかる分、消

費者が割高と感じる場合も。

銀行振込み 【消費者】 
代引きなどに比べて若干手

数料が安い。 
 
【店舗】 
前払いの場合、入金確認後に

商品の発送ができるので安

心。 

【消費者】 
振り込み手数料がかかる。 
銀行に行く必要がある。 
 
【店舗】 
後払いの場合支払いが踏み

倒されないか不安。 
消費者の都合により料金の

回収に遅れる恐れも。 
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支払方法 メリット デメリット 

携帯決済 【消費者】 
携帯電話があれば決済でき

るので便利。 
カードを持てない若者でも

オンラインで決済が可能。 
 
【店舗】 
即時決済可能なので、お客を

逃がしにくい。 
携帯電話を良く使う若者を

取り込みやすい。 
 

【消費者】 
比較的限度額が小額。  
 
【店舗】 
初期費用（審査や審査料金）

や月額の契約料、決済ごとに

手数料などがかかる。 

コンビニ支払い 【消費者】 
買い物のついでに支払える

ので便利。 
 
【店舗】 
コンビニを利用することで

ATM に並ぶ暇がない消費者

や、クレジットカードを所持

していない消費者にも利用

してもらいやすい。 
 

【消費者】 
コンビニに行く必要がある。

 
【店舗】 
クレジットカードの導入同

様、導入時に審査があった

り、月額や決済ごとの手数料

などがかかる。 

 
カード決済は直接カード会社と契約するには審査の面や導入コストの面で難しい面がある、

また携帯決済・コンビニなども同じく通常は決済代行会社などと契約する形が一般的であ

る。 
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【決済代行会社一覧】 
 

決済サービス 

株式会社ネットプロテクションズ 
HTUhttp://www.netprotections.com/card/tokucho.html UTH 

GMOペイメントゲートウェイ株式会社 
HTUhttp://www.gmo-pg.com/solution/service/ UTH 

株式会社 ゼウス 
HTUhttp://www.cardservice.co.jp/service/connection/linkpoint.htmlUTH 

株式会社ゼロ 
HTUhttp://www.zeroweb.co.jp/services/index.htmlUTH 

株式会社イーコンテクスト 
HTUhttp://www.econtext.co.jp/service/settlement/settlement_02.htmlUTH 

株式会社デジタルチェック 
HTUhttp://www.digitalcheck.co.jp/ UTH 

イプシロン株式会社 
HTUhttp://www.epsilon.jp/service/credit.htmlUTH 

株式会社エクストラコマース  
HTUhttp://www.24card.jp/ UTH 

ヤマトフィナンシャル株式会社 
HTUhttp://www.yamatofinancial.jp/service/at_3.htmlUTH 

テレコムクレジット株式会社 
HTUhttp://www.telecomcredit.co.jp/ UTH 

 
上記は各ショップが個別に契約する形であるが、楽天・Yahoo!ショッピング・ビッダーズ

などの大手モールは簡単な申請で各種決済に対応できるオプションなども用意されている。 
 
 

(2) 配送サービス 
 
決済方法と同じく配送サービスも選択次第では消費者や店舗側どちらでもコストを抑え

る事が可能である。 
また料金のみならず規格外の商品などは、選択できる業者・サービスが限られる為、注

意が必要である。 
 
その他、購入者の荷物受け取りの利便性なども意識しなければならない 

例えば忙しく自宅にいる時間が不規則な場合は、郵便局止めやコンビに受け取りなどのサ

ービスが便利と思うユーザーも少なくない。 
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【配送サービス一覧】 
 
決済サービス 特徴 

ヤマト運輸 
HTUhttp://www.kuronekoyamato.co.jp/ UTH 

複数の決済方法が選べる「オークション宅

急便」は IDを取得すれば個人情報を相手に
知られずに取引が可能。 
HTUhttp://www.kuronekoyamato.co.jp/auction
/auction.html?id=kojintopUTH 

 
また新聞受けや郵便受けに入るサイズの書

籍・パンフレットなどは「クロネコメール

便」等のサービスも有効。 
HTUhttp://www.kuronekoyamato.co.jp/mail/m
ail.html?id=kojintopUTH 

佐川急便株式会社 
HTUhttp://www.sagawa-exp.co.jp/ UTH 

大きな家具や家電をスタッフの 2 名で指定
された場所にお荷物を設置する「大型家

具・家電設置輸送」は大型の商品を配送す

るには都合が良い。 
HTUhttp://www.sagawa-exp.co.jp/business/ser
vice/addition/index.html#05 UTH 

 
また新聞受けや郵便受けに入るサイズの書

籍・パンフレットなどは「佐川メール便」

等のサービスも有効。 
HTUhttp://www.sagawa-exp.co.jp/business/ser
vice/transport/h-mail.htmlUTH 

日本通運 
HTUhttp://www.nittsu.co.jp/ UTH 

3辺の合計が 170cm、30kg、30万円のいず
れかを超える荷物でも取り扱う「アロー便」

は規格外の商品を取り扱う場合大変使い勝

手の良いサービス。 
HTUhttp://www.nittsu.co.jp/pelican/service/all
ow_p/index.htmlUTH 

日本郵便 
HTUhttp://www.post.japanpost.jp/index.htmlUTH 

Yahoo!オークションから利用できる
「yahoo！ゆうぱっく」はネット上から伝票
を作成でき、荷物をコンビニに持ち込み発

送する事も可能。 
料金も通常の料金よりも安いなどのメリッ

トもある。 
HTUhttps://takuhai.yahoo.co.jp/ypack/init UTH 
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 配送サービスとしては生鮮食品を配送する為の冷凍・冷蔵の配送サービスや、書籍やパ

ンフレット・CDなどの比較的軽い・小さいサイズを送る事が出来るメール便などのサービ
スなどは良く使われる。 
 
 各社概ね梱包した荷物の縦・横・高さの合計と重量でサイズを分けており、３辺の合計

が 60cm 以内・重量は２㎏程度から、160cm 以内・30kg 前後までが規定となっており、3
辺の長さや重量がそれよりも多くなると配送できるサービスが限られてくる。 
 
 商品を出品する場合は配送料金の明示もトラブルを避ける為に必要な手段である。（オー

クションなどの場合は入札料金よりも配送料金のほうが高くなる場合も稀にあるため） 
 
その他取り扱えない商品として生体（ペットなどの生き物）などに関しては不慮の事故

による死亡や体調不良・観賞魚などは輸送中のビニール袋の破損による、水漏れをおこし

た場合など保障が出来ないなどの理由で、個人が発送する場合は預かる事が出来ないと断

られる場合もある。 
 
また、最近では送り状も手書きではなくネット上から作成したり、あらかじめ登録した

配送先に簡単に送るサービスなどもあるため、活用すると事務処理の手続きなども軽減で

きる。 
 
【送り状作成サービス】 

 
決済サービス 

ヤマト運輸 
HTUhttp://www.kuronekoyamato.co.jp/services/okurijyo.html UTH 

佐川急便株式会社 
HTUhttp://www.e-collect.jp/business/add/ehiden/index.html UTH 

日本通運 
HTUhttp://www19.nittsu.co.jp/ehakko/top/index.htm UTH 

日本郵便 
HTUhttp://www.post.japanpost.jp/lpo/webprint/index.html UTH 
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2.4  ネットショップのセキュリティ 

 
ネットショップ上の取引では住所や氏名、クレジットカード番号といった個人情報の入

力送受信を行うが、ユーザーのパソコンとサーバー間でそれらのデータがそのままやり取

りされるのは安全でないといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
場合によっては第三者が送受信されているユーザーの個人情報を盗み出して悪用する可

能性も考えられるため万が一に盗まれた際にも内容が分からないようにデータを暗号化す

る必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このようなユーザーのパソコンとサーバー間のデータの暗号化技術に SSL（Secure 

Socket Layer）と言うものがある。 
 
 
 
 

ユーザー

のマシン 
Web 
サーバ 

住所：******* 
年齢：******* 

暗号化されてて

読めないぞ！

暗号化されたデータは盗み見られても比較的安心

ユーザー

のマシン 
Web 
サーバ 

住所：福岡県・・

年齢：３５ 

なるほどね

暗号化されていないデータは盗み見られる可能性も
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SSL はまずセキュリティ会社などから「サーバー証明書」を発行してもらい、サーバー
としての身元の保証を行う。 

 
その後サーバー側にサーバー証明書をインストールし、その際に暗号の際に使用する「公

開鍵」（暗号化のための元データ）を設定する。 
 
これらの設定がされたサーバーにアクセスする際には通常の「http://」ではなく「https://」

の SSL 用の URL でアクセスを行うとブラウザは「サーバー証明書」を確認しサーバーか
ら渡された「公開鍵」（暗号化のための元データ）を使って送信するデータを暗号化し、送

信を行う。 
 

 
（https://からの URLでアクセスすると、アドレスバーに鍵マークが表示され、暗号化さ

れている旨のメッセージが表示されている。） 
 
一方、データを受信したサーバーは暗号化されたデータを復号化（暗号化されたものを

暗号化前の状態に戻すこと）し処理を行う。 
 
SSL には共用の Web サーバーに予めインストールされている共用 SSL とドメイン単位

で証明を行う専用 SSLがある。 
 
 SSL の導入、更新にはそれなりに費用がかかるため、それらの費用が捻出しにくい場合
は共用 SSLが使えるサーバーを選んで契約すると良い 
但し、その場合証明書自体は別のドメインで契約されているので https://でアクセスする

際、ドメインが証明書がインストールされているドメインのものに変更する必要があるな

どの弊害もあるので注意する。 
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【SSL証明書発行サービス】 
 
企業名 

ベリサイン 
HTUhttp://www.verisign.co.jp/ssl/ UTH 

グローバルサイン 
HTUhttp://jp.globalsign.com/ UTH 

セコム 
HTUhttp://www.secomtrust.net/service/ninsyo/forweb.htmlUTH 

クロストラスト 
HTUhttp://crosstrust.co.jp/ UTH 

 
 
【共用 SSLが利用できるWebサーバー】 
 
サービス名 

ラピッドサイト 
HTUhttp://www.rapidsite.jp/function/ssl/shared.htmlUTH 

アスカサーバー 
HTUhttp://asuka.netassist.jp/support/sharessl/ UTH 

アイル 
HTUhttp://home.isle.ne.jp/service/iclusta/option/ssl/isle.htmlUTH 

CPI 
HTUhttp://www.cpi.ad.jp/service/server/function/ssl/ UTH 

 
 
 
以上この章ではネットショップ開店までに必要な準備・知識について学習してきた。 
次の章では実際にネットショップ開店の手順について学習する事とする。 
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 本章では HTMLやブログ、オープンソースのシステム EC-CUBEでの開店・運営方法に
ついても学習を行う。 
 
 EC-CUBE の開店方法については別冊の教材「フリーソフトを活用したネットショップ
構築テキスト」にも詳細が記載されているが、データベースのコマンド操作が含まれてい

たり、自前で設置したサーバーでのインストールが前提になっているなど、中・上級者向

けの内容となっている為、本教材では補足としてより難度を落としたレンタルサーバーの

開店方法について学習することとする。 
 
 また ASPに関して開店手続きは書面での契約などが主であり、特に技術的に難しい作業
などは発生しない。 
出店後は契約時に配布される管理マニュアルなどを参考に運営・管理を行う為、本テキ

ストではそれらの解説については省略する。 
 

3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レンタルサーバー編） 

  
(1) サーバーの準備 

 
EC-CUBEのインストールが出来るサーバー環境の詳細については、別冊の教材「フリー
ソフトを活用したネットショップ構築テキスト」や本教材「2.2 ネットショップの出店場
所」の「(2) 無料ECパッケージ」の項にも記載しているが、今回はEC-CUBEのインスト
ールがサポートされているレンタルサーバーの中から「KAGOYA Internet Routing」（以後
「カゴヤ」） TUhttp://www.kagoya.net/ UT でのインストールを前提として話を進める。 

 
尚、参考までに使用しているプランは共用サーバー「スタンダード 20」であり、初期費
用は無料、基本料金は ¥2,100とコスト的にも低価格であり、サーバディスク容量は 20GB 
、メール容量は 3GB、基本メールアカウント数 は 10個と、商品画像ファイルなどでサー
バー容量を圧迫しがちなネットショップ構築用のサーバーとしては十分なスペックとなっ

ており、EC-CUBE のインストーラーも無料で使えるため簡単にネットショップを構築で
きる。 

 
「カゴヤ」を初めとしたレンタルサーバーは FAX や Web からの契約によって比較的簡
単に契約できる。 
料金をクレジットカードで決済する場合は即日サーバーを使用することもできる場合も

あるため急いでいる場合はそのように契約すると良い。 
契約の詳細な手順に関しては各レンタルサーバーの手順に従って契約を進める。 
 
契約が終了するとサーバーを管理する為の管理画面と、それにログインする為の IDやパ
スワードを取得できるので、それを使用してサーバーの管理画面にログインする。 
ちなみに、カゴヤの場合管理画面の URLは http://cp.kagoya.net/ となっている。 
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管理画面にログインすると様々なメニュー項目が表示される。 
 レンタルサーバーでは、自分で設置したサーバーではコマンド操作していたり、設定フ

ァイルを手作業で修正していた部分を簡単なメニュー操作で行うことができる。 
 
 

(2) データベースの準備 
 

EC-CUBE の際にはデータベース準備をしなければならないが、通常はコマンドライン
で操作を行うなど、初心者には操作が難しいが、こちらも管理画面から簡単に用意できる。 

 
但し、カゴヤの場合はデータベース 1個につきU月額 525 円程度のオプション料金がかか

る Uので注意が必要。 
 
（カゴヤでは作成したデータベースの操作が視覚的に行えるツール「phpMyAdmin」も
用意されており、データベース内のデータを直接修正したい場合などには大変便利であ

る。） 
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管理画面の左のメニューより「Webサイト」を選択 
 

 
 
 
管理画面上部の「Webサイト」メニューより「MySQL」メニューを選択 
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管理画面MySQL設定画面の下部にある「MySQLデータベースの新規作成・追加」項目で「デ
ータベース名」を任意のものに設定、「文字照合順序」を通常は「 Tutf8_general_ciT」に設定。 
 データベースを始めて作成する場合は「パスワード」項目もそれぞれ設定しておく。 
 

 
（データベース初回設定時） 

 

 
（2個以上のデータベース設定時には、データベース名と文字照合順序のみ設定） 
 
 
 カゴヤではデータベース初回設定時に入力したパスワードと、ユーザー名（管理画面の
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ユーザー名と同じもの）は U各データベース共通なので注意 Uする。 
 パスワードを忘れた場合は「MySQLデータベースの新規作成・追加」項目下の「パスワ
ード変更」項目でも変更が可能であるが、既に追加したデータベースは変更前の古いパス

ワードで稼動している為、一斉に動作しなくなる為注意が必要。 
 
 これらの設定に関しては後のEC-CUBEの設定で必要になる為、U必ず控えを取っておくこ

と！ Uまた、全角文字は使えないので注意する。 
 
 

(3) EC-CUBEのインストール 
 
 ここで、通常は EC-CUBE のファイルをダウンロードし、FTP クライアント（FFFTP
やWinSCPなど）などでアップロード、パーミッションの変更を行うが 300箇所を超える
パーミッションの変更は初心者には辛い作業である。 
 
 幸いにも EC-CUBE をサポートしているレンタルサーバーの多くは自動のインストーラ
ーファイルのアップロードからパーミッションの設定までを行う事が出来るため初心者に

も分かりやすい。 
 

① 管理画面の左のメニューより「E-commerce」を選択。 
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② 管理画面上部の「E-commerce」メニューより「EC-CUBE2」を選択 

 

 

 
③ 「EC-CUBE2」のインストール画面で「確認」の 2 箇所にチェックを行い、
インストール先の「ディレクトリ」（サーバー上のフォルダ）を選択する。 
 既に FTP クライアントなどで作成したディレクトリを選択しても良いし、
この設定画面でディレクトリを新規作成し、同時にインストールすることもで

きる。（この画面ではディレクトリを新規作成しインストールを行った） 
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 「EC-CUBE2」のインストール画面で画面最下部の「インストール」ボタンを押すとイ
ンストールが完了し、インストールされたディレクトリやアクセスする際のURLなどが表
示されるので、これも U必ず控えておく U。 
 

 

 
(4) インストール画面を開く 

 
 では、いよいよ EC-CUBEの設定を行う。 
先ほどのカゴヤの管理画面上、EC-CUBE のインストール終了画面で表示された「初期

設定をする為の URL」もしくは「アクセスするための URL」をクリックするか、既に管理
画面を閉じた場合は控えていたそれらの URLをブラウザに入力し、アクセスを行う。 

 
本来ならば EC-CUBE のインストール画面にアクセスする場合は「初期設定をする為の

URL」が適切であるが、未設定 EC-CUBEの場合「アクセスするための URL」にアクセス
しても自動的に「初期設定をする為の URL」へ移動するので、結果的にアクセスするのは
どちらでも良いということになっている。 
 
「初期設定をする為の URL」が表示されたら「次へ」のボタンをクリックして次の画面に
進む。
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この時に各ファイルがインストールされているディレクトリ階層は以下の通り 
 

 
 
  ┌ ■root 
  ├ ◎eccube2_data（EC-CUBEのインストール時に自動生成） 
│ │ 

  │  └ ○インストールディレクトリ名（dataディレクトリのデータ） 
│ 

  └ ◎public_html（EC-CUBEのインストール時に自動生成） 
│ 

     └ ○インストールディレクトリ名（htmlディレクトリのデータ） 
 
 
 
U【もし手動でEC-CUBEをインストールする場合の設定】 
（管理画面からインストールした場合は必要ないので注意） 
 
通常 EC-CUBE の公式サイトからインストールデータをダウンロードし、圧縮データを
解凍すると「html」「data」の二つのディレクトリが存在し、それらをサーバー上のインス
トールフォルダにアップロードし設定を行うが、カゴヤの管理画面から自動インストール

した場合は「html」フォルダの中身はインストールの際に指定した public_html 以下のデ
イレクトリにコピーされ、「data」の中身はサーバーの root（FTPなどでアクセスできる。、
サーバー最上部のディレクトリ）上に自動で作成された「eccube2_data」内に格納される。 
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このように「html」と「data」を分ける理由としては「data」にはそのまま閲覧される
と困る各種の設定ファイルなどが格納されている為ブラウザでアクセスできる

「public_html」以下ではなく、root 上に新たな data 用のディレクトリを作成し、格納を
行っている。 
 
 もしカゴヤの自動インストーラーを使わず、手動で「data」ディレクトリをブラウザで
アクセスできない階層に配置したい場合は設定ファイルを変更する必要がある。 
 
 インストール用のデータ「html/define.php」（htmlディレクトリ内の「define.php」）を
テキストエディタ（推奨は秀丸・TeraPad等、Windows付属のメモ帳は文字コード shift-jis
で保存してしまうので文字化けなどの可能性がある）で開く。 
 

U３行目・６行目あたりのソースを修正 
 

「HTML2DATA_DIR」というのは「html」ディレクトリから見た「data」ディレクトリ
の位置、「DATA_DIR2HTML」というのは逆に「data」ディレクトリから見た html」ディ
レクトリの位置を指定するものである。 
 
もし先ほどのように public_html 以下に「html」の内容を展開するディレクトリ、root
に「data」の内容を展開するディレクトリを作成する場合であれば 
 
define(“HTML2DATA_DIR”, “/../data/”); を 
define(“HTML2DATA_DIR”, “/../../dataディレクトリ/”); に修正 
define(“DATA_DIR2HTML”, “/../html/”); を 
define(“DATA_DIR2HTML”, “/../public_html/インストールデイレクトリ”); などに
に修正する。 
 
手動でインストールする場合は必要に応じて以上の設定を行う。 

 
 無論管理画面からインストールした場合はこれらの設定の必要はない。 
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(5) パーミッションの確認 

 
通常はこの画面で 300 点ほどのファイルのパーミッション設定を行うが、先ほどのカゴ

ヤの管理画面からインストールを行った際にはこれらの設定は既に終わっているので「次

へ」で次の画面に進む事が出来る。 
 

 
 
 

(6) 必要ファイルの自動コピー 
 
 次の画面では自動で作業が進む為、特に問題なければ「次へ」で進む。 
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(7) サイト情報の入力 

 
 この画面ではショッピングサイトの基本的な情報を入力する。 
特に UログインIDとパスワードは必ず控えておくこと！ U 

 
 通常、画面の後半「HTMLパス」「URL（通常）」「URL（セキュア）」はそのままの設定
で問題ないが、 
（但しカゴヤの場合はhttp://hi-kick.jpなどがhttp://hi-kick.kir.jpなどカゴヤのサブドメイ
ン「kir」が挿入されたものになっている場合があるので注意。その場合は本来の
http://hi-kick.jpなどに修正） 
 
先に SSLを導入している場合は「URL（セキュア）」「https://」から始める SSLに対応

した URLを記述する。 
（専用 SSLの場合は httpの後に「s」を付け加えるだけで問題ないと思われるが、共用 SSL
の場合は別のドメインを使用する場合があるので注意が必要） 
 

 
 
 ここでも特に問題なければ「次へ」で進む。 
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(8) データベース情報の入力 

 
ここでは先にカゴヤの管理画面で設定した（3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レ
ンタルサーバー編）を参照）データベースの設定項目を入力する。 

 

 
 
 この時「DBの種類」には「MySQL」を指定する。 
U「DBサーバ」の設定、「ポート」の設定はそのまま Uで「次に進む」 

 
もしデータベースの設定を忘れてしまった場合は、再度カゴヤの管理画面からデータベ

ースを作成する。 
 
 

(9) データベースの初期化 
 
データベースの設定が適切なものであればデータベースの初期化の画面に進む事が出来

る。 
 
 この画面でも、特に設定する項目はない為「次へ」で進む。 
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次の画面では EC-CUBEで使用するデータテーブルなどが自動で作成される。 
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(10) サイト情報提供の確認 

 
 次の画面では EC-CUBE の開発元に、バグの修正などに必要なエラー情報などのデータ
を送信するか・否かの選択を行う。 
 この選択はどちらを選んでもインストールには特に関係ない。 

 
選択が終わったら「次へ」で進む。 

 

 
 
 

(11) インストール完了 
 
 ここまで進む事が出来れば EC-CUBEのインストールが完了である。 
 
 パーミッションの設定などの煩わしい作業がない為、作業時間的にもかなり短縮される

ものであるし、作業に間違いも起こりにくい為インストールエラーも起こりにくい。 
 
 もし続けて管理画面から EC-CUBEの設定を行いたい場合はこの画面中央の「管理画面」
のリンクをクリックして管理画面に進む事が出来る。 
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(12) 再インストールする場合 
 
U【この項は必要があれば設定を行うものであり、問題なければ設定の必要はない】 
 
 もしインストール後に管理パスワード忘れてログインできなくなったり、運営中何らか

の理由で障害が発生し、再度 EC-CUBE を同じディレクトリに再インストールする場合は
注意が必要である。 
 
 EC-CUBEを既にインストールしたディレクリに先の手順で上書きしようとすると、「既
にディレクトリが存在」する旨のエラーが表示される。 
 
 その為、インストールディレクトリとデータディレクトリのいづれも削除する必要があ

る。 
 
 その際に FFFTPやWinSCPなどの FTPクライアントでサーバーに接続し、ディレクト
リごと削除しようとしても途中でエラーを起こしてしまう場合がある。 
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 理由はファイルの所有者権限の問題などでそのようなエラーが表示されるが、 
FTP クライアントではファイルの所有者を変更できない為、カゴヤの管理画面で所有者権
限を変更する。 
 
 カゴヤ管理画面から 
「web サイト」→「ユーティリティ」→「ファイル所有変更」と選択し、表示される「フ
ァイル所有変更」画面で任意のディレクトリを選択。 
 
 画面下部の「オーナ変更」プルダウンメニューを選択後、「実行」ボタンをクリックする。 
 

 

 
次の画面で「変更」ボタンを押して所有者を変更する。 
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この作業を行うことによって削除できなかったディレクトリを削除する事が出来る。 

 

 
 
 プログラムからファイルやディレクトリを作成する際に、しばしユーザーが削除できな

い権限でそれらのファイルを作成する場合もあるので注意が必要である。 
  
 もしこれらの作業を行ってもディレクトリなどが削除できない場合は、更に上位のディ

レクトリの所有者権限が適切でない場合もあるのでチェックする必要がある。 
 

 
ファイルを削除する事が出来た。 
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(13) 管理画面へのログイン 

 
 インストールが完了したら EC-CUBEの管理画面にアクセスできる。 
 ココではインストール時に設定した ID名とパスワードを入力する。 
 

 
 
 

(14) 管理画面 
 
管理画面にログインできたら管理画面を確認してみる。 
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① メインメニュー 

 
 様々な管理メニューが配置されており、クリックすると管理画面左側に更に詳細なサブ

メニューが展開される。 
 
 

② システム情報 
 
 EC-CUBEのバージョンや PHPのバージョンなどが表示される。 
 
 

③ ショップの状況 
 
 現在の売り上げや会員数などが表示されている。 
 
 

④ EC-CUBEからのお知らせ 
 
 セキュリティ情報など開発側から重要なお知らせが表示される。パッチや新バージョン

の情報なども表示される為、チェックしておくと良い。 
 
 

⑤ 「OwnersStore」「MainPage」「SiteCheck」メニュー 
 
「OwnersStore」メニューは「EC-CUBEオーナーズストア」TUhttp://store.ec-cube.net/UT で

購入したEC-CUBEのテンプレートや各種モジュールをインストールする為の管理メニュ
を提供する。 
 

 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－20－ 

 
 「MainPage」は管理画面ログイン直後のページに移動する事が出来、「SiteCheck」は
EC-CUBEのフロントページ（購入者がアクセスするページ）を確認する事が出来る。 
 
 

(15) フロント側を確認してみる 
 
管理画面の「SiteCheck」メニューをクリックし、フロントページを確認する。 

 

 

 
 EC-CUBE のインストールが終わって直後の状態では、画像などに EC-CUBE のロゴな
どが入っており、表示するデータもテスト用のものが表示されているだけでそのままオリ

ジナルの店舗として使えない為、修正を行う必要がある。 
 
 

(16) 基本情報の設定 
 
 EC-CUBE のインストール後店舗自体にかかわる情報を修正する場合は、メインメニュ
ーの「基本情報管理」を選択し、画面左に表示される各サブメニューを選択する。 
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これらの情報は開店時に最低限確認・修正が必要なものなので目を通しておく必要があ

る 
 
基本情報設定のサブメニューは以下のものがある。 

 
① 「Shopマスタ」 

 
フロント側の「当サイトについて」に表示される内容。 
 店舗運営者の情報を表示し、連絡先などの開示を行う。 
 

 
 
 同時に、ブラウザのタイトル部分に表示される内容が、「Shop マスタ」の「店名」部分
となる 
 

 
 
 

② 「特定商取引法」 
 

Uネットショッピングを行う場合、特定商取引法に定められた複数の項目をサイト上に明示

しなければならない。 
  
 この項目に入力されたものは、フロント側の「特定商取引に関する法律」欄に表示され

る。 
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③ 「配送設定」 

 
 EC-CUBE では「基本情報設定」→「支払方法設定」で支払方法毎に配送業者を指定す
る事が出来る。 
 

 
 
 この「配送設定」ではその際に指定する配送業者を指定する事が出来る。 
 「配送設定」で指定できるのは「配送時間」、地域別又は全国一律の「配送料登録」、そ

の他に「伝票 No.URL」があるが、こちらは現バージョンの EC-CUBE では特に反映する
部分がない。データベースにはデータとして登録されている為、後の拡張の際に何かしら

の関連機能が実装されると思われる。 
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④ 「支払方法設定」 

 
ここでは、支払方法とその手数料、利用条件を設定する事が出来る。 
 
手数料に関しては実際購入者負担の場合が多く設定することも少ないかと思うが、例え

ば、郵便振込みで購入額が 1万円以下は 200円の手数料、1万円以上の場合は 300円の手
数料と表示したい場合はそのように設定する。 

 
また配送サービスに関しても同じく、同じ支払方法でも金額に応じて 1 万円以上の場合
はサービスとして、料金を安く設定した配送サービスを割り当てるなどする事が出来る。 

 

 

 
設定された項目は、商品購入の際の「お支払方法・お届け時間の設定」で選択・確認す

る事が出来る 
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⑤ 「ポイント設定」 

 
 商人購入時のポイント付与率と会員登録時の付与ポイントを設定できる。 
 

 
 
商人購入時のポイント付与率は商品登録時の初期値として使用され、商品個別に別の付

与率が設定されている場合はそちらが優先される。 
 

 

（商品登録は「商品管理」→「商品登録」） 
 
 

⑥ 「メール設定」 
 
 この項では、「注文受付」「注文キャンセル受付」「取り寄せ確認」それぞれの場合に配信

される確認メールのテンプレートを編集できる。 
 
 メールの件名や本文（本文中の冒頭の部分「ヘッダー」と後半の部分「フッター」のみ

編集可能）文字数の確認機能もついているため、購入者の連絡先に携帯電話のアドレスが

多い場合は文字数を確認しながら編集することも可能である。
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⑦ 「SEO管理」 
 
 SEOとは、「検索エンジン最適化」の意であり、検索エンジンの検索結果の上位に表示さ
れやすいページを目指すための技術やノウハウのことである。 

HTMLの要素<head>内にはブラウザやクローラー（検索エンジンのデータを収集する為
のプログラム）に様々な文書情報を伝える<meta>要素を記述する事が出来るが、それらを
各ページ毎に編集できるのがこの項目である。 
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 編集できる<meta>要素は以下の通り。 
 
「Author」：文書（ページ）の作者情報 （例：ハイッキックアクアリウム） 
「Description」：文書（ページ）の概要 （例：熱帯魚や水草を売っています） 
「Keywords」：文書（ページ）に関連のあるキーワード （例：熱帯魚,グッピー） 

 
特に「Description」「Keywords」はクローラーが情報として重点的に確認・収集してい

る項目とも言われ、SEO的にも出来るだけ設定しておきたい項目である。 
 
「Keywords」に入力する内容は「熱帯魚,グッピー,エンゼルフィッシュ,コリドラス」の
ように、各キーワードをカンマ（ , ）で区切る必要がある。 

 
また各項目はあまり長すぎない事が良いとされており「Description」は 40 文字から 80

文字程度、「Keywords」には 5～10個キーワードを指定するのが一般的。 
 
検索エンジンによってデータとして読み込む最大文字数などが違う場合があるので重要

な語句はなるべく文章の前半に記述するほうが良いとされている。 
 
その他にも検索エンジンによりヒットするように、ショップの内容とまったく関係のな

い有名人の名前や検索数の多い言葉などを羅列することも最近の検索エンジンでは「SEO
スパム」（迷惑な SEO 対策）とみなされ検索順位を逆に下げてしまう可能性があるので注
意が必要。 
 
 

⑧ 「会員規約設定」 
 
 この項目では購入者が会員登録時に確認する「会員規約」を編集する事が出来る。 
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（ここで編集した内容はフロント側の会員登録時に「会員規約」として表示される） 

  
 「条」毎に追加・移動・削除が出来る。 
店舗の運営方針に合わせて確認・編集を行う。 

 
 

⑨ 「郵便番号 DB登録」 
 
 商品購入時の「お客様情報入力」で郵便番号を元にして住所を自動入力する機能がある

が、その際郵便番号と住所のデータを登録する為の項目。 
 

 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－28－ 

 
 メニューをクリックすると別ウィンドウでデータの読み込みの進捗がローディングバー

（黄色い横棒）で表示され 100%になった時点でデータを読み込んだことになる。 
 

 
 
 但し、カゴヤのサーバーでは 30秒以上同じプログラムを作動し続けるとエラーになるの
で下記のようなエラーが出た場合は再度メニューをクリックし読み込みを再開し 100％に
なるまで繰り返す。 
 

 
（Fatal error: Maximum execution time of 30 seconds exceeded in ～は 30秒の時間制限
に引っかかった時に出るエラー。その他のメニューでも同じようなエラーが出る場合は、

同じく繰り返すと解消する場合もある。） 
 
 インストール時にはそのバージョンのリリース時点での住所データを使ってデータを読

み込む事が出来るが、リリースより時間がたったバージョンを使用していたり、郵便番号

が新しくなった場合は、それらのデータを更新する必要がある。 
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 更新用の最新データに関しては「日本郵便」のサイト 
http://search.post.japanpost.jp/zipcode/download.html 
からダウンロードできる郵便番号のデータファイル（ KEN_ALL.CSV ）を上書きしデー
タを更新する。 
 

 

（任意の項目を選択） 
 

 
（「全国一括」を選択、このページの冒頭には更新日なども記述されているのでインストー

ルした EC-CUBEのリリース日を比べて更新日が新しいようであればダウンロードすると
良い） 
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ただ、ダウンロードした CSVファイルは文字コード既存のデータと違う為（日本郵便か
らダウンロードした直後は文字コードが「SHIFT-JIS」）別途 UTF-8（var2 系の場合）に
変更する必要がある。 
 

 
（日本郵便からダウンロードした直後は文字コードが「SHIFT-JIS」となっている。画像
は TraPad で「ファイル」メニュー →「文字/文字コード指定保存」で別の文字コードに
保存する前に現在の文字コードが表示されている画面） 
 

 
（EC-CUBE上の既存のデータファイルは文字コード「UTF-8N」、改行コードも「LF」と
なっている） 
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 尚、文字コードが変更できるテキストエディタはフリーソフトで 
TeraPad（ TUhttp://www5f.biglobe.ne.jp/~t-susumu/library/tpad.htmlUT）などがある。 
 
データの文字コードが変更で来たら FTP クライアント（FFFTP や WinSCP）などで、

サーバー上の 
「data/download/KEN_ALL.CSV」 

と差し替え、（カゴヤで EC-CUBEの ver２をカゴヤの管理パネルからインストールした場
合は「eccube2_data/インストールディレクトリ名/data/download/KEN_ALL.CSV」とな
っている。） 

 

 
（FTPクライアントでファイルを上書きしているところ） 
 
再度「郵便番号 DB登録」ボタンを押し更新を行うとデータとして登録される。 
 

 
⑩ 「サイト管理設定」 

 
 この項目では「トラックバック」機能を有効にするか・否かを設定する事が出来る。 
トラックバックとは、ブログなどで別のブログの記事を引用する際に指定された URLを引
用先とすることで引用された記事の管理者が引用されたことを知る事が出来る機能である。 
  
 通常はそのように引用されたブログ側にもどのブログやサイトから引用されたのかと言

う一覧を自動作成する為に双方で相互リンクを結ぶ結果となる。 
 
 SEO（特に Googleに対して）では有益なサイトからの外部リンクを受けたサイトは、検
索エンジンから評価を上げる事が出来る為、トラックバックは有益なサイトの記事を引用

しサイトの評価を上げる事が出来る便利な機能であるといえる。 
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（「サイト管理設定」でトラックバック機能を「有効」で「編集」をクリックするとトラッ

クバックが有効になる） 
 

 

（商品購入画面の「詳しくはこちら」をクリックするとトラックバックの情報が表示され

る） 
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（「トラックバック先 URL」やトラックバックしたブログやサイトの情報が表示される） 
 

 

（消費者が、ショップの商品を気に入ってブログの記事を書く時、ブログの管理パネル

で用意される「トラックバック」欄に EC-CUBE 側で先ほど設定した「トラックバック先
URL」を利用してトラックバックする事が出来る。画像は FC２ブログの管理画面） 
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（トラックバックされたか調べる際には「商品管理」→「トラックバック管理」を選択。

任意の条件で検索するとトラックバック情報が表示される。「編集」をクリックするとトラ

ックバックされたことを表示するか・否かを選択できる） 
 

 
（トラックバックされたことを表示するか・否か選択） 

 

 
（トラックバックされたことが商品の詳細画面で表示された） 
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⑪ 「定休日管理」 

 
 ショップの定休日を設定できる項目。 
ここで設定された休日は「カレンダー」ブロックに繁栄される。 
 

 
（試しに 2月 12日を定休日に指定してみた） 

 

 

（カレンダーブロックに設定が反映された） 
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(17) 看板・ロゴの編集 

 
 インストール直後の EC-CUBE には看板の部分やロゴの部分に予め用意された画像が使
われておりそのまま使えないのでとりあえず３点ほど画像を修正する。 
 

 
 
 今回編集する画像ファイルは以下の位置に存在している 
 

① user_data/packages/ default /img/header/logo.gif 
（左上のロゴ） 

② user_data/packages/ default /img/header/bg.gif 
（営業時間などが記載された背景画像） 

③ user_data/packages/ default /img/main/image.gif 
（メイン画像） 

 
 まずはこれらのファイルをダウンロードする。 
 EC-CUBE管理メニュー「コンテンツ管理」→「ファイル管理」メニューを開く。 
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このメニューでは FTPクライアントがなくとも、デザイン等に関するファイル類をアッ

プロード・ダウンロードする事が出来る。 
 
ここで先ほどの画像ファイルの位置にある画像を選択する。 
 
「user_data/packages/ default /img/header/logo.gif」 

 の場合は、 
 
「user_data」ディレクトリの「packages」ディレクトリの中にある「 default 」ディレ
クトリの中にある「img」ディレクトリの中にある「header」ディレクトリの中にある
「logo.gif」 
 

 
と言う風に読み替えると分かりやすい。 

 
 ではファイル管理画面で操作を行う。 
 
 ファイル管理画面では左側に「user_data」ディレクトリを頂点として、ディレクトリの
横にある「+」マークをクリックすることでディレクトリを展開する（開く）事が出来る。 
 

 

 
 この方法で[user_data]「package」「default」「img」の順に展開し最後の「header」が
ディレクトリ現れたら、ディレクトリ名をクリックして画面左のファイルビューから

「logo.gif」を選択し、画面下部の「ダウンロード」を選択。 
ダウンロードを行う。 
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（任意のディレクトリ名を選択すると画面右側のファイルビューからそのディレクトリ内

にあるファイルの一覧を確認する事が出来る。その際ファイルビューの画面上部には現在

のディレクトリ名が表示される。 
今回は「logo.gif」を選んで「ダウンロード」を選択。ブラウザによってはダブルクリッ
クしてもダウンロードが可能。ファイルの確認を行いたい場合は「表示」をクリックする） 
 
ダウンロードできたら画像編集ソフトで編集を行い、アップロードを行う。 
 
アップロードはダウンロードと同じく「ファイル管理」メニューでダウンロードした時と

同じディレクトリを選択し、「ファイル管理」画面下部の「ファイルのアップロード」項目

で「ファイルを選択」で任意の画像を選び、「アップロード」をクリックする。 
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アップロードが終わるとフロント側の logo画像の表示が切り替わっている。（適切にファ

イルをアップしても画像が切り替わっていない場合はブラウザが昔の画像を表示している

場合があるので再読み込み(「f5」キー)などを行う） 
 

 
 
 

(18) 新着情報の編集 
 
 フロント側 TOP 画面では「新着情報」ブロック内に店舗の新着情報を表示する事が出来
る。 
 

 

 
 インストール直後はテスト用の文字列が入力されているので適切な内容に書き換える変

更方法は「コンテンツ管理」→「新着情報管理」で、「日付」「タイトル」「本文」など各項

目に適切な内容を記入し、「この内容で登録する」ボタンで保存を行う。 
 
 保存した内容は画面下部の「登録済み新着情報」の一覧から「編集」を選択し再編集す

ることも出来る 
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追加された新着情報は新しいものから順に上から表示される。 
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(19) ヘッダー・フッターの編集 

 
 インストール直後の状態では著作権の表示などが適切ではないので、フッターの編集を

行う。 
 

 

（看板画像・ロゴ画像などが配置されているのがヘッダー部） 
 

 

（著作権などが表示されているのがフッター部） 
 
「デザイン管理」→「ヘッダー/フッター管理」を選択するとショップ画面上部の「ヘッダ
ー」とショップ画面下部の「フッター」の編集エリアが表示されるので適切な内容に編集

する 
 

 
（著作権表示はフッターのこの部分） 
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(1) CSSの編集 

 
 ショップのイメージは背景やボタンなどの色やデザインに左右されることも多い。 
ホームページを作成する際に HTML で文章を記述し、そのデザインを定義するのが
「CSS」（カスケーディング・スタイル・シート）である。 

 
EC-CUBE でも、各ページの文字の大きさや色、背景色や背景画像などデザインに関す
る項目は CSSにより定義されている。 
 
 CSSは HTMLページの<head>要素内に直接定義されているか、外部から 
 
<link rel="stylesheet" href="/インストールディレクトリ /user_data/css/common.css" 
type="text/css" media="all" /> 
 
のようにファイル毎読み込んでいる。 
上記の例もEC-CUBEのトップページに読み込まれているCSSファイルの所在を表すも
のであり、各 HTML 要素のスタイルに関してはそれら CSS ファイルの中に定義されてい
る。 

 
では、CSSを使ってページの背景色を変更してみる。 

 
 まず始めに「コンテンツ管理」→「ファイル管理」から「user_data/packages/default/css」
内の「main.css」をダウンロードする。 
 
 「main.css」内の内容を確認すると 11行あたりから「body」の定義がある。 
HTMLの「body」要素はページの背景色を定義できるのでその部分を定義している箇所を
探し、背景色を変更してみる。 
  
 下記網掛け部分には background-color: #ffe9e6; の指定がある。 
「＃」から始まる記号による色の指定は「カラーコード」と呼ばれる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

@charset "utf-8"; 
 
（中略） 
 
body { 
    font-family: Verdana,Arial,Helvetica,sans-serif; 
    color: #555555; 
    background-color: #ffe9e6; 
    font-size: 72.5%; 
    line-height: 150%; 
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今回は分かりやすいように #ffe9e6;の部分を任意の色、今回は例として淡いグリーンを
指定する#73CE91に置き換える。 

 
同じくフッターの背景色もオレンジなので、こちらも先ほどより若干濃いグリーン 

#3DAF5Fなどに変更してみる。（main.cssの 416行付近） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 たったこれだけの修正でショップのイメージが大きく変わる。 
 

 
 
 また、どの HTML要素にどの CSSが設定されているか初心者には分かりにくいが 
検索エンジン大手 Google 社が開発し無償で配布している Web ブラウザ「Google chrome」
（http://www.google.co.jp/landing/chrome/）の「要素を検証」機能を使うと大変分かりやすい。 
 
 任意のページを Google chromeで開き、右クリックしてコンテキストメニューより、「要
素を検証」を選択する。 
 

#fotter { 
    width: 764px; 
    margin: 0 auto; 
    padding: 15px 8px; 
    border-top: 1px solid #ff6600; 
    background-color: #ffa85c; 
    font-size: 90%; 
    color: #fff; 
    text-align: left; 
} 
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 「要素を検証」を選択すると別ウィンドウでそのページの HTML ソースと、それに係わ
る CSSなどを表す画面（下図①の部分）が表示される。 
 

 
 
 前述の画面上で HTML要素を選択すると（②の部分）、Google chromeのホームページを
開いているウィンドウで該当の要素が黄色くハイライトが当たる（③の部分）。 
 
 またその要素に適用されているスタイルの設定値が表示され（④の部分）、そのスタイル

が定義されている CSSの位置も表示される（⑤の部分）。 
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 これらの情報を元に任意の HTML 要素に適用されているスタイルとそれを定義している
CSS を見つけ出し、ダウンロードし、設定を行い、再度同じディレクトリにアップロード
して上書きを行うという作業を繰り返し任意のデザインに修正していく。 
 
 
以上がインストール後、最低限修正・確認を必要とする項目である。 
 
 

 

3.2 EC-CUBEの運営方法 

  
 前項まででショップを立ち上げるところまでが学習できた。 
 
ここでは実際に商品を販売したり、売り上げを集計するなど日ごろの運営に関して学んで

いくこととする。 
 
 

(1) 商品管理  
 
 
 ネットショップでは、商品の更新作業が日常業務において大きなウェイトを占めている。 
 
商品の管理に関しては通常以下のようなフローとなる。 
 

① カテゴリを登録する 
② 商品を登録する 
③ 規格を登録 
④ 商品マスタで商品の管理を行う（規格の選択・商品の複製・削除） 
⑤ 必要に応じて商品の並び替えを行う 

 
 では、それぞれの作業について見ていくこととする。 
 
 

① カテゴリを登録する 
 
 商品登録時に商品の「カテゴリ」を選択するためにも事前に作成する必要がある。 
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（商品登録時にカテゴリを選択するが、事前にカテゴリを作成しておくとそれらの作業が

スムーズに進む。） 
 
 カテゴリを追加するには「商品管理」→「カテゴリ管理」で、カテゴリ管理画面を開く。 
 

 

 
 この画面でカテゴリを登録する。 
 カテゴリはこの画面で表示位置を上下に移動したり再編集・削除が可能である。 
 
もしカテゴリの下に更にカテゴリを作成したい場合は、既存のカテゴリを選択し、新規

のカテゴリを追加すればよい。 
 
ただ、あまりに階層が深すぎるとユーザーが選択時に煩わしい場合もあるので注意が必

要。
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（この例では画面左のカテゴリのツリー表示で「食器」カテゴリを選択し、「お皿」カテゴ

リを追加した。ツリー表示で「お皿」カテゴリがインデントしている事で「食器」カテゴ

リの下層カテゴリとして「お皿」カテゴリが存在することが分かる） 
 
もし登録するカテゴリが多い場合は CSVファイルでの一括登録も出来る 

 
「カテゴリ管理」→「>> CSV出力項目設定」で CSVに出力する項目を追加し 

 

 
 
出力項目を設定したら（通常は全て出力したほうが細かな設定が出来る） 
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「CSV Download」を選択、 
 

 
 
ダウンロードした CSVファイルを、ローカル（自分のパソコン）で編集する。 
（Microsoft EXCELが便利） 
 

 
（表示ランクは表示順序を、親カテゴリは親のカテゴリの IDを[親がない場合は「0」]、階
層は数字が小さいほうが上位の階層[TOPの階層は「1」]を現している。） 
 
登録が出来たら「商品管理」→「カテゴリ登録 CSV」で編集した CSVを「ファイルを選
択」で選び、画面下部の「この内容で登録」で先に編集した CSVを登録する。 
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② 商品を登録する 

 
 カテゴリの登録が終わったら、次に商品の登録を行う。 
 
 「商品管理」→「商品登録」で商品登録画面を開く。 
 

 
 
 ここで設定登録できる項目は以下の通り、商品名や検索ワード・メインコメントなどは

検索エンジンの検索対象になるので、手を抜かずちゃんと記述すること。 
 
項目数（*は必須項目） 説明 
商品 ID  商品追加時に自動で割り振られる ID番号。 
商品名 *（上限 50文字） 商品名を入力 
商品カテゴリ *  カテゴリ管理で登録したカテゴリを「登録」する 
公開・非公開 *  商品の公開・非公開を選択 
商品ステータス  商品ページに選んだステータスのアイコンを追加する 
商品コード * 任意の商品コードを入力。上限 50文字 
通常価格  定価を入力。単位は円、半角数字で入力 
販売価格 *   店舗で販売する価格を入力。単位は円、半角数字で入力

在庫数 *   在庫を指定。無制限も設定可能 
ポイント付与率 *   販売価格に対して何％ポイントを付与するかの値 
発送日目安   発送日目安を選択 
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項目数（*は必須項目）  
購入制限 *   一回の注文で購入できる個数指定。在庫数の少ない人気

商品などに設定。無制限も設定可能 
メーカーURL    メーカーのURLがある場合は上限 300文字まで入力可
検索ワード 商品ページのMetaタグに入力する値。複数の場合は、

カンマ( , )区切りで入力。上限 99999文字  
一覧-メインコメント *   商品に関してのコメント、上限 200文字 
詳細-メインコメント(タグ許可)*
   

商品に関してのコメント、HTML タグが使用可能。上
限 99999文字 

一覧-メイン画像 * jpg・gif・png 形式の画像サイズは[130×130] 
詳細-メイン画像 * jpg・gif・png 形式の画像サイズは[260×260]   
詳細-メイン拡大画像 jpg・gif・png 形式の画像サイズは[500×500] 
 
以上が主な商品情報。 

 

 

（商品一覧の際の表示。この時のコメントは「一覧-メインコメント」のもの。ステータス
で設定したアイコンなども表示されている） 
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（商品一覧画面の「詳しくはこちら」をクリックするとより詳細な情報を表示。ここで表

示されるコメントは「詳細-メインコメント(タグ許可)」の部分） 
 
商品には上記情報の入力欄の下に表示される「サブ情報表示/非表示」「関連商品情報表示

/非表示」ボタンをクリックし、各情報を入力することで、更に追加情報などを追加するこ
とも出来る。 
 

 
（通常折りたたまれた状態になっているが各ボタンをクリックすることで、追加情報を入

力できる。）
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【サブ情報】 
「詳しくはこちら」以降で表示される詳細説明とそれに付随するタイトルや画像などの情

報。 
 サブ情報を設定すると「商品登録」画面の「詳細-メインコメント」より優先的にこちら
の情報が掲載される。 
 

 
（サブ情報の表示エリア） 

 
 サブ情報は最大 5項目設定できる。 
 
項目数（*は必須項目）  
詳細-サブタイトル   追加のコメントのタイトル、上限 50文字 
詳細-サブコメント   追加のコメント、HTML タグが使用可能。上限 99999

文字 
詳細-サブ画像  jpg・gif・png 形式の画像サイズは[200×200]   
詳細-サブ拡大画像画像 jpg・gif・png 形式の画像サイズは[500×500] 
 
 
【関連商品】 
 
ジャンル的に近い商品や、セットで買うと便利な商品などを組み合わせて表示する事が

出来る。 
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（商品の詳細説明画面で、その他オススメ商品を設定する事が出来る） 
 
 関連商品は最大 6個まで登録可能。 
 

 
 
  「変更」ボタンをクリックし、登録したい商品を別窓で「カテゴリ」もしくは「商品

名」で検索する。 
  
該当する商品があれば「決定」をクリックして関連商品を登録する。
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（カテゴリを選択、もしくは商品名を入力した後に「検索を開始」をクリックすると、商

品の一覧が出てくるので、任意の商品の「決定」をクリックする） 
 
 関連商品が追加できたら、コメントを入力。 
 

 
 
 全ての作業が終わったら「確認ページへ」をクリックする。 
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 確認ページでは今まで入力した情報が一覧で表示される。 
 

 
 
 問題なければ画面下部の「この内容で登録」を選択し、修正があれば「前のページに戻

る」を選択する。 
 

 
 
 登録完了の表示が出た後に、続けて商品の登録を行うか、商品の規格を登録するかを選

択できる。 
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 商品の規格とは Tシャツの「S」「M」「L」等のサイズや、アイスクリームの「抹茶味」
「バニラ味」「ストロベリー味」など、同じ商品でもいくつかバリエーションがあるものに

関してそれらの設定が出来るものである。 
 
 先の画面で「この商品の規格を登録する」を選択すると、商品名の下に 2 箇所規格を選
択するプルダウンメニューが表示される。 
 

 
 
 ここで選択できるのは「商品管理」→「規格管理」で予め登録されたもので規格を設定

す場合は、最低一つは選択する必要がある。 
 
 規格を選択したら「表示する」ボタンをクリックすると、それぞれ分類別に商品コード

や在庫・価格を付ける事が出来る。 
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 入力が終われば、「この内容で登録する」を選択する。 
 登録を行うと商品登録時と同じく確認画面が表示されるので、問題なければ再度「この

内容で登録する」を選択する。 
 
 

③ 規格を登録 
 
 先の商品登録の際に選択する事が出来た規格を登録する。 
 
 「商品管理」→「規格管理」で規格管理画面を表示 
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 「規格名」を入力し「この内容で登録する」を選択すると画面下部に「規格」が登録さ

れるので「編集」をクリックして「分類」登録画面に移動する。 
 

 
 
分類の登録画面では「分類名」を入力し、「この内容で登録する」をクリックすると任意

の分類を追加する事が出来る。 
 
不要になった分類は削除・修正が必要な場合は編集で修正が可能である。 
また「移動」でプルダウンメニューでの表示順序を入れ替える事が出来る。 
 
人気の分類は一番上に移動しておき、デフォルトの状態にしておくと購入者に優しい。 
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④ 商品マスタで商品の管理を行う（規格の選択・商品の複製・削除） 

 
 「商品管理」→「商品マスタ」では、既に作成した商品情報の再編集や規格の選択・商

品の複製・削除が出来る。 
 
 この画面ではまず各種検索条件を設定し、「この条件で検索する」をクリックする。 
 画面下部には入力した条件にマッチする商品が表示されるので（条件に何も指定しない

場合は、全ての商品が表示される）「編集・規格の選択・商品の複製・削除」等の各項目を

選択して作業を行う。 
 

 
 
 「編集」はその商品の「商品登録」画面を開いて情報を再編集するものであり、「確認」

はその商品の販売ページを別ウィンドウで表示する。 
 
 「規格」は商品登録後の「規格登録」画面を開いて規格を登録するものであり、「複製」

は同じ商品情報で「商品登録」画面を開き情報を修正後別の商品として登録するものであ

る。 
 「削除」は商品情報を削除するものである。 
 
 また、商品マスタでは「カテゴリ管理」と同じく、商品を CSVファイルでダウンロード
する事が出来る。 
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 「カテゴリ管理」と同じく、まずは「CSV出力設定」を行い、「CSV Download」を選択。 
 編集した CSVファイルは「商品管理」→「商品登録 CSV」でアップロードできる。 
 
 CSV の各項目は商品登録時のものと同じであるが、「公開フラグ」を「2」に設定すると
商品を非表示設定に出来る為、何かしらの理由で一旦商品を非公開にしたい場合などに、

それらの作業がまとめてできる。 
 
 

⑤ 必要に応じて商品の並び替えを行う 
 
 「商品管理」→「商品並び替え」ではカテゴリ毎に商品の表示位置を変更する事が出来

る。 
 

 
（左のカテゴリのツリー表示で任意のカテゴリを選択。右の商品表示で何番目に移動する

のか、下に移動するなどを選択して順序を入れ替える。カテゴリの順序に関しては先に説

明した「商品管理」→「カテゴリ管理」で行う） 
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(2) 受注管理 

 
 商品登録まで作業ができるようになれば、商品を実際に販売する事が出来るようになり、

商品の受注も発生してくる。 
 
 それら受注の管理は「受注管理」から行う。 
 

① 受注管理 
 
 「受注管理」→「受注管理」で受注管理画面を開き、現在の受注状況を確認する事が出

来る。 
  
 この画面では商品マスタと同じく、条件を指定して受注を絞り込んで表示する事が出来

る。（何も指定しなければ全ての受注が表示される） 
 
表示された各受注の「帳票」では受注内容を反映した納品書などを PDFで作成する機能
であり、（但しプログラム側で不具合がある為修正する必要がある。詳しくは後述する）通

知は受発注に係わるメールを送付する機能である。（「基本情報管理」→「メール設定」で

編集したメールを送信する事が出来る） 
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 「編集」をクリックすると、「受注履歴編集」画面が開き現在の対応状況を設定する「対

応状況」や、送付先、商品の金額・個数・支払い方法や配送時間などが設定できる。 
 
 「対応状況」では「入金済み」や「発送済み」などを選択する事が出来、それらの設定

が先の条件検索の一覧表示にも反映される為、対応状況が確認しやすくなる。 
 
 これら対応状況の管理は、荷物の未発送や振込先の連絡などの連絡忘れなどを防ぐ為に

も必ず管理を行いたい。 
  

 
 
 また、ここでは「帳票の作成」を行う事が出来る。 
これは PDFで印刷可能な納品書など帳票を作成する機能である。 

 
 但し、カゴヤの管理パネルから自動インストールした場合帳簿を作成する部分のプログ

ラムに不具合があるため、この機能を有効にする際には PHPファイルの修正が必要である
（出筆時のバージョン「2.2.0-beta」で確認） 
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（「帳票の作成」をクリックすると別ウィンドウで、エラー画面が表示される） 
 
 エラーの内容としては「data」ディレクトリ内の「pdf」ディレクトリにある 
「japanese.php」の 2行目あたりにある 
 
require('../../../data/pdf/fpdf.php'); 
 
の記述にエラーがあり、指定された「../../../data/pdf/fpdf.php」にあるファイルが読み込め
ない（「require」は外部のファイルを読み込むの意）と言う旨のエラーの為、この部分を修
正する必要がある。 
 
 まず FTPクライアントで「japanese.php」をダウンロードする。 
カゴヤの管理パネルからインストールした場合は 
 
/eccube2_data/インストールディレクトリ/ pdf/ 
 
に配置してあるのでそちらからダウンロードする。 
 
ダウンロードした「japanese.php」を確認してみると「fpdf.php」の読み込むためのディ

レクトリパスが間違っている為「fpdf.php」を探す。 
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 実は「japanese.php」と同じディレクトリに「fpdf.php」は存在するので「japanese.php」
の 2行目を 
 
require('../../../data/pdf/fpdf.php'); 
 
から 
 
require(' fpdf.php'); 
 
に修正 
 
 またその下の行（3行目）にも同じく「fpdi.php」を読み込んでいる箇所があるが、これ
も同じくパスが間違っているので 
 
require('../../../data/pdf/fpdi.php'); 
 
から 
 
require(' fpdi.php'); 
 
に修正・保存し、FTPクライアントで「japanese.php」を元の位置に上書きする。 
 
 この作業を行うことで、帳簿を PDFで作成する事が出来るようになる。 
 前回と同じく「帳票の作成」をクリックすると「帳票の作成」ウィンドウが開きオプシ

ョンを選択する事が出来る。 
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 最後に画面下部の「この内容で作成する」を選択すると PDFで帳票が作成される。 
  
 ただこの時、帳簿のロゴがまた EC-CUBE デフォルトのままなので、こちらもオリジナ
ルのものに差し替える。 
 

 
（帳票のロゴが EC-CUBEのまま） 
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 このロゴは 
 
Tuser_data/packages/default/img/pdf/logo.pngT 

 
 の位置にある為、FTP クライアントか、「コンテンツ管理」→「ファイル管理」でアクセ
スし、ダウンロード後編集して再度アップを行う。 
 

 
（ロゴが変更された） 

 
 
また受注管理に関しては CSVでデータをダウンロードする事が出来るため、チェック作
業の際に役に立つ。 
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② ステータス管理 

 
 この項目は特定の対応状況の受注をチェックボックスで任意選択し、一括して対応状況

を変更するものである。 
 

 
（「ステータス管理」メニューの下には各ステータスが表示され、クリックすると任意の中

中を選択しステータスを変更できる） 
 
  
 実際に配送作業などはまとめて行うことが多い為、一括して配送済みなどに対応状況を

変更できるのは便利な機能である。 
 
 

(3) 顧客管理 
 
 この項目では会員登録した顧客データを検索し、編集する事が出来る。 
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検索結果の一覧は CSVで保存する事が出来、編集できる内容は商品購入時に購入者が入
力した情報とその際に付与されたポイントなどの情報である。 
 
また、情報には今までの商品購入履歴なども表示されるので、顧客の好みなどを判断す

る事が出来る。 
 

 
 
 
 

(4) 売り上げ集計 
 
 正常に受注管理が出来るようになれば、売り上げに関しても集計などの作業が必要にな

ってくる。 
 
 EC-CUBE では、売り上げ伝票などから手作業で集計を行わずとも、自動でそれらの集
計を行い、グラフ化する機能を備えている。 
 
 「売り上げ集計」メニューから画面左のサブメニュー「期間別集計」「商品別集計」「年

代別集計」「職業別集計」「会員別集計」など選択すると、期間を指定して集計を行う事が

出来る。 
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 その際に集計結果を自動でグラフ化する事が出来る。 
 

 
 
 このグラフは各集計別に一番分かりやすいグラフ形式が表示されるようになっている。 
 

 
（商品別集計のグラフ例） 
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 これらの集計も CSV形式でダウンロードが可能である。 
 

 
 
 ただ、このような集計作業に関しては負荷がかかる事が予想され、 
 
Fatal error: Maximum execution time of 30 seconds exceeded in /home/＊＊＊
/eccube2_data/＊＊＊/class/batch/SC_Batch_Daily.php on line 331 

（「＊＊＊」はインストールに使用したフォルダ名。これも郵便番号 DB 登録時と同じく、
カゴヤの 30秒間同じスクリプトを実行し続けられないと言う制限の為。いまのところ上位
プランに乗り換える以外、制限を解除できない） 
 
のようなエラーが出る場合は、まず出来るだけ期間を短く設定して再度試みるか、それで

も同じエラーが出る場合は画面が切りかわるまで、ブラウザの更新ボタンかキーボードの

「F5」キーを押して集計作業を続ける。 
 

 もし、「職業別集計」「会員別集計」機能に関しては集計作業中、エラーを起こしてし

まう場合は以下の作業が必要。（2.2.0-bataバージョンで確認） 
  
 これは、これら集計プログラムのデータベース操作が PostgreSQL環境では問題ない
が、MySQL 環境では正しく動作しない不具合がある為で以下のプログラムの修正を行
う必要がある。 
 
/eccube2_data/＊＊＊/class/pages/admin/total 
 
内の（「＊＊＊」はインストールに使用したフォルダ名） 
 
「LC_Page_Admin_Total.php」の 641行目 
 
trunc(AVG(total))  

 
部分を 
 
truncate (AVG(total),0)  

 
に変更。 
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同じく「LC_Page_Admin_Total.php」の 709行目 
 
trunc(AVG(total))  

 
部分を 
 
truncate (AVG(total),0)  

 
に変更。 
 
これはデータ集計に使うtrunc関数がMySQL環境ではtruncUate U関数としなければな

ならない為（PostgreSQL）のエラーで、管理画面からのインストールした時機によっ
て解消されている場合がある。その場合はこれらの作業は不要である。 

 
また、この trunc関数がらみのエラーはカゴヤの自動インストールの際に限らず、出
筆時点での「2.3.3」バージョンと MySQL の組み合わせでも引き続きエラーを起こす
ようである。 

 
ソースを確認したところ先の例と同じく、 
LC_Page_Admin_Total.phpの 641行目、711行目の trunc関数がらみの修正と 
 
/eccube2_data/＊＊＊/class 
 
の「SC_Query.php」の９４行目削除またはコメントアウト 
 

// $sqlse = $dbFactory->sfChangeMySQL($sqlse); 
 
の必要がある。 
 
詳しくは EC-CUBEの開発コミュニティーの記事 
 
TUhttp://xoops.ec-cube.net/modules/newbb/viewtopic.php?topic_id=3344&forum=9&

post_id=12928#forumpost12928 UT 
 
等を参考のこと（上記 URLは用紙サイズの都合で改行されているが、本来は一行）
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(5) メルマガ管理 
 
 EC-CUBE では「メルマガ管理」→「配信内容設定」で、ユーザーに対してメールマガ
ジン（通称「メルマガ」）を発行する事が出来る。 
 メールマガジンではメールで記事などを配信することであるが、ショップで会員登録し

たユーザーに対して様々な条件で絞り込んでメールマガジンを配信する事が出来る。 
 

 
（条件は多岐に渡り、かなり細かく絞り込む事が出来る） 

 
 検索の後、メルマガ送信の為「配信内容」を設定しなければならないが、その際に予めメ
ルマガの記事（テンプレート）を作成しておかなければならない。 
 

 

 
テンプレートの設定については次の通りである。 
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① テンプレート設定 

  
 前述の通り、メルマガ配信の為にはまず先に記事（テンプレート）を設定しなければな

らない。テンプレートを設定する為には「メルマガ管理」→「テンプレート管理」で設定

を行う必要がある。 
 
 まず、初めてテンプレートを設定する場合は「新規作成」を選択し、既に作成したテン

プレートを修正して配信する場合は各テンプレートの「編集」をクリックして編集を行う。 
 

 
 
 「新規作成」、または「編集」を選択するとテンプレートの「配信内容設定・編集」画面

に移動する。 
 

 
 
 この画面では、まず「HTML」「テキスト」のどちらで配信するかと言うことを選択でき
る。 

中略 
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「HTML」は、HTML タグが使用できるメール形式で表（TABLE 要素）や画像の貼り

付け（予め「コンテンツ管理」→「ファイル管理」等で画像のアップロードと画像の URL
の把握が必要）などが出来るので PR度が高い。 

 
但し EC-CUBE では会員登録時に前もって「HTML」形式か「テキスト」形式のどちらか
で配信を希望するかというオプションがあるので問題ないかと思うが、携帯では HTML形
式のメールを受信できなかったり、PCでもメーラー（メールを受信するソフト「OutLook」
や「Becky！」など）の設定で HTML形式で開かないように設定しているユーザーもある
為注意が必要。 
  
 もし万全を期すなら、テキスト形式で文字数を少なめに設定すると良いだろう。 
もし携帯のユーザーに絞り込んだ際は、昔の機種では 1 通のメールあたり 250 文字や 500
文字までしか受信できないものもあるので、各携帯会社のサイトなどで確認をしてからテ

ンプレートを作成すると良いだろう。 
 
 最新の携帯でも、パケット無制限の契約でないユーザーに長文を送りつけるのは迷惑な

部分もあるので、注意すること。 
 
またメール中には 
 
{name} 

 
と言う記号が使える。 

 
これは各ユーザーの登録時の名前を表示させるための記号で、 
 
{name}さんこんにちは 
 
等とすれば各ユーザーにメールが配信される際には 
 
山田三郎さんこんにちは 
 
などとする事が出来る。 
 
テンプレートが出来たら画面下部のテンプレート「この内容で登録する」をクリックし、 
「配信内容設定・編集」する。 
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テンプレートが出来上がったら送信前に一度内容を確認する。 
 
「配信内容設定・編集」の完了画面の「テンプレート一覧に戻る」のリンクか、画面左の

サブメニュー「テンプレート設定」メニューで再度「テンプレート設定」画面に戻り、テ

ンプレートの「プレビュー」を選択する。 
 

 

 
 HTML形式のメールも、確認できる貼り付けた（HTMLの<img>要素で指定したと言う
意味。出筆時点でのカゴヤでインストールできる EC-CUBEのバージョン 2.2.0-betaでは
GUIでの画像挿入機能はない）画像などがちゃんと表示されているか確認する。 
 
 問題なければ冒頭の「配信内容設定」画面に移動してユーザーを絞り込み、配信を行う。 
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② 配信内容設定 

 
メルマガのテンプレートが出来上がったら「メルマガ管理」→「配信内容設定」でユー

ザーを条件指定して絞り込み配信内容を設定する。 
 

 

 
 画面が「配信設定：配信内容設定」に変更されるので任意の作成済みテンプレートを選

択する。 
 

 

 
 テンプレートを選択したら内容の確認画面になるので内容を確認し「確認ページへ」ボ

タンをクリックする。 
 

 

 
 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－77－ 

 
その後再度確認ページが出てくるので問題なければ「配信する」ボタンを選択する。 
 

 
  
 「配信する」ボタンをクリック後は別メニュー「配信履歴」の画面に自動的に移動する。 
 

 
 
 この画面では配信条件の確認や配信件数、配信した日時などを確認する事が出来る。 
この画面には「メルマガ管理」→「配信履歴」でもアクセスが可能である。 
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(6) コンテンツ管理 

 
 画面上部「コンテンツ管理」メニューでは各種告知関係のページなどを作成できる。 
ここでは先に説明した 
 
「新着管理」（3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レンタルサーバー編）の（18）新着
情報の編集項）を参照のこと 
 
「ファイル管理」（3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レンタルサーバー編）の（17）
看板・ロゴの編集の項）等を参照のこと 
 
「CSV出力設定」（3.2 EC-CUBEの運営方法の（１）商品管理の項）を参照のこと 
 
は割愛し、その他のメニューについて学んでいく。 
 
 

① オススメ管理 
 
 このメニューではフロント側に表示される、「オススメ商品」ブロックの内容を設定でき

る。 
 

 
（「オススメ商品」ブロックは「デザイン管理」→「レイアウト設定」で表示位置を変更可

能） 
 
 「オススメ商品」ブロックには「商品管理」→「商品登録」で商品を登録時に「関連商

品情報表示/非表示」の項で設定したものが表示されるが、もし何も追加していない場合、
ショップとして全般的にオススメ商品として表示したい場合は新たに登録する。 
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 「コンテンツ管理」→「オススメ管理」より画面中の「商品選択」リンクをクリックす

る。 
 

 
 
「商品管理」→「商品登録」で商品を登録時に「関連商品情報表示/非表示」の項で設定

したように別画面ウィンドウが開き「カテゴリ」や「商品名」で任意の商品を「決定」ボ

タンで選択する。 
 

 
 
オススメ商品が追加できたら、「オススメコメント」を入力。 
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 全ての作業が終わったら「登録する」をクリックするとフロント側に反映される。 
 

 
  
 

② アンケート管理 
 
このメニューではユーザーに店舗に関するアンケートを取ったりする為のアンケートフ

ォームを作成する事が出来る。 
 
アンケートは複数の設問からなり、各設問は一行分の文字入力を行う「テキストエリア」、

複数行の文字入力を行う「テクストボックス」、任意の項目を複数チェックできる「チェッ

クボックス」、任意の一意（一つしか選べない）の項目「ラジオボタン」などの回答形式を

選択できる。 
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全ての設問を設定できたら画面下部の「アンケート作成」ボタンをクリックする。 

 

 
 
 「アンケート作成」ボタンをクリックすると画面下部に「登録済みアンケート」として

アンケート情報が表示される。 
 
 「参照」のリンクではアンケートページを確認する事が出来るので、確認画面の URLを
控えておき、メールマガジンや新着情報、又は後述する「キャンペーン」等の項目に貼り

付けユーザーにアンケートに回答をしてもらう。 
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（「参照」のリンクをクリックすると作成されたアンケートが表示される。ブラウザに表示

された URLを控えておき告知を行う。） 
 
 告知したアンケートにユーザーが回答を行うとデータが蓄積され、先の「登録済みアン

ケート」の「download」項目をクリックすると CSV形式で保存できる。 
 

 
 
 

③ キャンペーン管理 
 
 この項目では期間を設定して告知ページや任意の商品を集めたキャンペーンページを作

成する事が出来る。 
 
 この項目ではキャンペーンページに使用するファイル類が格納されるディレクトリ名

（半角英数）や申し込み数、カート機能の有無などを設定でき、各設定終了後に「この内

容で登録する」ボタンを押せば画面下部の「キャンペーン一覧」に登録される。 
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（期間や申し込み制御が設定でき、ページから商品を購入するように設定も出来る） 
 
 その際「ディレクトリ名」の項目で 
「※http:// ドメイン/（中略） /設定したディレクトリ名」でアクセスできるようになりま
す。との表示があるが Uインストール環境によっては間違ったパスが表示されるので注意が

必要 U。 
 
正式には TUhttp://ドメイン/インストールディレクトリ/cp/設定したディレクトリ名 UT となっ

ている。 
  

 
 
キャンペーン一覧に表示されるようになれば「キャンペーン中」「キャンペーン終了」の

ページを設定する事が出来る。 
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これらはそれぞれキャンペーン期間内・期間後にページを切り替える為でそれぞれの設

定ボタンをクリックすると各ページの編集画面に移動する事が出来る。 
 
「キャンペーン中」「キャンペーン終了」の編集ページは「ヘッダー編集」「コンテンツ

編集」「フッター編集」と編集箇所が 3箇所あり、特に「カートに商品を入れるようにする」
を選択していた場合はここで「コンテンツ編集」項目で「商品設定」ボタンをクリックし、

キャンペーン用の商品を追加することが出来る。 
 

 
 
「商品設定」ボタンをクリックすると「オススメ商品管理」等と同様、別窓で商品を検

索し、決定ボタンを押すことで「生成タグ」画面が表示される。 
 
これはカート用の HTMLタグを生成しているもので、これらをコピーして「コンテンツ
編集」部分の任意の箇所に貼り付けると商品追加用のカートが表示される。 
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 （商品の検索画面。決定を押すとカート用のタグを生成してくれる） 
 

 
（生成されたカート用のタグ。これらをコピーしておく） 
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その際下記のようなコメントも含まれている場合があるが、不要なので削除する。（特に無

駄なソースが挿入される事が気にならなければ必ず削除が必要と言うわけではない。） 
 
<!--{* 
 * This file is part of EC-CUBE 
 * 
 * Copyright(c) 2000-2007 LOCKON CO.,LTD. All Rights Reserved. 
 * 
 * http://www.lockon.co.jp/ 
 * 
 （中略） 
 * 
 * You should have received a copy of the GNU General Public License 
 * along with this program; if not, write to the Free Software 
 * Foundation, Inc., 59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA  02111-1307, USA. 
 *}--> 

 
 カートやキャンペーン用のページ編集が終わったら画面下部の「保存」を選択し、確認

の為「プレビュー」を行う。 
 
但しプレビューの段階ではカートは機能しないので注意。 
キャンペーン管理のディレクトリ登録で登録したディレクトリにアクセスして初めてカ

ートが有効になる。 
 

 
（追加したカート生成タグには商品画像などは含まれていない為、別途用意して HTML

の<img>属性で指定する必要があるので注意。） 
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これらのページは設定された期間が来れば自動的に「キャンペーン終了」ページに切り

替わる。 
 
またこれらのデータも「キャンペーン一覧」ページで CSVとして保存できる。 
 

 
 
 
 

(7) デザイン管理 
 
 この項目では EC-CUBEのデザインに関する項目を設定できる。 

 
この項目でも「ヘッダー/フッター設定」「CSS 編集」に関してはそれぞれ先に説明して
いる部分があるので割愛する。 

 
「ヘッダー/フッター設定」（3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レンタルサーバー編）
の（19）ヘッダー/フッター設定項）を 
 
「CSS編集」（3.1 EC-CUBEの開店方法と初期設定（レンタルサーバー編）の（20）CSS
の編集項）をそれぞれ参照のこと。 
 
 

① レイアウト編集 
 
 EC-CUBE では「新着情報」や「カレンダー」ブロックと呼ばれるパーツ群を管理画面
からドラッグ操作で移動し、簡単にフロント側に反映することが出来る。 
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（操作はいたって簡単。各水色のブロックをドラッグし「保存」ボタンを押すだけ。「未使

用ブロック」部から「レイアウト編集」部にドラッグすれば控えのブロックを新たに表示

することも出来。無論既に「レイアウト編集」部にあるブロックの位置も変更可能） 
 

 
（フロント側に新しく「カレンダー」ブロックが追加された） 
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また、「新規ブロック作成」ボタンをクリックすることでオリジナルのブロックを自作す

る事が出来る。 
 

 
 
 「新規ブロック作成」をクリックすると自動的に「ブロック編集」メニューへ移動する。 
 
 また画面下部の、「編集可能ページ」エリアにはそれぞれ「メイン編集」ボタンが表示さ

れておりこれらをクリックすることにより、後述する「ページ詳細設定」に移行する事が

出来、各ページのソース（HTMLなどのデータ）を編集できる。 
 

 
 
 ページ詳細設定画面では、共通のフッター/ヘッダーを使用するか、等の設定を変更でき
るほか、「新規作成」で新しいページを作成する事が出来る。 
 
 また「レイアウト」画面下部に表示される「レイアウト」ボタンをクリックすると、ま

たレイアウト編集画面に移動する事が出来る。
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（レイアウト編集画面からは、必要に応じてブロック編集やページ詳細設定などの別メニ

ューに移動する事が出来る。） 
 
 

② ブロック編集 
 
 「ブロック編集」画面は前述の「レイアウト設定」で「新規ブロック作成」ボタンをク

リックするか、「デザイン管理」→「ブロック編集」で開く事が出来る。 
 
このメニューでは、新規にブロックを作成したり編集・削除する事が出来る。 
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 ブロックを新規作成するには、画面中央の「ブロック名」「ファイル名」とブロックの内

容を入力する。 
 
「ブロック名」は「レイアウト設定」で表示されるブロック名であり「ファイル名」は保

存される際のファイル名となる為半角英数で命名する。 
 
 ブロックの内容では HTMLなどで記述する事が出来る為、商品バナーやアクセス解析の
タグ、ブログパーツなどもソースを貼り付ければ活用できる。 
 
 編集後は「登録」ボタンを押して登録し、「レイアウト設定」の「未使用ブロック」に登

録できる。 
 
 また画面下部の「編集可能ブロック」の項では各ブロック名をクリックすれば再度その

ブロック編集画面を開き編集する事が出来る。 
 
例として、ブログパーツを配布しているサイトなどから訪問者を表示するブログパーツ

のカウンターをブロックに挿入した例。 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－92－ 

 

 
 
このようなブログパーツは TUhttp://www.blog-parts.com/UT のようなブログパーツの配布

サイトで無料配布されているので活用すると良い。 
 
 

③ ページ詳細設定 
 
 「コンテンツ管理」→「キャンペーン管理」では期限付きで HTMLなどを記述できるキ
ャンペーンページを作成できたが、この「ページ詳細設定」でも HTMLなどを記述できる
新規のページを作成することもできる。 
 

 
 
 画面上部では「名称」でページのタイトルを定義し、URLでページのファイル名を設定
（このファイル名は半角英数で命名する）する。 
 その他にも、共通のヘッダーやフッターを使用するかなどを定義し、 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－93－ 

 
中央のテキストエリアに HTMLタグなどを入力してページを作成する事が出来る。 

  
 画面下部では「レイアウト」ボタンが配置され、クリックすることで各ページの「レイ

アウト設定」画面に移動する事が出来る。 
 
 また、画面最下部の「新規作成ボタン」をクリックすると、続けて新規ページを作成す

る事が出来る。 
 

 
 
 

④ テンプレート追加 
 
 EC-CUBEでは市販・無料のテンプレートが配布されている。 
このメニューではそれらのテンプレートを簡単に登録する事が出来る。 
 

EC-CUBE のテンプレートファイルは画像やテンプレーファイルからなるファイルの塊
であり、「.tar.gz」形式の圧縮ファイルで提供されており、EC-CUBE 公式の「オーナーズ
サイト」などでも購入する事が出来る。 
 

 

（無料のサンプルテンプレートなども用意されている） 
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 テンプレートを変更する場合は、まずこれらテンプレートをダウンロードし各自のパソ

コンに保存しておく。 
 
 テンプレートファイルが用意できたら、「デザイン管理」→「テンプレート追加」でメニ

ューを開くと「テンプレートコード」「テンプレート名」「テンプレートファイル」等のメ

ニューが選択できる。 
 
「テンプレートコード」はアップロードしたテンプレートを格納する為のディレクトリ名

となり、半角英数で命名する。 
 
 「テンプレート名」は「テンプレート設定」画面などで確認する事が出来るテンプレー

ト名であり全角文字（ひらがなや漢字などの日本語）でも問題ない。 
 
 この二つの設定が終われば「ファイルを選択」ボタンをクリックし、任意のテンプレー

とファイルを選択後、画面下部の「アップロード」ボタンをクリックする。 
 

 
 
 テンプレーﾄファイルが正しくアップロードできれば、次の「テンプレート設定」で天応

レートを切り替える事が出来る。 
 
 

⑤ テンプレート設定 
 
前述の「テンプレート追加」メニューでテンプレートを追加できたらこの「テンプレー

ト設定」でテンプレートを切り替える事が出来る。 
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 このメニューでは基本的に「選択」のラジオボタンで任意のテンプレートを選択し「こ

の内容で登録する」を選択するとテンプレートを切り替える事が出来る。 
 
 その他にも「ダウンロード」で既存のテンプレートを「tar.gz」形式のテンプレートファ
イルとしてダウンロードできるため、EC-CUBE にそれらのテンプレートを適用すること
も出来る。 
 

 
(8) システム管理 

 
 画面上部のメインメニューでは最後に紹介するメニュー。 
主に EC-CUBEのシステムに関する機能を管理している。 

 
① メンバー管理 

 
 管理者の設定する画面。 
 EC-CUBE では複数の管理者を設定できる為、それらの管理者を管理する為のメニュー
が設定されている。 
 

 
 
 インストール直後では、インストール時に設定した管理者しか登録されていないが、「メ

ンバー新規登録」で新たに登録する事が出来る。 
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 また、各メンバーの「編集」リンクをクリックすると、各メンバーの情報を編集するこ

とができる。 
 
 設定できる項目は「名前」「所属」「ログイン ID」「パスワード」「管理者権限」で「名前」
「ログイン ID」「パスワード」は必須項目である。 
 

 
 
「所属」は社内の部署など必要に応じて記入すればよい、「管理者権限」は現在機能緒が未

実装（機能がまだ作成・適用されていない）だが、将来的にはデザインだけ・経理だけな

ど、作業に応じた権限を割り振る事が出来るようになる予定。 
 
 

② バックアップ管理 
 
 この項目では、EC-CUBEのデータをバックアップする事が出来る。 
 バックアップ名は 50文字以内で、バックアップメモはどの状態でバックアップしたかな
どの覚書を記述することも出来る。 
 
 またバックアップしたファイルは、「download」のリンクをクリックすることでダウンロ
ードする事が出来、またこの一覧で表示されるデータを元に復元（リストア）する事が出

来る。 
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（リストアが成功すると「リストアが終了しました。」と表示される。） 
 
 

③ パラメーター管理 
 
 このメニューでは EC-CUBEの中で使用されているシステム（PHP・Smaty）の定数（設
定値）を編集する事が出来る。 
 
 例えば商品画像の大きさを変更したり、もっと大きなファイルサイズの画像をアップロ

ードしたい場合などパラメータの中の画像周りの数値を設定するとそれらの変更が出来る。 
 
 また便利な機能であるがうかつに変更してしまうと、各ファイルの関係が崩れたりして

システムが動作しなくなる場合もあるので注意する事。 
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（一般的に便利だと思われる項目は画像周りの設定値。デフォルトでは縦・横同じサイズ

なので横長にしたい場合などはこれらの設定を変更すると良い） 
 
・OPTION_PRODUCT_DELIV_FEE  商品ごとの送料設定(有効:1 無効:0) 
・DELIV_FREE_AMOUNT      送料無料購入個数（0の場合は、何個買っても無
料にならない) 
・CUSTOMER_CONFIRM_MAIL    会員登録時に仮会員確認メールを送信するか 
・PURCHASE_CUSTOMER_REGIST 購入時強制会員登録 
・FORGOT_MAIL             パスワード忘れの確認メールを送付するか 
・NORMAL_PRICE_TITLE        価格名称"通常価格"など 
・PRODUCTS_LIST_MAX       商品一覧表示数 
・LEVEL_MAX              カテゴリの最大階層 
・POINT_VALUE             1ポイント当たりの値段(円) 
・BIRTH_MONTH_POINT        誕生日月ポイント 
 
 等の設定が出来るが、パラメータの中には将来の拡張の為とりあえず実装しているもの

もある為変更しても機能が反映されないれないものもあるので、注意が必要。 
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④ マスデーター管理 

 
 こちらもパラメーター管理と同じくシステムの様々な設定をカスタマイズする項目。 

 
データベースに設定されている各数値を修正・追加することで細かなカスタマイズが出

来る。 
 
・mtb_job        項目を追加すると、アンケート時の職種が増やせる。 
・mtb_delibery_date   配送期日を追加することができる。 
・mtb_product_list_max  最大表示件数の項目を追加することができる。 
・mtb_status       「残りわずか」などの項目を追加・修正できる。 
・mtb_status_image   「残りわずか」などの画像を追加・修正できる。 
 
等の項目が修正・追加可能 

 

 
（デフォルトの mtb_job は一般的な業種などが設定されているが、店舗のジャンルによれ
ばカスタマイズが必要な場合もあるだろう） 
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⑤ システム管理 

 
 この項目は EC-CUBE がインストールされているサーバー周辺の設定情報などが表示さ
れる。 
 

 

（画面上部にはサーバー周りの情報、画面下部には PHP の詳細情報などが表示され PHP
のライブラリ設定情報なども確認できる為便利。またエラーが頻発する場合はこれらの情

報が重要な手がかりとなるので EC-CUBE のユーザーコミュニティーなどで質問する際に
これらの情報を先に伝えると回答を得やすい場合も。） 
 
管理画面ログイン直後・もしくは画面最上部のメニュー「MAINPAGE」で表示される、

「システム設定＞システム情報」と同じものである。 
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(9) オーナーズストア 

 
 EC-CUBE では基本の機能のほかにもネット上で配布・販売されている各種の機能を後
から追加する事が出来る。 
 
 EC-CUBEオーナーズストア（ TUhttp://store.ec-cube.net/UT）ではそれらの機能を販売・簡単

にインストールする機能を提供している。 
 

 

 
 ここではオーナーズストアの登録から機能のインストールまでのステップについて学ぶ。 
 

 
 
 まずオーナーズストアのトップ画面左側の「新規会員登録はこちら」のリンクをクリッ

クする。 
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 会員登録に関しての確認画面の後、会員登録（入力）に移動するので必要項目を入力し

情報を登録する。 
 
このとき入力したメールアドレスに本人認証用のメールが届くので間違いのないものを

入力すること。 
 

 
 
 Web 上で一通り登録作業が進むと本人認証のメールが届くのでメールに記述されている
認証用の URLをクリックする。 
 

 
（認証用の URLをクリックすると本登録できる） 
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 本登録完了後は会員用の「認証キー」が発行されるの。 
 EC-CUBE にこの認証キーを登録すると購入した機能などを簡単にインストールできる
ようになる。 
 

 
（上記の挿絵では伏せてはいるが、「*」で囲まれた部分に「認証キー」が記述されている） 
 
 次に EC-CUBEの管理画面に移動し、「OWNERS STORE」→「認証キー設定」を選択
し、先ほど取得した「認証キー」を入力し「この内容で登録する」を選択、登録する。 
 

 
（上記のテキストエリアにメールに記述されていた「認証キー」をコピーし、貼り付ける。） 
 
 登録できたら実際にオーナーズストアにログインして欲しい機能を購入する。 
 幾つか無料のものなどもあるので気に入ったものがあれば購入する。（無料のものに関し

てはいったん購入する形となるが料金は掛からない） 
 
 では、再度オーナーズストアにアクセスし、会員登録時に設定したユーザー名とパスワ

ードを入力し、ログインする。 
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 ログイン後は任意の機能毎の検索画面に進み、機能を購入する。 
 

 

 
 各機能のタイトルをクリックすると詳細画面が出るので「ダウンロード」のリンクをク

リックし機能をダウンロードする。 
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（上記の機能は、ツール自体は無料だが別途データーを解析してページに反映する為のサ

ービス料金が掛かるので注意。その他、機能を選択する場合も注意書きなどを確認してダ

ウンロードまたは購入すること。） 
 
 「ダウンロード」をクリックすると「カゴの中を見る」画面に移動するので、いらない

商品などがあれば商品名左の「削除」を選択。問題なければ「購入手続きへ」を選択する。 
 

 
 
 次に規約画面に進むが通常「同意する」にチェックを入れ「次へ」で移動 
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 有料の機能を購入した際はその支払方法を、無料の場合は「無料」にチェックを入れ 
「次へ」に進む。 
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 「商品注文（ご注文確認）」で表示される項目に誤りがなければ、「ご注文完了ページへ」

のリンクをクリックする。 
 

 

 

（「商品注文（ご注文確認）」画面最下部の「ご注文完了ページへ」をクリックする） 
 
 次に EC-CUBEの管理画面に移動し、「OWNERS STORE」→「購入商品一覧」で購入
商品を確認する。 
 

 
 
 「購入商品一覧」では今まで購入した機能などが一覧表示されている。 
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機能によっては新しいバージョンを簡単にインストールできる「ダウンロード」のリンク

や、「設定」をクリックして別画面で機能の設定する場合もある。 
 

f 
 

 この様に、他のシステムではシステムのソースを変更するなど初心者には技術的に難し

い機能の追加に関しても比較的簡単に設定できる。 
 
 オーナーズストア以外でも様々な追加機能を公開しているサイトもあるので調べてみる

といいだろう。 
 
 但し、その場合はオーナーズストアのような管理画面からインストールを行うのではな

く、FTP などで機能追加様のファイルをアップしシステム側のソースを若干変更するなど
の作業が伴う為少しハードルが高くなる。 
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3.4.    静的 HTMLページでの開店 

 
 前項までは EC-CUBEを使用しての開店・運営の方法について学んできた。 
 
ただその際には、データベースの知識やサーバー側でのパーミッションの設定など初心

者にはハードルの高い面もあるので、もう少し難易度を落としたネットショップの開店方

法について学んでいくこととする。 
 

 
(1)  Webオーサリングツール 

 
ホームページを作成する上でホームページを記述する為のマークアップ言語「HTML」

の知識は欠かせないものだが、初心者にとって HTMLタグをテキストエディタなどを使用
して全てを手入力するには難しい面もある為、もっと簡単にホームページを作成できるよ

うにホームページを作成する「Webオーサリングツール」を使ってみる。 
 
「Webオーサリングツール」の有名なものとしては 
「ホームページビルダー」（ TUhttp://www-06.ibm.com/jp/software/internet/hpb/ UT） 
「DreamWeaver」（ TUhttp://www.adobe.com/jp/products/dreamweaver/UT）などが有名だが、

有償である為それらを購入する予算がない場合は無料のツールを利用する事も出来る。 
 
ここでは、シンプルなメニュー表示で視覚的にホームページが作成できる無料で使える

Web オーサリングツールの「alphaEDIT」と、レンタルの申し込みフォームを使って簡単
な商品販売ページを作成してみる。 
 
 尚、「alphaEDIT」はWYSIWYG編集（ワードプロセッサーソフトのように HTMLを意
識せず視覚的に Webページが編集できるモード）の際に Microsoftの機能を使用している
ので、それらがインストールされていない場合は他の無料で使えるツールを使うか、後述

する FC２での管理画面がからページを作成する方法や、HTML 基礎などを項を参考しテ
キストエディタなどを使いながら HTMLを直接記述するか、有償の「Webオーサリングツ
ール」を使用することになる。 
 
 
では、それら環境に問題ない場合は「alphaEDIT」をTUhttp://www.pololon.com/koby/UT か

らダウンロードする。 
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 その際画面左のリンクでソフトウェア項目の「alphaEDIT」を選択し、画面中央の「ダ
ウンロード」を選択。 
 
 保存したファイルを解凍（ lzh形式の解凍ツールが必要。Lhaplusなどが有名 
TUhttp://www7a.biglobe.ne.jp/~schezo/UT）すると「aled203」などのフォルダを作成するので
その中にある「alphaEDIT.exe」をクリックしalphaEDITを起動する。 
 

 
 
 その際に、Microsoft Office製品のセットアップ画面が起動する場合があるが、CDドラ
イブにMicrosoft Office製品のインストール CDを挿入すると設定が行われ、次回起動時か
らは正常に使用する事が出来る。 
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もしそれらインストールCDが手元にない場合であればalphaEDITの作者ページ 

TUhttp://www.pololon.com/koby/faqs.phpUT より該当のエラーについての解消方法を参考にマ

シンの設定を変更する。（以下該当のエラーについての解消方法） 
 

「Office ツール」の「HTML 編集」が「初めて実行するときにインストール」になっ
ているとこの症状が起こる。 
 
インストーラが起動しないようにするには、コントロールパネルのプログラム(アプリ
ケーション)の追加と削除にて Microsoft Office の設定変更を行う。 
 
Office のメンテナンスモード画面にて「機能の追加/削除」から「Office ツール」の
「HTML 編集」を「マイコンピュータから実行」かもしくは「インストールしない」
に変更する。 

 
もし解消しない場合は別のツールを使用するか、後述する別の方法（Fc2の管理ページか
らホームページを作成する方法など）を試みること。 
 
 AlphaEDITが起動すると、下記の画面のようにメニュー部分と有力部分のみのシンプル
なエディタが表示される。 
 
 初心者用に各種ウィザード（質問）形式で設定が出来るので大変わかりやすい。 
 
まずは「ファイル」メニューより「ウィザード起動」を選択する。 

 

 

 
 はじめてホームページを作成する場合はこの「AlphaEDITウィザード」画面で「新規に
HTMLファイルを作成する」を選択する。 
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次にホームページのデータを保存する為の作業フォルダを選択する。 
フォルダを選択する為にはウィザード画面の「…」のボタンをクリックすると作業フォ
ルダの参照画面が立ち上がるので、任意のフォルダを選択する。 
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あとはワードプロセッサーソフトで文章を作成するように編集するだけである。 
 
例えば、見出しの部分を作成するには先に任意のテキストを入力し、「書式の変更」メニ

ューバーより「見出し 1」を選択する。 
 

 

 
 見出しが適用された段落は普段よりも大きく太いフォントとなる。 
 
次にその下に通常のテキストを記述する。 
改行は「Enter」キー行えるが見出しなどを適用した行の後で改行をしても次の行も見出
しとみなされてしまうので一度段落を挿入する。 
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（単に Enter だと改行されただけで見出しが続いていることになり、その後の行も見出し
が適用されてしまう） 
 

 
（見出し行の直後（上記囲んだ箇所）で「挿入」→「その他」→「段落」を選択し段落（P
タグ）を挿入する。改行されるが、別々の段落になるので違う書式が適用できる） 
 
 またある特定の文字の色や大きさを変更する場合はツールバーのフォントの大きさを変

更したり、文字色パレットで変更する事が出来る。 
 

 
 
 また、CSS を使用してのスタイル変更はツールバーの「スタイルシート」の項目で各種
設定できる。 
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 任意の要素を選択し、ツールバーの「スタイルシート」の項目で（ここでは h1要素を選
択した例）背景や余白などの設定が可能である。 
 

 
 

 
（見出しのフォントの色や背景を変える事が出来た） 

 
 ツールバーの「スタイルシート」の項目では、これ以外にもスタイルシートで定義でき

る様々なプロパティが設定可能で、「挿入」メニューの「DIV」（ブロック要素。四角く囲む
ように範囲を指定する事が可能）や「SPAN」（インライン要素。行内（横方向）で範囲指
定する事が可能）を挿入し、それぞれの要素に対してスタイルを設定する事も可能である。 
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<span> や <div> 要素を挿入できたらその箇所にカーソルを置いて「スタイルシー

ト」で設定を行う。 
下記は「厳選した」と言う箇所をドラッグして選択して<span>を挿入し、挿入した箇所に
カーソルを置いてスタイル設定をした例。 
 

 
 
書式「見出し１」を設定したように<span>を挿入した箇所にスタイルが設定されている

のが分かる。 
 

 
次に表の作成について学習してみる。 
 
商品情報などを表示するために表（Tableタグ）を使うと便利であるが、こちらも「表」

メニューもしくは「表」ツールバーから簡単に作成する事が出来る。 
 

 
（テーブルの列や行の数を指定し、余白や幅の設定を行うと簡単に表が作成できる） 
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 作成した表のセル（マス目のこと）を選択し、右クリックしてコンテキストメニューを

開くと、セルに対してのメニューなども表示される。 
 

 
 
 このメニューではセルの背景などの設定が出来る為便利である。 
 

 
 
 
 次に画像の挿入を行う 
 
その前に事前準備として、ページに挿入する画像は画像編集ソフト（PhotoShop や後述

する GIMPなど）予め補正やサイズ修正を行い「AlphaEDITウィザード」で指定した作業
フォルダの中に移動しておく。 

 
この時に画像ファイルの名前は半角英数とし大文字小文字を混ぜたり、特殊な記号（？

や*や＋や－など）を混ぜたりしてはならない。 
 
通常は作業フォルダの中に「img」や「image」などの画像ファイルをまとめる為のフォ
ルダを作成しその中に画像を移動しておく。 
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 画像の準備が終わったら AlphaEDITに戻り、メニューの「挿入」→「画像」を選択で画
像の挿入ダイアログを開く。 
 

 
 
 画像の挿入ダイアログでは画像ファイルを選択する「参照」ボタンがあるのでクリック

すると挿入する画像を選択できる。選択後は画像の幅や高さなどの数値が表示されるので

任意で修正する。 
 

 
（メニューの「挿入」→「画像」を選択で画像挿入のダイアログを開くと、挿入する画像

を選択できる） 
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（画像が挿入できた） 

 
 最後にリンクの設定方法について学習する。 
 
ホームページ上では別のページや別の画像ファイルなどに移動できるようリンク要素を

設定できる。 
 
 まず始めに対象となる要素（画像やテキスト、テキストの場合はドラッグして範囲選択

する）を選択した状態でツールバーの「ハイパーリンク」を選択する。 
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 その際「リンクファイルの場所」項目で「参照」ボタンをクリックして作業フォルダ内

の別ファイルを選択しても良いし、「 TUhttp://UT」から続く絶対リンクを指定しても良い。 
ターゲットは何も指定しなければ、リンクを貼っているページ自体が切り替わり、リンク

先のページを表示するが、「_blank」を指定していれば別にウィンドウを開いてリンク先を
表示する事が出来る。 
 

 

（先ほどと同じように「ハイパーリンク」を設定し「メールリンク」タブに切り替えると、

メール送信先のアドレスやメールの件名が設定できる） 
 
 またその他の設定としてメニューの「ファイル」→「ページのプロパティ」を選択する

とページのタイトルや背景、全体的なテキストの色などの設定も出来る。 
 

 
 
 その他、編集に慣れてくれば編集モードを「HTML ソース」に切り替えてソースコード
を表示し、直接 HTMLを編集することも出来る。 
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（「HTMLソース」タブをクリックすると HTMLソースが表示され直接編集することも可
能である） 
 
 この設定まで出来るようになれば大変簡易的であるが、商品を販売するページは作成可

能である。 
 
これらの設定が終われば「ファイル」メニューから「上書き保存」もしくは「名前をつ

けて保存」を選択する。 
 
 もしサーバー上にこの様なページが一枚しかない場合は「 index.htm」もしくは
「index.html」などのファイル名で保存すること。「index」というファイル名には意味が
あり、ディレクトリ（フォルダ）の中で TOPページ（見出しページ）となる場合に「index」
を使用する。 
 
 例えば、 
 
 TUhttp://hi-kick.jp/shopnotest/index.htm UT 
 
としてサーバーにアップロードした場合 
 
 TUhttp://hi-kick.jp/shopnotest/ UT 
 
としても「index.htm」を呼び出すことが出来る。 
 
 TUhttp://hi-kick.jp/shopnotest/ UT 
 
は、ブラウザが「「hi-kick.jp」と言うサーバーの「shopnotest」と言うディレクトリの中身
を見せてください」リクエストを送っているのだが、通常はそのフォルダ中のファイルな

どを紹介する為の見出しページ「index.htm」が自動的に表示されるようになっている。 
 
この様に、TOPページを「index」としておく事で結果的に URLを短く表記することも

出来るので、よほど特別な事情がある場合を除いて通常は TOP ページを「index」として
おく。 
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またサーバーの設定次第では、この「index」のファイルがない場合、ファイルの一覧が
表示されてしまう場合があり、テスト用のページやメモ書きなどをアップロードしていた

場合など 
 
 TUhttp://hi-kick.jp/shopnotest/ UT 
 
とディレクトリ名を指定した URLで参照した場合、ディレクトリに格納されているファイ
ルが全て一覧表示されてしまう。 
 

 

（index ページがない場合はサーバーの設定次第ではディレクトリの中身を覗くことも可
能。ファイル名が分からなくてもクリックすれば閲覧したり、ダウンロードする事が可能。） 
 
まず原則として漏洩してはならない情報をサーバー上にアップロードすること自体問題

があるが、この様な設定があることも覚えておくこと。 
 
 また本テキストの別の章でも述べたと思うが、メールリンクを設定してもそこからメー

ルを送信するにはメーラー（メールを送受信する為のソフトWindowsであれば「OutLook」
など）の設定がなされた各自のマシンからで、ネットカフェやその他出先で借りたパソコ

ンでは他人のメーラーの設定であったり、メーラー自体インストールされていなかったり

とメールを直接送る事が出来ない場合も多い。 
 
その為には、以降に述べるメールフォームを借りてレンタルフォームをページに挿入す

る必要がある。 
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(2)  メールフォームの挿入 

 
 では、メールリンクに変わってより多くの環境でも注文を受ける事が出来る様、「メール

フォーム」を用意する。 
 
 メールフォームはサーバー上のプログラムからメールを起こる事が出来るもので HTML
のフォーム要素の「action」属性でメールを送信する為のプログラムのURLを指定すると、
フォームに入力された内容をプログラムがメールとして送信する事が出来る。 
 
 通常は「フォーム CGI」などの名称で無料のプログラムとして配布されていたり、多機
能なものは有償で契約するものもある。 
 
 今回は一番設定が楽なレンタルフォームをレンタルし、先の「AlphaEDIT」を使用して
ページに挿入する方法を学習してみる。 
 
 ここではサーバーのアップロードの際にホームページの領域もレンタルする必要がある

為、それらのサービスを一括して利用できる「FC2」での方法を例に作業を行う。 
 
 「FC2」はレンタルフォームのほかにもホームページ領域、ブログ、アクセス解析など様々
な無料レンタルサービスを展開しており、一回ユーザー登録すればそれらのサービスを簡

単に追加し、利用する事が出来る。 
 
 「FC2」に登録するにはTUhttp://fc2.com/UT をブラウザで開き、画面左の「新規登録」をク

リックして登録を行う。 
 

 

 
次に登録用のメールアドレスと認証用のパスワードを入力する。 
認証用のパスワードは画像にひらがなやカタカナで書かれている数字を通常の「0」から
「9」までの数字に打ち変えて行う。 
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「次へ」ボタンを押してメールアドレスを登録できたら認証用のメールが届くので、認証

用の URLをクリックして登録を行う。 
 

 
（認証用に届いたメール中央の URLをクリックして登録作業を続ける） 

 

 

 
 これらの作業が終われば TUhttp://fc2.com/login.phpUT で入力したメールアドレスとパス

ワードでログインを行う。 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－125－ 

 

 
 
ログイン後に表示される画面左側の「サービス追加」をクリックすると様々なサービス

を追加することができる。 
 
今回は「無料サービス」中の「レンタルフォーム」をクリックしてサービスを追加する。 

 

 
（「サービス追加」で各サービス名をクリックすると、各サービスの紹介と「このサービス

を追加」ボタンの画面が表示されるので、ボタンをクリックしてサービスを追加する。） 
 
その後今までのレンタルフォームサービスの使用暦を問われるので「はじめての方」を

選択する。 
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 その後、会員規約の同意画面→本登録画面に進むので、会員規約の同意画面では「同意

する」を選択し、本登録画面では「サービスに登録する」を選択する。 
 
 サービス追加後は画面に表示される「FC2IDへ」のリンクか TUhttp://id.fc2.com/UT  からレ
ンタルフォームの管理画面にアクセスする。 
 

 

（会員規約の同意画面では「同意する」を選択） 
 

 
（本登録画面では「サービスに登録する」を選択） 

 

 
 
 「FC2ID」http://id.fc2.com/ では、今まで追加した Fc2のサービスの管理パネルが表示
されているので、「FC2 フォームレンタル」 の「管理画面」アイコンをクリックする。 
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 フォームの管理画面では「種別」と「タイトル」を選択・記述する。 
 それらが設定できたらその下にある「フォームの新規作成」を選択する。 
 

 
 
 
「フォームの新規作成」を選択すると、同画面下部に作成されたフォームが表示される。 
作成したフォーム画面のURLが表示されるのでクリックすると現段階のフォームが表示
される。 

 
また、同画面には「編集」アイコンがあるのでクリックしてフォームを編集する。 
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 フォームの編集画面ではデザインやタイトルなど、各ステップ毎に設定を行う。 
デフォルトの状態でいいものに関しては特に設定する必要はない。 
 

 
 
 最低限設定が必要な項目「タイトル・メッセージ。禁止ワード・送信制限」と「定型フ

ォーム・テキストフォーム」「選択型フォーム」などをページの内容に合わせてカスタマイ

ズする。 
  
また設定一覧に戻るには画面上部、作成中のフォーム名のリンクをクリックすると良い。 
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 「選択型フォーム」では項目のタイトルや選択タイプ、その際の選択リストを一行づつ

改行して入力するとフォームに反映できる。 
 

 
 
 「フォームの並び替え」では任意の項目にチェックを入れ「▲」「▼」のボタンで項目の

順序を入れ替える事が出来る。 
 

 
 
 設定した段階で確認を行う場合は画面上部の「Preview」ボタンをクリックする。 
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「Preview」ボタンをクリックすると、今までの設定が反映されたフォームを確認する事が
出来る。 
 

 

 
 この様に設定を行い、問題なければ先に作成したホームページに今回のフォームを挿入

する。 
 
フォームの編集画面で最下段の「パーツ利用の設置用タグ、デザイン設定」を選択し、 
 

 
 
 次にその「パーツ利用の設置用タグ、デザイン設定」画面で「フォーム表示用タグ」を

コピーする。 
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 そのまま先にホームページを作成した「AlphaEDIT」で保存した HTMLファイルを「フ
ァイル」→「開く」メニューで開き、「HTMLソース」で任意の箇所を選択し、先ほどコピ
ーしたフォーム表示用のタグをコピーする。 
 

 
 
 これでプレビューを行うと、ホームページに購入フォームを挿入する事が出来たのが確

認できる。 
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（ちゃんと作成したフォームが表示されている。きちんとテストするには作成した HTML
ファイルをクリックしてブラウザで開いてテストを行う。） 
 
これで簡易ながらページの作成が完了したので、実際にネット上のサーバーにアップロ

ード（サーバーに転送する事）して公開を行う。 
 
 

(3)  サーバーへのアップロード 
 
 先ほどのレンタルフォームと同じく、Fc2ではホームページの領域も無料でレンタル可能
である。（もしネットを接続する為プロバイダと契約している場合は、プロバイダが無料の

ホームページ容量を提供している場合が多いので、そちらも確認してみるとよい） 
 
 では Fc2で無料の無料のホームページ容量を申し込んでみる。 
 
作業はレンタルフォームと同じく Fc2 にログインして管理画面から「サービス追加」を行
う。 
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 レンタルフォームと同じく追加確認のページが続き、ホームページサービス登録画面に

移動するので登録を行う。 
 

 
 
 次にホームページの URL になるアカウント部分の入力を行い、「アカウントチェック」
を行う。既に使われているものであればエラーになるので使われていないものを入力する。 
合わせてホームページのタイトル・ジャンル・詳細も設定していく。 
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 必要事項を入力したら、「以上の内容を登録する」でサービスを登録する。 
（登録作業が正常に終われば確認メールが届くので、登録した URLなどを忘れた場合はそ
ちらを確認する。） 
その後はフォームの時と同じく管理画面からホームページの管理画面に移動する。 
 

 
 
 管理画面では上部に管理メニューが表示されており、ファイルをアップロードする為に

は「ファイルマネージャー」を選択する。 
 
 ファイルマネージャーでは「現在のディレクトリ」のプルダウンメニューもしくは、各

フォルダのアイコンをクリックし任意のフォルダに移動し、ファイルをアップロードする

事が出来る。○1  
 通常は「ファイル名をそのまま使用する」にチェックを入れ「ファイルを選択」ボタン

をクリックしてアップロードするファイルを選択する。○2  
 

 

 
 またファイルを新規作成する場合や、ディレクトリ内に更にディレクトリを作成する場

合は「ディレクトリを作成」ボタンを、削除するには「削除」ボタンをクリックする。○3  

１ 

2 

3 
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 「ディレクトリを作成」する際は InternetExplorer（インターネットエクスプローラー）
では画面上部にスクリプトブロックの表示が出るため、その表示をクリックし「一時的に

許可」を選択する。 
 

 

 
（前回の HTML 作成の例では作業フォルダ内に「img」ディレクトリを作成して画像を格
納していたので、その場合はこの機能で「img」ディレクトリを作成しておく） 
 

 
 

 
（ファイルは一度に 10個のファイルを同時にアップする事が出来る。ファイルを選択した

ら「ファイルのアップロード」を選択する） 
 

 
（この例では先に作成した「img」ディレクトリの中に各画像をアップロードしている） 
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 また、今回はブラウザ上から管理画面を使用してファイルのアップロードを行ったが、

FFFTPやWinSCPなどのFTPクライアントを使用してファイルをアップロードする事が出
来る。それらの設定に関しては TUhttp://fc2hpmanual.blog95.fc2.com/blog-entry-45.htmlUT  
に詳細があるので、もっと大量のページ・ファイルをアップロードする場合は参考にする

と良い。 
 
 これで登録した URLにアクセスして内容を確認する事が出来る。 
 

 

（登録した URLで確認できた） 
 
 また、Fc2のホームページサービスでは管理画面からページを制作することも出来る。 
 
 先の「現在のディレクトリに ファイルを作成」をクリックするとページ作成画面に移

動する。（ディレクトリ作成の時と同じように画面上部にスクリプトブロックの表示が出る

ため、その表示をクリックし「一時的に許可」を選択する。） 
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 その際にファイル名を入力する欄があるので任意のファイル名を拡張子（「.html」など）
まで入力する。 
 
 その後「HTMLメーカーを起動しますか」のダイアログが表示されるので「OK」を選択
する。 

 
 
 次の画面ではページのタイトルや各種色の設定などができるので適時設定を行う。 
全ての設定が出来たら「ファイルエディタの起動」をクリックする。 
 

 
 
 ファイルエディタでは先に紹介した「AlphaEDIT」とほぼ同様の機能・操作感を提供す
るもので、通常ワードプロセッサーソフトなどを利用しているユーザーには操作しやすい。 
 
 ただ、画像の挿入に関してはファイルから見た画像のパス（位置）を手入力する必要が

ある為、それらサイトのディレクトリ構造（どのフォルダにどのファイルがあるのか）が

明確に把握できていない場合は「AlphaEDIT」などでメニューから画像を挿入するほうが
分かりやすい。 
 
編集が終わったら画面上部の「保存する」でファイルを保存する。
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（ワードプロセッサーソフトを使用した経験のあるユーザーには分かりやすい操作パネル。 
「AlphaEDIT」と操作感が似ているが、画像の挿入は「AlphaEDIT」のほうが初心者向き） 
 
 
 以上、この様な形で HTMLページを編集し、フォームを挿入してアップロードまで行え
ば簡易型のネットショップが作成できる。 
 
 商品数が数百点に及ぶ場合は対応するには難しいが、ユーザーを訪問するようなサービ

スの申し込みや、２・３点の商品を中心に販売する場合はこのようなフォーム式のページ

でも十分対応できる。 
 
 
 今回は HTML を意識せずにページを作成できる「AlphaEDIT」や Fc2 の管理画面から
ページを作成したが、もう少し HTMLについて学習したい場合は次の「HTML基礎」を参
考にすること。 
 
 
 

3.5.  HTML基礎 

 
 これまではネットショップに関しての知識について学んできたが、基本的な技術として

避けては通れない「HTML」の知識や、それを使用した一般的なホームページの制作に関
する知識なども確認する場合は本項を参考にすること。 
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(1) ホームページ制作概要 

 
 先に学んできたとおりに通常ホームページは、 
 

z ホームぺージを公開するための「Webサーバー」 
（各種 OS がインストールされたマシンに「Web サーバー」と呼ばれるホー
ムページを公開するためのソフトをインストールしたもの。「Webサーバー」
はホームページを公開するパソコンをさす場合が大半だが、その機能を提供

するソフトウェアのことをさす場合もあるので注意が必要） 
 
z HTMLを記述する為の「エディタ」 

（Windows 付属の「メモ帳」やフリーソフトの「TeraPad」など、有償のも
のでは Web オーサリングツールとして IBM 社の「ホームページビルダー」
や Adobe社の「DreamWeaver」など） 

 
z 画像を編集する「画像編集ソフト」 
（フリーのものでは「GIMP」、有償のものでは Adobe社の「FireWorks」や
「PhotoShop」など） 

 
z Webサーバーにアップロードする為の FTPクライアント 

（「FFFTP」「WinSCP」など） 
 
 
 などが最低限必要になる。 
 

Web サーバーに関しては無料でレンタルできるものや有料でも月額数百円のものから数
千円程度で借りる事が出来る為、自分でサーバーを構築（パソコンを購入したり固定 IPの
ネット回線を引き、無停電装置などの導入するとかなり高額な負担になる）するよりも結

果的にコストを抑えることも出来る。 
 
また、初めから高機能で高額なサーバーをレンタルするのではなく、状況によって引越

しすることも可能である。通常Webサーバーには「hi-kick.jp」のような「ドメイン」が割
り振られているが、サーバーを引っ越した際に取得したドメインを再度設定すれば、また

同じ URLでアクセスする事が出来るため、ショップのアクセス増加によりサーバーが不安
定になる場合などは、サーバーの引越しを検討すると良いだろう。 

 
ドメインの取得は「.com」や「.jp」などの種類によって金額はまちまちだが、概ね年間

7千円前後で取得できる。 
自分で取得の手続きをすることもできるが、通常はレンタルサーバーを契約する際にオ

プションとして契約することも出来、そちらのほうが申請費用が割安になる場合もある為、

ドメイン所得の際には念のため比較をしておくこと。 
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【ドメイン取得が出来る業者】 
 
z Yahoo!ドメイン TUhttp://www.onamae.com/ UT 
z お名前.com TUhttp://www.onamae.com/ UT 
z ＠niftyドメイン TUhttp://domain.nifty.com/domain/index.htm UT 
 
 
同じようなものに「サブドメイン」があるが、これはレンタルサーバー等で使用してい

る「ドメイン」に任意の文字をつないで簡易的に個々のサーバーに割り振っているもので、

これらは依然借りていたレンタルサーバー等が所有するものなので、引越し先のサーバー

に設定する事が出来ない。 
 
 エディタ・Web オーサリングツールについては先に述べたとおりだが、特にメモ帳を使
って HTMLを編集する場合は若干注意が必要である。 
 
 コンピューター上で何か入力したり表示するにはその際に電子データ化された情報が使

われているのだが、この文章のような文字も一文字一文字必ずデータ化されている。 
 
例えばひらがなの「あ」は「0x3042」のような記号で表されるが、この場合「Unicode」
と言う文字の表し方「文字コード」を用いている。 

 
「文字コード」は全世界で様々な文字が使われている関係からいろいろな種類があるが、

よく使われるものでは「shift-JIS」「JIS」「EUC」「UTF-8」「Unicode」などがある。 
 
 ちなみに先ほどひらがなの「あ」を「Unicode」で表示した例を挙げたが、その他のコー
ドと比べると以下の通り。 
 
z Unicode: 0x3042 
z JIS: 0x2422 
z S-JIS: 0x82a0 
 
この様に各文字コードによって表し方が違うのが分かると思う。 
 
通常 HTMLでページを作成した際には Head要素内のMeta要素で保存した際の文字コー
ドを表記し、ブラウザが適切な文字コードで表示してくれるように情報を提供する。 
 
 メモ帳はデフォルトで文字コード「Shift-JIS」でファイルを開き、保存する際も同様に
保存してしまう為、本来「UTF-8」や「EUC」などで保存されているのに一部分だけ
「Shift-JIS」で保存してしまうと、ページを開いた際にページに設定されている文字コー
ド（<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=EUC-JP"> など）
と保存した際の文字コードが違う為、「文字化け」をおこしてしまう場合がある。 
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 メモ帳しかエディタがない場合はファイルを開く際に必ず文字コードを指定して開くこ

と。 
 

 
  
 もしTeraPad（ TUhttp://www5f.biglobe.ne.jp/~t-susumu/library/tpad.htmlUT）などが利用で

きる場合は、ファイルを開く再保存した文字コードを判別して自動で開いてくれる為、間

違いが少なく便利なので利用してみると良いだろう。 
 
 また FTP クライアントに関してはサーバーに FTP 接続して、ファイルのアップロード
やダウンロード、各ファイル毎にパーミッション（管理者権限）の設定などが出来るツー

ルで、特に多量のファイルをまとめてアップロードする場合は大変便利なツールである。 
 
 よく使われているFFFTP（ TUhttp://www2.biglobe.ne.jp/~sota/ UT）ではレンタルサーバー契

約時に通知されるFTPの情報「ホスト名」「ユーザー名」（IDの場合も）「パスワード」の３
つがあれば簡単に利用できる。 
 

 

（FFFTPインストール後「接続」→「ホストの設定」メニューを選択） 
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（「ホスト一覧」で「新規ホスト」を選択する） 

 
 

 
（ホストの設定で「ホスト名」「ユーザー名」（IDの場合も）「パスワード」を設定する） 
 
設定が出来れば先の「ホスト一覧」の画面で「接続」を選択すると左側の画面に自分の

パソコン（ローカル）のファイル、右側の画面にサーバー上（リモート）のファイルが表

示され、各ファイルを左右任意の画面にドラッグすることでファイルをアップロードでき

たり、ダウンロードする事が出来る。 
 
その際に、同じファイルが存在する場合は上書きの確認画面が表示され、新しいものだ

けを上書きするなどの設定も出来る為大変便利である。 
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（左の「ローカル」の画面より右の「リモート」の画面にファイルをまとめて移動してい

る。アップロードの確認画面で「新しければ上書き」を選択、「以降全て」をクリックする

と新たに編集したファイルだけがアップロードでき、全てを上書きするよりもアップロー

ドの時間を短縮する事が出来る） 
 
 

(2) HTML概要 
 
では、これらホームページを制作する環境やツールがそろったら、HTML について今一

度確認をしてみよう。 
 
z ホームページは HTMLで書かれている 

 
 HyperText Markup Language（ハイパーテキスト・マークアップ・ランゲージ、
略称：HTML）は、ウェブ上のドキュメント（書類）を記述するためのマークアッ
プ言語である。シンプルなテキストを 
 
＜要素名＞対象のテキスト＜/要素名＞ 
 
のように「要素名」を記述した「タグ」と呼ばれる記号（＜や＞）で囲んでマーク

アップを行う。要素は「段落」や「改行」など文章を構成する部品と考えると分か

りやすい。HTML では「ここからここまでが～の要素になります」と言う形式で文
章をマークアップしていくものである。 
 
 例えば次のようなソースをそのままメモ帳などのテキストエディタに入力し

「index.html」などのファイル名で保存する。 
 
保存できたファイルをダブルクリックして開くと通常 Webブラウザが開き Body要
素に記述された内容が確認できる。 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－144－ 

 
【以下の内容をそのままメモ帳に記述】 
 

<html> 
 
<head></head> 
 
<body>こんにちは 
ごきげんよう</body> 
 
</html> 

 
恐らくは「こんにちはごきげんよう」と言う文字がブラウザで確認できたことだ

ろう。 
 
ただ、 
 
 

<body>こんにちは 
ごきげんよう</body> 

 
 
と改行しているのにかかわらずその改行が反映されないのは、改行の要素が指定さ

れていない為である。 
 
もし改行するならば 
 
 

<body>こんにちは<br> 
ごきげんよう</body> 

 
 
と、改行要素<br>を記述する。 
尚、改行要素は<br>文章</br> のような終了タグを書かなくても良い特別なもの。
範囲を指定せずポイントで要素を指定するようなものに関してはしばし終了タグの

ないものもある為注意が必要。 
横罫線を引く為の<hr>などがその例である。 
 
もし文字を強調したい場合は 
 
 

<body>こんにちは<br> 
<strong>ごきげんよう</strong></body> 

 
 
のように強調要素<strong>で囲む。 
 
この様にしてワードプロセッサーソフトでは通常メニューで指定するものをタグ

といわれる記号で囲んで様々な要素や書式を設定するのである。 
 
また、より詳細な位置や書式の指定には CSS（Cascading Style Sheetsカスケーデ
ィング・スタイルシート）などを用いる
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尚、InternetExplorer（以後 IE）では以下のメニューで、現在見ているホームペー
ジ HTMLの確認が出来るので、それらのページがどのように記述されているか確認
するのも面白い。 
 
「表示」メニュー → 「ソース」  
 又は 
 右クリック → 「ソースの表示」 

 
以降では、ネットショップの商品説明画面などに使う機会の多い主要な HTMLタグに
関して紹介する。 
 

 
(3) HTMLタグ一覧 

 
z html・head・body要素 
 

html 要素は HTML ドキュメントとして最低限必要な要素であり、そのドキュメ
ントが HTMLであることを表すものである。通常はその内部に「head」「body」の
二つの要素を持っている。 

Head要素には、主にドキュメントの補助的情報が記述されブラウザの画面には現
れない部分。 

Body 要素は head 要素と対照的にブラウザの画面に表示される文章などを記述す
る 
通常ネットショップシステムの商品情報欄に入力される内容は body要素内に記述
されるので、個別に<html><head><body>等のタグは記述する必要はない。 

 

<html> 
 
<head>（補助的情報を記述）</head> 
 
<body>（コンテンツを記述）</body> 
 
</html> 

 
 
z title要素 

 
Html要素の中に headや bodyがあるように headの中にも title要素がある。 

Title要素はページのタイトル（ブラウザの上部に表示される部分）となる。 
 

<html> 
<head><title>はじめてのホームページ</title></head> 
<body> 
こんにちは 
元気にしてますか？ 
</body> 

</html> 
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z テキスト・フォント関連の要素 

 
¾ 改行 <br> （終了タグがないことに注意） 
（例）こんにちは<br>元気にしてますか？ 
 
¾ 段落を指定する <p> </p>（終了タグのあとに自動で行間を空ける） 
（例）<p>段落１</p><p>段落２</p> 
 
¾ <p align=“center”>のように「要素」に備わっている「属性」を使用するこ
とによって細かな設定が可能 
 
9 align=“center” 段落の内容を中央に配置 
9 align=“left” 段落の内容を左に配置 
9 align=“right” 段落の内容を右に配置 

 
¾ 中央配置<center> 
（例）<center>この部分が中央配置</center> 
 
¾ 記述したまま表示<pre>（整形済みとして表示） 
（例）<pre>改行するときは 

「br」を使わずともよい</pre> 
 
 

z テキスト・フォント関連の要素 
 

¾ 見出し文字を指定する<h*> （１～６段階まで、数字の少ないほうが大きな見出
し、重要な項目と認識される） 

（例）<h1>ホームページの作り方</h1> 
（例）<p>と同様 align属性も使用可能 

 
¾ 斜体にする<em>（強調の意味もある。類似タグ<i> ） 
（例）<em>この部分を斜体します</em> 

 
¾ 太文字にする<strong> （emよりさらに強調の意味もある。類似タグ<b> ） 
（例）<strong>より強く強調します</strong> 

 
¾ 打ち消し線<del>（類似タグに<s><strike>） 
（例）<del>以前の内容</del> 

 
¾ 下線を引く<u> 
（例）<u>この部分に下線を引く</u> 

 
¾ 大きめの文字<big>小さめの文字<small> 

（標準のフォントサイズよりも大きくまたは小さくする） 
（例）<big>この部分は大きく</big>  
（例）<small>この部分は小さく</small> 

 
¾ 上付文字<sup>と下付文字<sub> 
（例）X<sup>2</sup>  
（例）H<sub>2</sub>O 
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z テキスト・フォント関連の要素（fontタグ） 

 
※この項目は本来W3cの勧告では非推奨となっているが、Web上のブログやネット
ショップシステムの商品説明の入力欄では<font>要素を使うものがいまだに多い為
あえて紹介するものである。 

 
¾ 文字のサイズや色を指定<font> 
属性には sizeと colorがある 
 
9 size=“” 文字のサイズを指定（絶対もしくは相対指定） 
9 color=“” 文字の色を指定（カラーネーム又はコード） 
9 face=“”  文字（フォント）の種類を指定 
 
（例）<font size=“5” color=“red” face=“ＭＳ 明朝”> 

フォントサイズ５で色は赤フォントはＭＳ 明朝の例</font> 
 
 

 
z リスト要素（マーク付きリスト） 

 
¾ マーク付きリスト<ul><li> 

 
（例）<ul> 

<li>マウス</li> 
<li>キーボード</li> 
<li>モニター</li> 
</ul> 

 
リストマークは通常●（黒丸）だが、type属性で変更できる 
 
（例）<ul> 

<li type="disc " >マウス</li> 
<li type="circle">キーボード</li> 
<li type="square">モニター</li> 
</ul> 

 
 

¾ 番号付きリスト<ol><li> 
 
（例）<ol> 

<i>マウス</li> 
<li>キーボード</li> 
</ol> 

 
リストマークは通常数字だが、type属性で変更できる 
 
（例）<ol> 

<li type=“A" >マウス</li> 
<li type=“a">キーボード</li> 
<li type=“I">モニター</li> 
<li type=“i">HDD</li> 
</ol> 
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z リンク要素<a> 

 
クリックすると別のページなどに移動。Href属性でリンク先を指定、target属
性を指定するとウィンドウを指定して開くことが出来る 
 
（例）<a href=http://yahoo.co.jp target=“_blank”>yahoo</a> 

 
Name属性を使用してページ内にアンカーを設定できる 

 
<a name=“point”></a> 

 
アンカーへのリンクは 
 
（例）<a href=“index.html#point”>pointへのリンク</a> 

 
のようにパスのあとに「#」をつけてアンカーを呼び出す。 

 
 

z イメージ要素<img> 
 

画像を表示する<img>（終了タグがないので注意） 
Src 属性で表示する画像のパスを、width（幅）や height（高さ）、border（枠
線の太さ）を指定する事が出来る 
 
（例）<img src=“flour.jpg”  width=“200px” border=“1”> 

 
 

z パスの話 
 
Aタグや imgタグではリンク先や表示するファイルを指定するが
TUhttp://hi-kick.jp/flour.jpgUTのような「どこのサーバーの何のファイル」と言う指

定の仕方（絶対指定）のほかにも「 flour.jpg 」や「../img/flour2.jpg」など「今
開いているページから見てどこにあるファイル」（相対指定）が出来る。 
 
パスはフォルダとフォルダ、又はフォルダとファイルを「/」（スラッシュ）で区
切る。 
 
「../」は一つ上のフォルダ「./」は 
現在のフォルダを指す（./は省略可能） 
 
「src=“/img/flour.jpg”」のように「/」を先頭につけた 
場合はサーバーのルートを指すので注意 
 

 
z 横罫線 

 
ページに横罫線を挿入する。改行要素と同じく終了タグがないので注意。 
 
（例）<hr  width=“200px” > 
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z 表（テーブル）<table><tr><td> 
 
¾ 表中にいくつ行があるのか、一行の中に何個セルがあるのかで表を表す 

<table>（表）、<tr>（行）、<td>（セル）等で構成されている 
 
 

（2行 3例の例） 
 

<table> 
<tr> 
<td>A1</td> <td> A2 </td> <td> A3 </td>  
</tr> 
<tr> 
<td>B1</td> <td>B2</td> <td>B3</td>  
</tr> 
</table> 

 
Table要素の属性には以下の物がある 
 
9 Border テーブルの枠線の幅指定 
9 Widthと Height テーブルの幅・高さ指定 
9 Cellspacing セル同士の間隔を指定 
9 Cellpadding セル内の余白を指定 
 
<caption>タグを使って表にタイトルをつけることも可能（align属性が有効） 
 

<table>  
<caption>表のタイトル</caption>  
<tr> 

 
trと td要素の属性には以下の物がある 
 
9 align属性（left・center・right）  
9 valign属性（top・middle・bottom） 
 
Tdの属性には以下の物がある 
 
9 Widthと Height セルの幅・高さ指定 
9 Colspanと rowspan colは横方向にセルを結合（何個結合するのか）row

は縦方向にセルを結合 
9 Nowrap セル内で自動改行させない 
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見出しセルが必要の場合は tdの変わりに 
thを使っても良い 
 

<table> 
<tr> 
<th>項目 1</th> <th> 項目 2 </th> <th> 項目 3 </th>  
</tr> 
<tr> 
<td>A1</td> <td>A2</td> <td>A3</td>  
</tr> 
</table> 

 
 
Table・tr・td要素には以下のような共通の属性もある 
 
9 Bgcolor 背景色を指定 
9 background imgタグのように背景画像を指定 
9 Borderと bordercolor 枠線幅とその色を指定 

 
 
 

(4) CSS概要 
 
前述の HTML で位置やフォントの色を指定する記述などを紹介したが、本来 HTML は
文書構造を表すためのものであり、文章を装飾する要素の幾つかはブラウザの開発元が独

自に実装したものなども含まれているなど、ブラウザ間で見え方が違うといった弊害など

も生じていた。 
 
そこで体裁の部分のみを HTMLから切り離し別仕様とする為に CSS（Cascading Style 

Sheets）が提唱された（よって<font>や<center>などの装飾用のタグなどは非推奨となっ
ている） 
 
 

① CSSのメリット 
 
特定のタグに一括でスタイルを指定することが可能。（例えばページ中の<p>要素のフォ
ントの色を全て赤にするなど）HTML と切り離されているので、大幅なデザイン修正の際
にも HTMLを修正する必要がない 

 
また HTMLの各要素に用意された属性だけでなく、様々な要素に任意のスタイルを設定
する事が可能になるなどのメリットがある。 
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② CSSの設定場所 
 
CSSには 
 

1. 要素に直接設定 
2. headタグ内にまとめて 
3. 外部ファイルとして読み込む。 

  
の設定方法がある。 
 
直接指定→head内での定義→外部ファイルに設定する 
と言う順に優先して適用される。 
 
 

③ CSSの設定例（要素に直接設定） 
 

Style属性に CSSの「宣言」を記述する 
（例）<p style=“color:#ff0000; font-size:10px”>文字</p> 
 
上記の設定例の場合「color」が属性（プロパティ）、コロン（：）で区切った隣の「#ff0000」

がその値という。一つの Style属性に複数 CSSの属性を持たせることが出来る。その場合
はセミコロン（；）で区切る。 
 
 

④ CSSの設定例（headタグ内にまとめて） 
 
headタグ内に CSSの「宣言」を記述する 
 

<html> 
<head> 
<title>CSSサンプル</title> 
<style TYPE="text/css"> 
<!̶ 
p{  
 color: red;  
 font-size:10px ; 
   } 
--> 
</style></head> 
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⑤ CSSの設定例（外部ファイルとして読み込む）  

 
headタグ内に CSSファイルを読み込む記述をする 
 

<html> 
<head> 
<title>CSSサンプル</title> 
<link href=“test.css" rel="stylesheet"  type="text/css" /> 
</head> 

 
読み込むファイルには headに設定する場合のコメントアウト（<! --  と -->）をはず

した純粋な CSSの宣言部分だけを記述する。 
 

<style TYPE=“text/css”> @import url(xxx.css); </style> 
<style TYPE=“text/css”> @import “xxx.css”;  </style> 

 
の設定も可能 
 
 

⑥ CSSの設定例（複数の要素に同じ設定） 
 

Headにまとめて設定する場合、外部ファイルにする場合は複数の要素に同じスタイルを
設定することも可能 

 
（例）H1, H2 { color:red; } 
 

HTML要素（CSSではセレクタと呼ぶ）をカンマ（,）区切りで複数記述することにより、
宣言をまとめる事が出来る。 
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⑦ CSSの設定例（クラス） 
 

特定の HTML要素だけではなく、どの要素にも適用できるスタイルをまとめて「クラス」
を定義することも出来る。 

 
（例）.red { color: red; } 
 
クラス名は任意の半角英文字で一番初めにドット（.）を打つ 

実際に HTML の各要素にクラスを適用する場合は以下のようになる。（半角スペースを使
って複数のクラスを設定することも可能） 
 
（例）<p class=“red big”>これは redクラスです。</p> 
 
特定の HTML要素の為のクラスを定義することも可能 
 
（例）h1.red { color: red; } 
 
 

⑧ CSSの設定例（定義済みクラス） 
 

制作者が任意で定義できるクラスのほかにも、初めから用意されているクラスもある。 
 
9 A:link { *** }  Aタグのリンク文字設定 
9 A:visited {*** }  Aタグの訪問済みリンク文字設定 
9 A:active {*** }  Aタグのクリック時のリンク文字設定 
9 A:hover {*** } Aタグのオンマウス時の設定 

 
 

⑨ CSSの設定例（IDを利用する） 
 

HTML要素には識別するための「ID」を設定する事が可能。ただし「ID」はページの中
で一意である必要がある（同じ IDが複数設定されていてはならない） 

 
（例）<p id=“comment”>新しいコメント</p> 
 

Id に対して個別のスタイルを設定する場合はシャープ（#）に続いて id を指定し設定を
行う。 
 
（例）#comment { color:red; } 
 
IDによる定義はクラスや HTML要素をセレクタとして 
指定した場合も優先して適用される。 
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⑩ CSSの設定例（状況依存セレクタ） 
 

CSSではより特定の状況にのみスタイルを反映する事が出来る設定が可能 
（例）ul ul li { color:green; } 
上記の例では ul（マークつきリスト）が二重（入れ子）になっている場合に限り、その li
要素（実際のリスト項目）に対して色を緑にする設定を表している。 
 
 

⑪ CSSの設定例（コメント） 
 

/* と */ を使って CSSの設定にコメントをつけることも可能 
 
（例）p { color:red; }    /* pタグの色は赤にしています */ 
 
 

⑫ CSSの設定例（divと spanの活用） 
 

HTMLの div要素と span要素は 、ブロック（透明の枠で囲むようなイメージ）、インライ
ン（行内のココからココまでというイメージ）で範囲を指定して CSSを設定することが出
来る 
 
（例）<div class=“red”>文章</div> 
（例）<span class=“red”>文章</span> 
 
 

⑬ CSSの設定例（代表的なプロパティ） 
 
1. Border  

枠線の太さ、色、種類を設定するプロパティ。 
Border の後に太さ、色、種類（スタイル）を順に設定すると要素の四方に設
定した枠線が表示される 

 
（例）div { border: thick red solid; }  
 
太さは pxなどの数値と thin（細い） medium（中） thick（太い）で表す 
種類は solid（普通の線）double（二重線）dotted（点線）などで表す 
Border- style  marginや padding同様、上、右、下、左の順番に Styleを
別々に指定する事も可能 

 
（例）div { border-style: solid dashed double dotted; }  
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2. Color 
フォントに関しては文字色を、フォーム要素や hr などの要素ではそれら要素
自体の色を指定できる。 

 
（例）p{color:red} 

 
3. Margin 
要素の本来の範囲より外側に余白を取る 
上・右・下・左で一括指定する方法と margin-top、  margin-right、
margin-bottom、margin-leftと部分ごとの設定がある 
pxや ptなどの単位と%などの割合で指定することも可能 

 
（例）.coment{margin:0px 0px 0px 10px}/:左側に 10pxのmargin:/ 
（例）.coment{margin-left:10px}/:左側に 10pxのmargin:/ 

 
4. padding  

marginと似ているが要素の本来の範囲の内側に余白をとる。 padding -top、 
padding -right、 padding -bottom、 padding -leftと部分ごとの設定がある
pxや ptなどの単位と%などの割合で指定することも可能 

 
（例）.coment{padding:0px 0px 0px 10px}/:左側に 10pxの padding :/ 
（例）.coment{padding-left:10px}/:左側に 10pxの padding :/ 

 
Borderなどの設定を行っている場合は、よりmarginと使い分けやすい。 
 

5. Heightと width  
要素の高さ（ Height ）や幅（ width ）を設定するプロパティ。 pxや ptなど
の単位と%などの割合で指定することも可能 

 
6. Background  
背景色や背景画像（並び方、スクロール、位置）を設定することが出来る 

 
（例）body { background: #87ceeb url(back.gif) repeat-y fixed right top; } 
 
並び方には repeat-x （横方向に繰り返し並べる）repeat-y （縦方向に繰り返し
並べる）no-repeat （1 つだけ表示する）repeat （縦横に敷き詰める・デフォ
ルトの状態）などがある。 
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スクロールには fixed （固定する - スクロールさせない）scroll （固定しない - 
スクロールさせる、デフォルトの状態）などが指定できる。 
位置には横方向 left（左）center（中央）right（右）と 
縦方向 top（上）center（中央）bottom（下）を 
組みあせて指定する事が可能 
 

7. text-align  
テキストの表示位置を指定（left・right） 
（例）p{text-align : right; } 
 

8. text-indent   
1行目の字下げを指定するプロパティ 
 
（例）p{text-indent: 1em;} 
 
字下げの幅は数値+単位（em、他）か %（割合）などで指定 

 
以上が CSSの概要である。 
 
HTMLの項も同じく、ネットショップで商品説明などを編集する際に活用する基本的な
項目を挙げたが、更に知識を深めるにはHTMLやCSSなどの技術の標準化をすすめている
団体、W3Cのページなどを参考にすると良いだろう 
（日本語訳は TUhttp://www.w3.org/Consortium/Translation/Japanese UT） 
 
 
 

3.6. 画像編集（GIMP２の使用方法） 

 
(1) GIMPの概要 

 
ネットショップやホームページには画像が挿入されている場合が多いが、それらは通常

画像編集ソフトと呼ばれるもので編集・変換されており、有名なものでは Adobe 社の
「PhotoShop」や「FireWorks」などある。ただそれらは数万円程度の価格帯であり、なか
なか手が出しづらい面もある。 
 
そこで、この項ではフリーの画像編集ソフト「GIMP」について学習を行う。 

GIMPは各 OSでも使えたり、インストールせずに使える「portable」版などがありセキュ
リティの厳しい学校や会社でも使いやすい。 
 
本項ではインストールせずに使える portable版を使ってみる。 
尚、本テキストでは GIMP portable版のバージョン 2.6.5の情報で記述されている。 
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ダウンロードは 
TUhttp://portableapps.com/apps/graphics_pictures/gimp_portable UT  
より行う。 
ページが表示されたら中央のダウンロードボタンをクリックする 
 

 
 
ダウンロードした「GIMP_Portable_バージョン.paf.exe」をクリックして解凍する。 
 

 

 
portable 版は先にも紹介したようにインストールを行わないため、クリックすると必要な
ファイルが展開されるだけである。 
 
ファイル展開のステップは以下の通り。（今回紹介するバージョンは GIMP Portable 2.6.5） 
 
 

1. インストールする言語を選択する為「Japanese」を選択して 
「OK」をクリック 
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2. 「次へ」をクリックする 

 

 
 
 

3. 「AdditionalLanguages」（日本語の追加）にチェックが入っているのを確認
し、「次へ」をクリック 
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4. 「参照」で解凍先を指定し「インストール」をクリック 

 

 

 
5. 「完了」を押して完了！ 
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(2) GIMPの起動 

 
解凍時に選択したフォルダに「GIMPPortable」フォルダが展開されているので

GIMPPortable.exeをクリックすると GIMPPortableを起動できる。 
 

 
（起動中は様々なファイルを読み込む為多少時間がかかる） 

 
z 画面の説明  
 

起動時には以下のような画面が表示される 
 

 
  

画像ウインドウ
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¾ 画像ウィンドウ 
編集画像を表示するウィンドウ。「ファイル」メニューより画像を選択して開いた

り、新規の画像（真っ白な背景のみ）の画像を作成し編集することができる。 
ウィンドウに画像をドラッグアンドドロップしても画像を開くことが出来る。 
画像編集の中心になるウィンドウ。 

 
¾ ツールボックス 
ボックス上部には画像を編集するために画像の一部を選択する「選択ツール」や

色を塗るための「ペン」「ブラシ」、画像を消すための「消しゴム」などのツール

がまとめられている。 
ボックス下部にはそれらツールのペン先や色などを選択するためのオプションが

表示される。（ツールによって変化） 
 
¾ ダイアログ群 
高機能な操作のための機能ごとのウィンドウがまとめられている。 
 
 

9 レイヤー －  アニメのセル画のよ
うに画像の重なりを表現するため、

画像同士の重なりを管理するウィン

ドウ。 
 
ダイアログ下部の「新規レイヤー追

加」のアイコンをクリックすること

により、新規のレイヤーを追加する

事が可能。 
風景の上に新しいレイヤーを追加し

て人物を合成するなど、複数の画像

を切り抜いて一枚に合成する際、

個々の画像用に複数のレイヤーを用

いて調整するほうが細かな作業がで

きる。 
 
レイヤーごとに不透明度を操作でき

たり、レイヤーの重なり順を修正す

る事が出来る。 
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9 チャンネル －  印刷所でカラー印刷を行うときの「版」のように各色ごとの情報
を取り扱うウィンドウ。 
下記の例では「緑」のチャンネルの表示アイコン（目のアイコン）をクリックし

て非表示に設定したもの。画像ウィンドウでは緑の情報が非表示になり、結果的

に画面が赤紫（赤色と青色の情報しかない為）に表示されている。 
 

 
 
9 パス － 描画の後からでも編集が可能なパスを記憶しておき選択範囲などに利用

するためのウィンドウ。 
下記の例では一度画像に選択範囲を定義し、パスとして保存したものを「パス」

ダイアログで表示し（目のアイコン）、そのパスをツールボックスの「パス」ツー

ルで編集している様子。 
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9 履歴 － 作業内容を閲覧し必要であれば、任意の作業ステップまでクリックして
戻る事が出来る。作業履歴を戻るには「Ctrl」＋「Z」でもワンステップ前の作業
に戻る事が可能。 

 

 
 
 
 

(3) ファイル操作 
 

1. ファイルを開く 
 

GIMP で画像を開く際には GIMP起動後の「画像ウィンドウ」の「ファイル」メニュー
から既存のファイルを開く場合は「開く」、新しく画像を作成する場合は「新規作成」を選

択する。 
 

 
 
 「開く」を選択した際は「画像を開く」ダイアログが表示されるので任意のフォルダを

選択し、ファイルを開く。 
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（画面上部・左側にはパソコンの中にあるフォルダが表示されているので画像が入ってい

るフォルダを選びやすい方で選択する。） 
 
 

2. GIMPファイル形式（XCF形式）で保存する 
 
「画像ウィンドウ」の「ファイル」→「名前をつけて保存」で「画像の保存ダイアログ」

を表示 
 

 
 
「画像名」「保存先」を指定してダイアログ下部の「ファイルタイプを選択」で「GIMP XCF 
画像」を選択・保存する。 
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（画面下部の「ファイルタイプを選択」の「＋」マークをクリック） 
 

 
（画面下部に新たにファイルタイプを表示するため、「GIMP XCF画像」を選択する） 
 
XCF 形式で保存した場合レイヤーなどの編集情報も保持しているため再編集が容易であ
る。但し編集専用のファイルであるため、ホームページに貼り付ける為にはエクスポート

の作業が必要。 
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3. ファイルをWeb用にエクスポートする（JPEG・GIF形式でファイルを保存） 
 

「ファイル」→「名前をつけて保存」で「画像の保存ダイアログ」を表示「画像名」「保存

先」を指定してダイアログ下部の「ファイルタイプを選択」で「Jpeg」又は「GIF」を選
択・保存する。 
 

 
 

XCFの場合とは違って GIF形式の場合は「ファイルエクスポート」の確認ダイアログが
表示されるのでオプション設定後「エクスポート」を選択。 
 

 
 
 この時、画像にコメントを残すことが出来る。「インタレース」はファイルサイズが大き

い場合は一度に画像を表示するのではなく、徐々に表示する。 
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JPEG形式の場合は「JPEG形式で保存する」ダイアログが表示されるので「画像ウィン
ドウでプレビュー」にチェックを入れて圧縮の設定を行い保存する。 

 

 

（Jpeg 保存の際に表示されるダイアログで「画像ウィンドウでプレビュー」にチェックを
入れると「品質」スライダーを操作しながらファイルサイズの確認と、その際の画質の確

認が行える。） 
 
 以上がファイルの操作に関しての概要である。 
GIMP ではこのほかにも様々なファイル形式を扱えるが WEB では通常これらの操作が出
来れば作業が行える。 
 
 



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－168－ 

 
(4) 画像の作成と加工 

 
 ここでは GIMPの良く使う基本的なツールやメニューについて紹介する。 
 

1. 色調補正する場合 
 
色調補正は「色」メニューから行う。 
 

 
 
 

¾ 画像が暗い場合 － 「色」→「明るさ・コントラスト」メニューを選択。 
「プレビュー」にチェックを入れて「明るさとコントラスト」ダイアログで

各スライダーバーを調節すると画面で結果を確認する事が出来る。 
明るさは文字通り画面の明るさを調節し、コントラストは画像の暗い部分と

白い部分の色の差を調節する。 
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また、画像の一部分の明るさを調節したい場合は「暗室」ツールを使う。 
「暗室」ツールはクリックしたところの明度を部分的に明るくする「覆い焼

き」、逆に部分的に暗くする「焼き込み」などのオプションを選択し調整する

ことも出来る。 
下記の例では部分的に「覆い焼き」した為に、画像の一部が明るくなってい

る。 
 

 
 
 
¾ 色見が違う・色が薄い・濃い場合 － 「色」→「色相-彩度」メニューを選択。

画像が青味・赤味がかかっている場合は「色相」を、画像が暗い場合は「輝

度」を色の濃さを調節する際には「彩度」を調節する。 
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¾ 明るさや特定の色の階調をさらに細かく調整する － 「色」→「トーンカー

ブ」を選択。各チャンネル（明度・赤・緑・青）を指定して特定の階調を調

整する。 
始めは左下から右上に斜線で画像データが表示されているが、それらの一部

分をクリックするとポイントを作り、ドラッグでデータの線にカーブを掛け

る事が出来る。 
横軸が入力レベル、縦軸が出力レベルに対応し、「入力レベル」は画像修正（レ

タッチ）前の画像データを表し、左端が画像データの暗い部分・右端が画像

データの明るい部分を表している。「出力レベル」は入力レベルを修正する際、

上の方にポイントを移動すれば明るく、下のほうにポイントを持ってくると

暗くなる。 
 

 
 

つまりは、カーブを上に膨らませた部分では明るくなり、下に膨らませると

暗くなる 。カーブの角度が大きくなるとコントラストが強くなり、小さくな
ると弱くなる。上記の例では左下に一つポイントを作り下方にドラッグして

その部分を元のデータよりも暗く、右上のポイントでは元のデータよりも明

るく修正したものである。 
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2. 作業の際画像の一部分を拡大・縮小表示する 
 

選択範囲を設定するような作業を行っている時、細部にわたって作業したい場合など画面

を拡大表示すると作業が楽である。そのような場合は「ズーム」ツールを使う。 
反対に拡大した後に元の表示に戻したい場合は同ツールのオプション「縮小」に切り替え

て画面をクリックする。 
 
また、画像表示ウィンドウの左下にある画面の表示倍率のプルダウンメニューを操作して

も表示率を変更する事が出来る。 
 

 
 
 

3. 画像の一部分をコピーする（スタンプツール）   
 

 画像の一部分をコピー＆ペーストする。Ctrl キーを押したままにしてコピーモードにし、
画像の特定箇所をクリック選択後は Ctrl キーを離す。 
 
 そのまま画像をペーストしたい箇所で再度クリックし、ドラッグする。 ドラッグしてい
る間はコピー元（＋カーソル）も  同じ間隔で移動する。不透明度やブラシの太さを変更
して微調整する。  
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4. 画像をぼかす・シャープにする（ぼかし/シャープツール）  

 
 画像の一部分をぼかす・シャープにする。ツール選択後ツールボックス下のオプションで
「ぼかし」または「シャープ」を選んでモードを切り替える。  不透明度やブラシの太さ
を変更して微調整する。 
下記の例ではコピーした画像の周辺をぼかして馴染ませている。 

  



 

第 3章 ネットショップ開店と運営 

－173－ 

 

5. 文字の挿入（テキストツール）  
 

画像に文字（テキスト）挿入する。 ツール選択後ツールボックス下のオプションで「フォ
ント」「大きさ」または「色」を選んで作業ウィンドウ上で任意の場所をクリックし表示さ

れる「GIMP テキストエディタ」ダイアログに表示したいテキストを入力。   
 

 
テキストの表示範囲はテキストツールを選択し、テキストエリアの四隅（又は上下左右）

に表示される四角形のマーカーをドラッグして調整を行う。 
 

 
 

テキストを入力したら「レイヤー」ダイアログに  テキスト用のレイヤーが作成される。
レイヤーは順序を入れ替えたり、表示・非表示の設定が出来る。  
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（テキストを作成するとテキストレイヤーが自動で作成される） 

 
 

6. 画像の切り抜き（切り抜きツール）  

 
画像の必要部分だけを矩形（四角形）に切り抜く。 ツール選択後画像の必要な部分をドラ
ッグして選択し、切り抜く範囲を設定し Enter キーを押す。ツールボックス下のオプショ
ンで現在のレイヤーのみ切り抜いたり、縦横比を設定して切り抜くことも可能 画像の拡大
縮小。 
通常切り抜く際は画像をドラックした時点で切り抜かれる以外の画像が暗く表示され、切

り抜く部分の周りにはバウンディングボックスが表示される為微調整が可能。 
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7. 選択範囲を設定する 
 

先の切り抜きツールでは矩形にしか画像を切り抜けなかったが、画像を合成する際にはも

っと自由に画像を切り抜く必要がある。 
そのような時に様々な形で画像の一部分を「選択」ツールで選択する事が出来る。 
 
「矩形」は四角形に、「楕円」は円形に、「わなげ」はドラッグしたとおりに選択範囲を指

定する事が出来る。 
また「ファジー選択」ツールではクリックしたところと似た色の部分を一括して選択する

事が出来る為、選択したい部分が単色・又は色数が少ない場合など選択しやすい。 
 

 

 
また「電脳ばさみ」ツールは切り抜きたい画像の輪郭をある程度大まかにクリックしてい

くことで、自動的に輪郭に沿って中間のポイントを作ってくれるツールである。背景と切

り抜きたい画像の色がはっきり分かれている場合などに重宝する。 
 
この様に選択範囲を設定したら「編集」メニューより「切り抜き」や「コピー」を行い、

またそれらを「貼り付ける」事が出来る。 
 
またそのように貼り付けられた画像は「フローティング選択範囲」としてレイヤーダイヤ

ログに表示される為、「レイヤーの新規追加」アイコンをクリックしてレイヤーに変換する

か、「移動」ツールなどを選択して画面をクリックして確定する。 
 
選択範囲は画面上部に「選択」メニューで様々な操作が可能。 
例えば背景が単色の場合、背景部分を「ファジー選択」で選択し、選択範囲」メニューで

「選択範囲を反転」することにより、逆に対象物を選択することも出来る。 
 
これら選択範囲は「選択」メニューの「選択を解除」もしくはショートカット「Ctrl」＋「Shift」
＋「A」でも解除できる。 
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（貼り付けたれた直後の画像は「フローティング選択範囲」として扱われる） 
 

8. デジカメ画像のままだと画像サイズが大きくなるため画像の大きさを変更す
る。 

 
「 画像」→「画像の拡大･縮小」メニューを選択。 「幅」「高さ」のいづれかを適切なサ
イズに変更する。 「リンク」オプション（鎖状のアイコン）が設定されている場合は「幅」
「高さ」どちらかを修正すればその他の数値も比率を保って自動で修正を行う。  
ちなみにWeb 用の画像の「解像度」は７２ｐｘが一般的である。 
（解像度についての詳しい説明は本テキスト「4章商品写真撮影」を参照） 
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9. 色を塗る・消す 

 
GIMPはレタッチ（画像修正）ソフトで
あるのと同時にイラストも作成できる。 
ツールボックスでは「鉛筆で描画」「ブ

ラシで描画」等のツールが用意されてい

てドラッグしながら自由に線を描く事

が出来る。 
 
「鉛筆で描画」では輪郭のはっきりした

硬いタッチのラインを「ブラシで描画」

では輪郭にアンチエイリアスがかかっ

た柔らいラインを描く事が出来る。 
またその際に、ツールボックスでは透明

度やラインの太さを、ブラシのダイアロ

グでは筆先の形状を選択する事が出来

る。 
 
その時に描画する際のラインの色はツ

ールボックスの「描画色」の色が使用さ

れる。 
描画色はデフォルトでは「黒」であるが

クリックすることで「描画色変更」ダイ

アログが表示され描画色を変更する事が出来る。 
描画色を選択する際には「RGB」や「CMYK」など数種類のパレットで色を細かに選択す
る事が出来る。 
 

 

 
他にも何か別の色に合わせて色を指定したい場合は「スポイド」ツールで画像表示ウィン

ドウ上の任意の部分を選択しても良い。
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その他、大きな範囲にわたって色を塗る際には「バケツ」ツールを、グラデーションで色

を塗りたい場合は「ブレンド」ツールを利用すると良い。 
それら広範囲にわたって色を塗る場合は選択範囲を設定して利用する場合が多い。 
 

 
（塗りつぶす色は描画色や背景色、またパターンなどから選ぶ事が出来る） 

 
また、逆に「消しゴム」ツールで書いたラインを消すことも出来る。 
その際には実際にラインを消しているのではなく「背景色」でラインの上に色を上塗りし

ていることに注意する。 
例えば背景に白とは別の色（黒など）を使用している場合に背景色をデフォルトの「白」

に設定したまま消しゴムを使用すると白いラインが描かれてしまうので注意する。 
 
 
 
 以上が GIMPの基本的なメニューやツールである。 
 
無料で使える GIMP は有料のソフトと同等の機能を持ち、ホームページで使用するボタン
画像なども作る事が出来たり、ネットショップの商品画像のレタッチなど様々な場面で利

用できるので是非活用して欲しい。 
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 ネットショップでは掲載している商品写真の良し悪しで商品の印象が大きく違ってくる。 
 
 本章では商品写真の撮影から補正まで、加えてWebで使用する画像の基本的な知識・テ
クニックに関して学習していくこととする。 
 

4.1 デジタルカメラの基本 

 
 ネットショップで商品の撮影を行う場合、最低限カメラは必要である。 
 
最近では従来のフィルムを使用したカメラとは別に、画像データとして撮影できる「デ

ジタルカメラ」が一般的になってきた。 
 
「デジタルカメラ」とは従来のように撮影した静止画をフィルムに記録するカメラとは

違って、撮影した画像をデジタル信号としてフラッシューカードなどの記録メディアに記

録するカメラのことである。 
 
近年では簡易型のカメラ機能が携帯電話の一つの機能として取り入れられ、身近に写真

を撮影する手段として定着している。 
 
また、携帯電話のカメラよりも機能がワンランク上で価格も手ごろな「コンパクトカメ

ラ」や、細かな設定も可能でレンズ交換によりいろんな被写体にも対応できる「一眼レフ

カメラ」などのカメラもある。 
 

 
 
ただ、ネットショップの商品写真を撮影する場合は必ずしも高価な「一眼レフカメラ」

やプロ用の照明器具が必要なわけでなく、場合によっては携帯電話に付属するカメラでも

代用が可能である。 
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理由としては画素数の項でも触れるが、インターネット上で利用される写真・画像は印

刷用に使われる物と比べて解像度がかなり低い物でも問題なく使用できる為、100万画素程
度の解像度を持つカメラ機能付き携帯電話で撮影したものであれば問題なく使用できると

いうことからである。 
 
その他、カメラを選ぶ際に注意すべき点として、そのカメラに「マクロ（接写）」機能・

モードがついているかを確認すること。 
  
撮影モードに関しては後述するが特に近づいて撮影しなければならないほど小さい商材

（アクセサリ・雑貨など）の場合は接写（近づいて撮る）するとピントが合わずボケてし

まうので撮影しづらい。 
 
望遠機能を使って拡大して撮影することも可能であるが、商品からの距離が遠いため照

明の光がカメラまで届かず暗く感じられたりすることもある。 
 
新しくカメラを購入する場合で価格帯が同じものであればマクロ機能のあるものを選ぶ

とよい。 
 

 
（商品の大きさは望遠機能などで補えるが、レンズに届く光の量は離れるにしたがって減

ることになる、できれば近づいて撮影したい） 
 
また最近では標準的な機能になった「オートフォーカス」も最低限欲しい機能の一つで

ある。 
 
本来ならば被写体までの距離やレンズを前後に動かして焦点を合わせて撮影するが、オ

ートフォーカスはシャッターボタンを半分押すだけで自動的に焦点を合わせてくれる機能

であり焦点が合った時点でシャッターボタンを最後まで押すことにより焦点の合った写真

が撮影できる。 
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便利な「オートフォーカス」であるが、中央にあるものにピントを合わせようとするの

で例えば二人で写真撮影する場合などでは、一度シャッターを半分押し他状態でどちらか

の人間にピントを合わせてから改めて二人の中央にカメラの焦点を移動して最後までシャ

ッターを切るなどの工夫も必要である。 
 
新品でカメラを購入する場合は大丈夫だと思うが年式の古い中古品や、数千円程度で売

られている海外製の激安品だと付いていないこともあるので注意すること。 
 
また機材の項でも取り上げるが、シャッターを押す際に指先に力が入るためにカメラが

揺れる状態「ブレ」」が起こる場合がある。 
 
小さいものを接写したり、遠くから望遠を使って撮影する場合も少しカメラが動いただ

けで大きくブレてしまう。これを回避するには三脚を使うと良い。 
最近では「ミニ三脚」と呼ばれる 1,000年～3,000円程度の物が出回っているので、できれ
ばカメラ購入時に揃えておきたい。 
 

  

 
  また、「三脚」と合わせて手ぶれを押さえる為余裕があれば備えておきたいのがカメラ

に接続して離れたところでシャッターを切る事が出来る「リモートスイッチ」「リモートシ

ャッター」等のアクセサリも販売されている。 
 
 リモートスイッチを使用するとカメラ本体を触らなくて良いため、結果的に手ぶれが発

生し難い。 
 

 
（リモートスイッチは 2,000円前後と意外と安価で販売されている） 
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またどうしても三脚が使えないカメラ機能付き携帯電話などでは携帯電話を構えている

手の肘などを反対側の手で押さえるなどすると、格段にブレ難くなる。 
 
下記はそのような写真撮影時のちょっとした工夫の例をまとめてみた。 
この様な小さな点でも、工夫次第で普段とは違い上手に撮影する事が可能 
 
デジタルカメラは手ブレすると写真が台無し。しっかり構えて写す。三脚を使用するの

が良い。本体に触らなくても良い「リモートスイッチ」等を使うとより効果的 
 
携帯電話付属のカメラで撮影する時の様に。片手でカメラを持って前に突き出して撮る

と手が動きやすくて手ブレするので注意。反対側の手でカメラを持った手の肘などを固

定してあげると効果的 
 
携帯電話付属のカメラでもしっかり構えて手を伸ばさないで自分が前に出ていけば良い。 

 
ズームレンズがついていても、大きく撮りたい時にはズームレンズに頼らず近づいて撮

る方が良い。 
 
商品撮影では歪みが出ないように離れて望遠で撮るのが良い。 
ピントをしっかり合わる。オートフォーカスのカメラは必ずピントが合うとは限らない。

オートフォーカスのピントは真ん中にあるものに合う。 
 
２人の記念写真を２人並んで撮ったら、真ん中には誰もいない。ピントを合わせるもの

がないから、後の建物等にピントが合い、肝心な人物は便とがぼけてしまう場合も。 
 
ピントを合わせたい所でシャッターを軽く半押ししてピントが合ったら、そのままカメラ

を元の位置に戻してシャッターを押し込めば、シャッター半押しの時にピントを合わせた

所にピントが合う。これを Uピントロック Uという。 
 上記の例でも、撮影対象の人物２人とカメラの距離は同じなので、どちらかの人物にピ

ントをロックし、改めて２人を中心にした構図に戻し撮影すると良い。 
 
写真は光がないと写らない。デジタルカメラでも暗いときれいな写真にならない。ストロ

ボ等の照明を使うと良い写真になる。光には色味があり、蛍光灯だったら青味や黄味にな

る、電球ではオレンジ味となる、光の色味を調べてきれいな色にするのが、ホワイトバラ

ンス調整。綺麗な写真を撮るにはホワイトバランスを調整するのが良い。 
 
写真を撮影する際に使用するには、デジタルカメラの基本的な用語や構造などを事前に

知っておくと、より綺麗に撮影を行うことが出来る。 
 
以下ではデジタルカメラの基本的な用語・知識について学んでいく。 
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(1) 画素数とは 

 
画素数とは、どれだけ細かいところまできれいに写るかどうかの目安になるもの。 
 
例えば、同じ大きさの紙にそれぞれ違う大きさのマス目をつくりそこに斜線を表現した

とする。 
 

    

    

    

    

 
 

 左のマスは一つ一つが大きく、斜線を表現してもガタガタとした大雑把な印象のものにな
ってしまう。 
 
 対して右のマスは一つ一つが左のものより小さく、若干滑らかになったとも言える。 
 
画素というのは、写真が写る画面を細かく分けて、その一つ一つを赤、黒、灰色という

ように被写体が持っている色や明るさを記録する小さなマス（もしくは点）のことである。 
 

 

（画素数が多く、一つ一つのマス目が小さくなれば細かな表現が可能になる） 
 
これが沢山集まって並べば写真になる。 
画素とは通常小さな正方形や長方形である。 
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 このように画素数が多ければそれだけ細かい描写が可能になり、形だけでなく色に関し

てもより細かな表現が出来る為、綺麗な写真を撮るのであれば一般的に画素数の多い写真

を取れるカメラで撮影に望んだほうが良いといえる。 
 
以上のように画素数はデジタルカメラの性能を示しているが、すべて画素数の多いカメ

ラで撮った写真でないといけないと言う訳ではなく、撮った写真を何に使うかで必要・適

切な画素数が決まっており、場合によっては画素数の少ない安価なカメラでも、十分役割

を果たす場合もあるので、機材の調達の時には覚えておくと良い。 
 
現在少ないものでは 35万画素くらいから、300万とか 500万画素の製品も出ている。 
 
プロ用では 1000万画素から 4000万画素以上のカメラもある。 

 
参考のために画素数と写真撮影の目的を分けてみる。 

 

 
 

画素数 写真撮影の目的 
35万画素位   テレビで見たりホームページで見たり、メールで

送ったりするのに十分使えるカメラ。チャットカ

メラもこの画素数のものが多い。 
 

100万画素位   葉書や写真のＬサイズ位できれいにプリントでき

る。 
 

200万画素位   A4位までならきれいにプリントできるし、カメラ
が安い。 
 

300万画素から 400万画素     A3位の大きさまできれいにプリントできる。 
 

500万画素位      高画質な写真が撮れて大きくプリントをしてもき

れい。   
 

1000万画素から 2,200万画素以上  一眼レフデジタルカメラ等で、ハイアマチュア

やプロのカメラマンのためのもの。 
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(2) 撮影素子 

 
 画素数の項でもキーワードとして記載があったが、デジタルカメラの性能を表す項目の

中に「撮影素子」というものがある。 
 
 撮像素子とは、従来のカメラでは「フィルム」にあたり、「CCD」や「CMOS」などが使
われている。 
 
 撮影素子はそのサイズが大きいほど１画素当たりの情報量が増える為、撮影素子の大きさ
の違う機種で同じ画素数で比較した場合は結果的に綺麗な写真を撮影する事が出来る。 
 
フィルムカメラではフィルムのサイズが大きい程綺麗な写真になるが、デジタルカメラ

も撮像素子が大きいときれいな写真になる。  
 
撮像素子は通常 CCD といわれることが多く、CCD が大きく画素数が多いほど綺麗な写
真となる。 

 
2/3インチ CCDなどとカメラの説明書やカタログに書いてある場合は、この CCDのサ

イズのことである。 
 

 
（撮影素子の大きさ比較、35mmフイルムは 36×24mm、ASPフイルムは 23.4×16.7mm、
それに対して 2/3インチの CCDの大きさは 8.8×6.6mm） 
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(3) データの保存媒体（メモリーカード） 

 
 デジタルカメラで撮影を行うと、従来のフィルムとは違って映像を画像データとして保

存する事が出来る。 
 
 その際に、それらのデータを蓄積・保存する為の媒体として「メモリーカード」を用い

ている。 
 
メモリーカードには様々な規格・種類があり、カメラに応じて使えるものが決まってい

るので注意が必要。 
 
メモリーカードの中のデータは消して何度でも使えるが、特に野外などでメモリーカー

ドが一杯になった時にでも複数持ち歩いていると、簡単に差し替える事が出来るので便利

である。 
 
 以下にメモリーカードの種類と特徴を記す。 
 
   
メモリーカードの種類 説明 
スマートメディア 

 

データが 128MB程度入るものが多い。現在は大容量のｘＤピ
クチャーカードに移行している。 

コンパクトフラッシュ 

 

データが 128MB程度入るものや、もっと沢山入る 1GBから
16GBのものもある。 

マイクロドライブ 

 

コンパクトフラッシュと同じように使える小さなハードディ

スク。1GBや 16GBのものもあり、コンパクトフラッシュを
使うデジタルカメラで使える。 
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メモリーカードの種類 説明 
メモリースティック 

 
 
メモリースティックプロ

デュオ 

 

 Sonyのデジタルカメラに使う、16GBくらい入るものがあ
る。 

SD CARD 

 

主に松下電気の製品に採用さている。 
１６ＧＢのものもある。 
 

 
他にも様々な種類のものがあり、毎年新しい規格に沿った大容量のメモリーカードも発

売されている。 
 
 

(4) データの転送（パソコンとの接続） 
 
 デジタルカメラで撮影を行い、それらのデータをメモリカードなどの記憶媒体に保存で

きるが、それらのデータをネットショップの商品画像として使う為には一度パソコンに取

り込む必要がある。 
 
 以下ではパソコンにデータを転送する方法について学んでいくこととする。 
 
 

① ケーブル接続 
 
 パソコンとデジタルカメラを直接接続する際には、通常接続用のケーブル（USB ケーブ
ルや IEEE1394 ケーブル（iLink））などを使い、デジタルカメラとパソコンを直接つない
でデータの転送を行う事が出来る。 
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デジタルカメラが接続されたことをパソコンが自動的に判断して、Viewer（ビューワー）

ソフトが立ち上がるというのが一般的だが、ドライバと Viewerソフトがインストールされ
ていないと出てこない場合もあるので注意が必要。 
 
ドライバと Viewerソフトは、使うWindowsの種類によって異なるので確認してから使
用する。デジタルカメラのメモリーカードに記録されている画像データが Viewerで見えて
も、まだパソコンに取り込まれた訳ではないので間違わないようにする。 
             

USB ケーブルは使っているデジタルカメラに付属している場合が多いが、デジタルカメ
ラの種類によってカメラ側のコネクターの形が違っているものがあるので、メーカー純正

のケーブルや、デジタルカメラ付属のケーブルを使う必要がある。 
 

 
（左が USBケーブル タイプＢの例、右が IEEE1394ケーブル 6ピン 4ピンの例） 
 

② カードリーダー 
 
 前述したようなケーブル類が手元に無く、パソコンとデジタルカメラを直接接続できな

い場合や、手元にカメラ本体がなくメモリーカードしかない場合などは「カードリーダー」

と呼ばれるメモリーカードとパソコンをつなぐ機器が発売されているので活用すると便利。 
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 メモリーカードを挿入したカードリーダーとパソコンを接続した際に、パソコン側には

「リムーバルメディア」として認識され、必要に応じて抜き差しすることができる為、複

数のメモリーカードを使って撮影した場合などは都合が良い。 
 
 カードリーダーは OS によってはドライバをインストール（WindowsXP や Vista など比
較的新しい OSの場合はドライバのインストールが不要の場合が多く、おおよその場合ケー
ブルを差し込んだだけでも認識してくれる）して USBなど付属のケーブル類で接続する。 
 
 使うメモリーカードに合わせた機種を購入する必要があるが、最近の上位機種では約５０
種類ほどのメモリーカードに対応するものもあり、一つ手元にあれば自分のものだけでな

く他人からデータを預かるときにも重宝する。 
 
 

③ カードアダプタ 
 
ノートパソコンにはカードスロットという、カードアダプタを入れられるスロットがあ

る。 
 

 
（ノートパソコン側面にあるカードスロット。対応する機器を差し込む事が出来る） 
 
このスロットにデジカメで使っているメモリーカードに合ったカードアダプタ入れると

メモリーカードを差し込めるようになる。 
 

 
（カードアダプタ） 

 
メモリーカードをこのアダプターに差し込んだらパソコンは新しいドライブが出来たと

認識し、画像データの取り込みが出来るようになる。 
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4.2. ネットショップで使用する画像データ 

 
 ネットショップをはじめ、Webで使用する写真・画像データにはいくつかの決まりごとが
ある。 
 

1. ホームページに使用する写真や画像はデータサイズが小さいこと 
－－－GIFでは 100KByte程度、ＪＰＧでは 50KByte程度で考える 

 
2. 画像の質が良いこと－－－質を劣化させない画像変換を行うこと 

 
3. 切り抜きを行う場合には透明データを扱えるデータ形式にすること 

 
4. 特殊なデータ形式は使用しないこと 

－－－JPEG（JPG）、GIF、PNGの３種の形式から考える 
 

5. 200万画素以上のカメラで撮影する。 
－－－元々良い画質のものでないと処理で良くすることは出来ない。サムネイ

ル画像は別途作ること。高画質大画面の画像を縮小しても良い画像にはならな

い 
 
特にWeb上で画像を使用する際には、ブラウザがデータを表示する際になるべくダウン
ロードする時間が短くなる様、ファイルサイズ（画像データのサイズ）をある程度「圧縮」

と言う形で小さくしなければならない。 
 
ただその際にはファイルサイズを小さくするのと引き換えに画像の劣化や減色を伴う。 
 
また、画像によっては見た目上同じように保存しても、各画像形式でファイルサイズが

格段に小さくなる場合もある為、各画像形式の特徴を把握する事が大事である。 
 
次では各画像データの形式について学ぶこととする。 
 
 

① JPEG(JPG) 
 
 拡張子が「.jpeg」「.jpg」等で表される JPEG画像は 1670万色を取り扱える為、写真な
どの画像データに適した画像形式である。 
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 ファイルサイズを小さくする為には「圧縮」と言う形を取るが、ファイルサイズを小さ

くすればするほど「ブロックノイズ」と呼ばれるモザイクのような画像の荒れがおこる。 
 

 
（ファイルサイズを小さくするとブロックノイズと呼ばれる 

モザイクのような画像の荒れが起こる） 
 
 また透明の表現が出来ない為、ホームページで背景色を透過させるような場合は後述の

GIFや PNGを利用する必要がある。 
 
 

1. データサイズが小さくても画質が良い 
－－－50KByte程度でも写真の画質は実用に耐える 
－－－画像の処理時には劣化しない形式 PSD、BMP、PICTで扱う 

 
2. 1670万色を取り扱える －－－ 24bit処理 

 
3. 切り抜きを行う場合には透明データが扱えない 

 
4. 拡張子は －－－ .jpeg、.jpg 

 
 

② GIF 
 
 拡張子が「.gif」で表される GIF画像は画像に使用する色数を減らすことでファイルサイ
ズを小さくする事が出来る。その際、滑らかに色が変わってグラデーションするような部

分を無理やり少ない色数で表現しなければならない為、色の境がはっきりと出てしまう場

合がある。 
 

 
（この画像では色数が少なすぎて影の部分に色の境が出来てしまっている） 
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 扱える最大色数からも、どちらかと言うとイラストのような色の境がはっきりしたもの

に適している。 
 
 また、JPEGとの大きな違いは透明の表現が出来るのでホームページに貼り付けた際、ペ
ージの背景を透過する事が出来る。 
 
 その他、アニメーション形式の画像もサポートしているのも特徴の一つ。 
 
 

1. データサイズが小さいと画質が低下する 
－－－100KByte程度で写真の画質は実用に耐える 
－－－画像の処理時には劣化しない形式 PSD、BMP、PICTで扱う 

 
2. ２５６色で表示される － 8bit処理 

 
3. 透明データが扱えるので切り抜きなどに使用すると効果が高い 

 
4. 拡張子は －－－ .gif 

 
 

③ PNG 
 
 数年前 GIF のデータ圧縮アルゴリズム「LZW」形式の利権をもつ米 UNISYS 社が、利
用料を請求する旨を発表し、GIF画像に変わる画像形式として急遽広まったのがこの PNG
形式である。その後、UNISYS社の利権は消失した為、また安心して GIF画像を利用する
事が出来るようになり GIF 画像にそのシェアを完全に譲る事が無かったが、画像以外にも
様々なデータを埋め込む事が出来る仕様からAdobe社のFireWorksなど画像編集ソフトの
編集ファイル形式などとしても採用される事となった。 
 
 特徴としては JPEGと GIFの良いとこ取りのような感じであるが、古いブラウザでは表
示できないこと、JPEG や GIF に同じように書き出した場合データサイズの面では若干大
きめになってしまうなど若干のデメリットもあるが、メリットの面ではそれを補って余り

あるものがある。 
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1. 可逆圧縮で GIFよりデータサイズが小さくても画質が良い 

対応ブラウザは Internet Explorer4.0以上 Netscape4.0以上 
－－－80KByte程度でも写真の画質は実用に耐える 

 
2. 280兆色を取り扱える －－ 最高で 48bit処理 

 
3. 透明データを扱えるが対応しているブラウザのバージョンが限定される 

 
4. 拡張子は －－－ .png 

 
5. まだ一般的になっていないが将来は画質も良く有望 

 
 
以上がWeb・ネットショップで使用される主な画像の形式である。 

 
撮影した写真をホームページに載せる時は、写真画像をそのまま貼り付けないで先の画

像形式の圧縮や減色のオプションを使用してファイルサイズを抑える事。 
 
画像ファイルの大きさは先に述べた画素数に比例する。 

 
デジカメの画素数とは、写真を構成するドットの数のことであるが、300万画素程度では

A4サイズ以上にプリントするときたなく見える。しかしパソコンのディスプレイで見るに
は充分すぎてファイルサイズも大きすぎ、ホームページに表示するまでに時間がかなりか

かる。 
 
ホームページ用に速く見ることのできる、適した大きさにリサイズする必要がある。 

 
一度リサイズすると元の大きさに戻してもきれいなものとはならないので、写真のオリ

ジナルデータはそのまま保存して、コピー画像データをリサイズする。 
 
 

4.3. 撮影の基本 

 
 では、実際に写真を撮る際の知識・テクニックに関して学んでいくこととする。 
 

(1) フォーカスロック 
 
写したいものが中心にない場合、ピントはずれてしまう。 オートフォーカスは、中心で
ピントを合わせるが、 中心に何もない場合は写したい物にピントは合わずに中央にある関
係のない物にピントを合わせてしまう。 
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フォーカスロックとは、あらかじめピントを合わせておき固定することである。 

 
 

1. まず、ピントを合わせたいものを中心にする。 
2. 次に、シャッターボタンを半分押し、ピントを合わせる。 
3. シャッターボタンを半押ししたまま撮りたい構図に変えシャッターを押し込
む 。 

 

 
(枠線をファインダーの視界とした場合、このままシャッターを切ると後ろの金魚にフォ
ーカスが合ってしまう。) 

 

 
 

（なので、一度フォーカスを合わせたい被写体を中心にピントを合わせる） 
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（最後に、また構図を戻し、シャッターを切る） 

 
 以上のような操作で、フォーカスロックをすることができる。 シャッターボタンを半
押しするとピントを合わせる音や表示があるので、ピントがぼけてないことを確認してシ

ャッターを切る。 
 

(2) 接写モード 
 
近づいて撮影する場合、カメラのフォーカスを合わせる為には近づける距離が決まって

いるので注意。 
 
近接撮影距離が７０cm のカメラの場合は７０cm 以上近づいてピントを合わせるこ      
とは出来ない。 

 
更に近づいて大きく写したい場合は、接写モード（マクロ モード・花のマーク等）にし
て撮影すると、かなり近づいて大きくシャープに写せる。 
 

 

（モードダイヤルで花のマーク等を選択すると接写モードで撮影できる） 
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文字や模様をはっきり示す為に近づいて大きく写したい場合は、接写モード（マクロモ

ード・花のマーク）にして撮影する。  
 

 
（接写モードは商品のラベルなどを撮影する際に活躍する） 
 

(3) ズームで望遠撮影を活用する 
 
 カメラはレンズをズームすることによって遠くのものを撮る事が出来るが、このレンズ

のズームを目一杯行った時の状態を望遠(テレ)端、逆にズームをまったく行っていない場合
は広角(ワイド)端と言われ、同じものを撮影してもそれぞれの側で撮影した場合は違うニュ
アンスの写真を撮影する事が出来る。 
 
（この時ファインダー内に被写体を収める為に、レンズでその多さを調節するのではなく

撮影者のほうが調節の為に自ら移動することになる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「広角」は文字通り「角度が広い」、つまり広い範囲を撮影する際に使うもので「ワイド」

とも言われ、「望遠」は遠くのものを大きく引き寄せる際に使い「テレ」ともわれる。 

 
被写体 
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ただ、ズーム倍率の利用は遠くのものを写すときには望遠にし、近くでも広い範囲を写

すときには広角にすればいいという訳ではない。 
 
望遠(テレ)撮影と広角(ワイド)撮影には出来る写真に決定的な違いがある。 
  
望遠(テレ)撮影と広角(ワイド)撮影で主要な被写体の大きさを同じ大きさとして写せるが

その違いは次のような点である。 
 
 
【望遠(テレ)撮影の特徴】 
 

1. 背景の写る範囲が狭くなる 
2. ピントの合う範囲が狭く少し離れた物や近いものにピントが合わない 
3. 主要な被写体の歪み方が小さく歪みの少ない写真が撮れる 
4. 背景と主要な被写体の距離感が近づいて見える 

 
左側は広角（ワイド）撮影で近づいて撮ったため形が歪んでしまった例。 
右側の写真が望遠(テレ)撮影の特徴である「主要な被写体の歪み方が小さく歪みの少ない

写真が撮れる」を利用した写真。 
 

 
（冷凍食品トレイの四辺の寸法が、左側の広角（ワイド）よりも右側望遠(テレ)で撮影の方

が正しく表現されているのが分かる） 
 
 

(4) ズームで広角効果を活用する 
 
前項では望遠（テレ）撮影の特徴について述べたが、広角（ワイド）撮影にも以下のよ

うな特徴がある。 
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【広角(ワイド)撮影の特徴】 
 

1. 背景の写る範囲が広くなる。 
2. ピントの合う範囲が広く少し離れた物や近いものにもピントが合う。 
3. 主要な被写体の歪み方が大きく、誇張された遠近感の写真が撮れる。 
4. 背景と主要な被写体の距離感が離れて見える。 

 
 
広角（ワイド）撮影では、特に被写体が歪むという特性がメリットであり、逆にデメリ

ットとも言える。 
 
 この特長を生かして可愛い雑貨やペット・キャラクタ商品などを広角（ワイド）撮影で

近づいて撮ることにより、頭でっかちの様なデフォルメした印象を与えることも出来る。 
 
 撮影する商品によって望遠・広角を使い分けると良い。 
 
 

(5) 被写界深度を利用する 
 
レンズは一点に光を集める性質がある。  
 
 人間の目は一点にしかピントが合っていないのに、その前後も焦点が合っていると考え

てもよい範囲がありこの範囲のことを「被写界深度」と言う。被写界深度は、絞りを絞る

ほど深く、絞りを開けるほど浅くなる。 
 
 被写界深度は、レンズ焦点距離によっても違い、広角にするほど被写界深度は深くなり、

望遠にするほど浅くなる。（そのため前述のように広角・望遠で背景の写り方に開きが出る） 
 
 また焦点の手前側より、遠くの方が広くなる性質もある。 
 
 絞りを解放に近くすると、奥の方も近くもボケてしまうが、絞りを絞るとピントの合う

範囲はかなり広くなり、近くも遠くもあまりボケない。 
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絞りの単位を「F値」と呼び、F値を小さくすることを「 U絞りを開く U」といい、F値を大

きくすることを「 U絞りを絞る U」という。 
 

 
 
 
 
 
 

 
（上記はレンズを前から見た様子。左が絞りを絞った（F値を大きくした）状態、右は絞り
を開放した（F値を小さくした）状態。） 
 
下の画像のように奥行き方向のピントの合う範囲（被写界深度）は、絞りを絞るほど深

く、絞りを開けるほど浅くなる。  
 

 
（絞りの状態（F 値が大きいと通る光が少なくなる）、ピントの状態（F 値が大きいとピ
ントの合っている範囲が奥行き方向に深くなる）） 



 

第 4章 商品写真撮影・修正基礎 

－174－ 

 
これを利用して写真を撮影すると全体にピントが合っているような写真を撮ることがで

きる。 
 
被写界深度は、絞りを絞るほど深く、絞りを開けるほど浅くなる。 
左の写真は絞りを明けていた為側面や上面の奥がボケている。 
右の写真は絞って撮ったため全体にピントが合っている。 
 

 
 
 

(6) 露出のモード 
 
この項では露出モード（絞りとシャッタースピードの関係）を理解する。 
 
露出とはレンズのシャッターを開閉して、乾板・フィルムの感光膜、デジタルカメラの

場合は撮影素子に光を当てることであり、シャッターのスピードや絞りを調節して綺麗な

写真が取れるように調節された露出を特に「適正露出」という。 
 
同じ光の量ならシャッターを長い時間開けていたほうが光を多く撮影素子に当てること

ができるし、絞りを開けばより多くの光を取り込むことができる。 
ただ過度に光を取り込み過ぎると画面が白く光った状態「オーバー露出」になり、逆に光

の量が足りないと画面が暗くなってしまう「アンダー露出」となる。 
 
下記は光の量を水道水、適正露出をコップに例えた図である。 
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コップぎりぎりに水を貯める（適正露出）にするには水道の蛇口を捻り、水を出せばよ

いが、その際にも一挙に蛇口を捻って短時間でコップを水で満たすやり方と、チョロチョ

ロと少ない水の量で長い時間かけてコップを水で満たす方法があることが想像できる。 
 

 
 
この際の蛇口を開けている時間がシャッターを開いてる時間（シャッタースピード）に相

当し、蛇口の開き具合がレンズの絞りに相当する。 
 
この蛇口の開き方（絞り）と開いてる時間（シャッタースピード）を撮影する環境・機

材や被写体によって微妙に調整すると撮影者が望む露出（適正露出）に近づけることがで

きる。 
 
自動露出の撮影モードは、この 2 つの組み合わせ方を、撮影する対象によって変化させ
たもの。 

 
（下記に各モードとメニュー記号を併記しているが、メーカーによっては違う記号やモ

ードの名称になっている場合があるので注意。写真は Canon EOS Kiss Digital Xでのモー
ドダイヤルの例 ） 
 

1. プログラムオート「P」   
絞りとシャッタースピードの 2つとも自動で設定される。このモードしかない
カメラでは露出補正はオーバーアンダー設定を利用。 
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2. 絞り優先モード「A」   
自分で絞りを決め、シャッタースピードをカメラが自動で判断し設定するモー

ド。 
 

 

 
3. シャッタースピード優先モード「S」  

自分でシャッタースピードを決め 絞りをカメラが自動で判断し設定する。 
 

 

 
4. マニュアルモード「M」  
絞りとシャッタースピードともに自分で決める。デジカメでは撮影結果がすぐ

に確認できるので、写真や露出の知識が特になくてもマニュアルモード「M」
モードで撮影可能。 
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 上記が主な露出モードであるが、初心者向けに撮影する被写体や環境に応じて露出やそ

の他の設定を組み合わせ、最適な撮影が行えるように設定されたモードもある。 
 

 全自動モード すべての設定をカメラに任せる設定。 
ストロボも自動で発光。 

 
ポートレート 
モード 

人物撮影に最適化したモード。 
背景をぼかして人物がひきたつよう撮影することが

できる。 

 風景モード 遠くの風景にピントを合わせると同時に、絞りが絞り

込まれ、風景をくっきり撮ることができるモード。 

 

クローズアップ 
モード 
（マクロモード） 

被写体に寄って撮影することができる。 
ネットショップ用の商品写真では一番利用頻度が高

いモード 

 スポーツモード 動いている物をブレずに取れるよう最適化されたモ

ード。 

 夜景ポートレート 

暗いところで撮影するとフラッシュが近い物しか照

らすことができず夜景撮影などでは人物しか写らな

いかとが多いが、このモードでは背景も綺麗に移すこ

とができるように設定されている。  

 
ストロボ 
発光禁止モード 

被写体に近すぎたり被写体自体が光を反射するよう

な場合はストロボを焚くと反射光などで画面が真っ

白になったりすることがある。 
あえてストロボを使わないように設定しているモー

ド。 

 
また、撮影素子の感度（ISO 感度）を調節すると適正露出に必要な光の量も調節するこ
とができる。 

 
これは感度を上げると一度に取り入れられる光量を増やすことができるためで、前述の

コップと蛇口の話で説明すればコップの大きさ自体を大きくしたり、小さくしたりするこ

とに等しい。 
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（ISO感度が高い場合は少しの光量で適正露出に達し、低い場合はより多くの光量が必要） 
 
感度が高ければ少しの光量で適正露出に達することができるため、シャッタースピード

を速くする事ができる。逆に低ければより多くの光量が必要な為、シャッタースピードは

遅くなる。 
 
よって、逆にシャッタースピードを要求される撮影（スポーツの撮影や動物など絶えず

動いている物など）では ISO感度を上げて撮影しないと暗い画面になってしまう。 
 
また ISO 感度が高い場合はノイズが多くなり、画面がザラついてしまうという弊害もあ
る。 
 
 

(7) 露出補正 
 
自動露出で設定した値をずらして撮影をする場合もある。このような時には「露出補正」

を利用する。 
 
マニュアル撮影の場合には少しずつ絞りを変えて撮影して良い結果を得ることも出来る。 
 
自動露出モードでの露出補正はカメラによって違うが、補正を 1/3絞りずつもしくは 1/2
絞りずつ変化させられる補正モードがある。 

 
この値を変化させて写真を撮影すれば補正が出来る。 
 
露出補正は＋方向で写真が明るくなり、－方向で写真が暗くなる。 
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（カメラによっては補正用のダイヤルやボタンが用意されているので確認すると良い） 
 
白い物や黒い物を自動露出で写すと明るくなりすぎないように、暗くなりすぎないよう

に撮影されてしまう為、逆に白い物が白くならず、黒い物が黒くならない。 
 
このような時には必ず露出を補正する必要がある。 
 
 絶対に失敗したくない場合は露出補正を段階的に全てしておいて後で良いものを選ぶ

ことも出来る。  
 
デジカメが撮影時に結果を確認できるメリットを利用して補正を決定することも可能。 

 
左の写真は「露出補正」を「－」として暗くなった写真。右の写真は「露出補正」を「＋」

として明るくなった写真である。 
 

 

 
 同じ環境下でも露出補正を行うことによってかなり違ってくるのが良く分かる。 
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(8) ホワイトバランス 

 
撮影は照明の影響をうける。照明にはそれぞれ若干色見があり照明の違いによっては、

被写体が白い色の場合でも照明の影響を受け、赤みを帯びたり、青みを帯びたりする。 
そこで、白い色が照明の影響を受けても、白い色と認識・表現できるよう調節する機能と

して「ホワイトバランス」がある。 
 
「ホワイトバランス」はその光源によって画像にフィルタをかけ、白い色が白くなるよう

に調節している。 
 
最近市販されているカメラでは自動でホワイトバランスを調整してくれる「オートホワ

イトバランス」機能が付いているが、環境によっては白色をうまく表現できない場合もあ

る。 
 
あらかじめ光源の種類がわかるようであれば、それらを設定して最適なホワイトバラン

スを設定できる「プリセットホワイトバランス」もあり、『太陽光』『曇天』『日陰』『白熱

灯（電球）』『蛍光灯』などが用意されていることが多い。 
 
また、白い物（布や陶磁器、壁・紙など）をカメラで捕らえて、設定メニューでそれを

白の基準にする「マニュアルホワイトバランス」などの機能もある。 
もしオートやプリセットでうまくいかない場合はマニュアル（手動）で設定するのも良い。 
 
 
一般的に「太陽光」や「晴天」モード（昼光モード：5500K）に撮影モードを合わせて、
照明にタングステン電球を使用するとオレンジっぽい色味になる。 

 
正しい色味にしたければ撮影時のホワイトバランスを「白熱灯（電球）」「タングステン

電球：3000K」に合わせるとオレンジ味がなくなり正しい色になる。 
 
蛍光灯の場合は「蛍光灯」モードに、自然光の場合は「太陽光」「晴天：5500K」に合わ
せると良い結果になる。 

 
窓から外の光が入っていると光が混合されるので、撮影した色を確認しながらマニュア

ルでホワイトバランスをとる必要がある。 
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その際にはデジカメのモニターで確認して良い結果のものを使用する。 

 

 

 
左の写真はホワイトバランスが正しくない場合（本教材がモノクロ印刷の場合は分かり

にくいが全体的に黄色がかかったような画像）。右の写真は正しく調整した場合で色の再現

が全く異なっていることが分かる。（こちらはちゃんとボトルが白く写っている。蛍光灯に

よる撮影） 
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(9) 光源・照明について 

 
 カメラで撮影する時には、被写体にある程度の光が当たっていないと綺麗に撮影する事

が出来ない。また、光の当て方・当たり方によって商品のイメージが変わってくるので、

光源（光を放射する物体・機器）・照明（光源を使い、目的をもって特定の場所を明るくす

る行為や機能）は撮影の際、重要な要素・技術と言える。 
 
まずは光源について。 
 
商品撮影時に光源として窓際などから外の光が入っている場合や、部屋の照明と撮影用

照明が異なる場合など光が混合されて再現された写真の色は良い結果とならない。 
 
何故なら、前述の通りカメラは照明や被写体の色味に合わせてホワイトバランスを調整

しているが、照明に様々な色味が混ざっている場合は適切なホワイトバランスを算出でき

ないし、手動で補正の際にも上手く調整する事が出来ない。 
 
このような場合を U混合光源 Uと言い、写真撮影では出来るだけこのような照明は避ける。 
 
部屋の照明には蛍光灯が多く使用されているがこの蛍光灯にも色温度（色味）があり、

同じ蛍光灯でも写真撮影用とは異なるので注意が必要。 
 
白色蛍光灯（西日本の一般的蛍光灯照明）では黄味が強くなり、昼光色蛍光灯（東日本

の一般的蛍光灯照明）では青味が強くなる。また、タングステン電球ではオレンジ味が強

くなる。 
 
左が蛍光灯とタングステン電球による混合光源による照明で、正しい色とはなっていな

い。右が蛍光灯だけでの照明（ホワイトバランスは蛍光灯に一致）の結果である。 
 

 

（左は様々な色味が混ざっている為写真の中で「白」を特定できない為、上手くホワイト

バランスを調整できず全体的に黄色掛かった感じに、右は光源が一つ為本来の「白」を特

定しやすく、ちゃんと補正できている） 



 

第 4章 商品写真撮影・修正基礎 

－183－ 

 
混合光源での撮影を避けるには部屋の照明は消し、窓の近くでの撮影は避けて、出来れ

ばブラインド等を下ろして撮影を行うと良い。 
 
 
次に照明の話。 
 
照明による光のあたり方にはいくつかの種類があり、 

 
1. 順光(正面から光があたる) 
カメラ内蔵のストロボを使用するとこの状態になる。通常は余り良い結果は

得られないが、不透明な商品のロゴや文字等をはっきり写したい時には良い

結果となる。 
 
2. サイド光(横から光があたる) 
通常はこの状態の光が多いのでいちばん自然に見える。照明光源を少し後に

して、後方側面からの照明の場合は、影が綺麗に出て結果も良くなる。 
 
3. 逆光(後ろから光があたる)」 
完全な逆光では写したい物が綺麗には見えないが、透明な被写体などでは、

透明感と輪郭の強調のためにこの照明が必要になる。サイド光と合わせて使

用。 
 
4. トップ光（真上から光があたる） 
商品の輪郭が充分表現できない時などに、真上から照明すると効果のある場

合がある。 
照明方法の違いによって写真中の「光」：明るい部分と「影」：暗い部分の表

現が変る。 
 
等がある。 
 
光源の色味を統一し、任意の方向から照明を当てるという事がこの項の極意であるとい

えるが、通常部屋の中でそのような環境を再現することは難しい。 
 
撮影スタジオやプロ用の照明機器があればそのような環境を再現することも可能である

が、かなりコストが掛かる為規模の小さいショップでは毎回そのような環境での撮影は難

しい。 
 
そのような場合、もし被写体があまり大きくない小物の場合、小さく仕切ったミニチュ

アのスタジオキットの中に商品を置き、市販されている卓上スタンド（テーブルランプ）

などを照明として使用する「撮影スタジオキット」等を利用すると手軽に環境を整える事

が出来る。 
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(10) 撮影機材 

 
 商品撮影にはカメラのほかにもそろえておきたい機材がある。 
この項ではそれら機材について学んでいくこととする 

 
① 背景 

 
「背景」に関しては市販されている写真撮影用のロール紙でもよいが、一般的に売られて

いる画用紙の類でも問題ない。但し、あまり反射するようなものは画面が光って困るので

商品の色や質感に合わせて用意する。 
 
大抵は「グレー」「黒」「白」などがあれば一通り撮影可能である。 
 
背景は商品を置いている背部から底部にかけてゆるくカーブがかかる程度に設置する。 
 

 

 
壁や床部分などと接する部分はセロテープなどで固定し、動かないようにしておく。 
背景は商品とのコントラストを取るための意味と、商品のイメージを表したり、光をなだ

らかに反射して柔らかなイメージを与えるなどの効果がある。 

 

（貴金属などは黒い背景などとあわせると商品自体の輝きが強調されたり、高級感が出る） 
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商品に応じて背景を変更し、撮影に望むとよい。 

 
 

② ディフューザー 
 
照明は出来れば窓越しに差し込む日光など自然光が光量的にも色味的にもよい。 

但し、夏の強い日差しなどを直接商品や背景に当てるとくっきりと影がついたり、反射し

て見栄えが悪くなることも多い。 
 
その場合は白いビニール袋やトレーシングペーパーなどを窓や窓と商品の間に配置知る

ことによって光が分散し、とても柔らかな光となる。 
 

 

（当たる光が柔らかになると影も薄く柔らかなものとなり、目立ちにくくなる） 
 
これは他の人工的な照明に関しても言えることで、たとえばストロボの光なども近くで

撮影する場合は強すぎて部分的にしか光っている部分がなかったり、光っている部分が強

すぎたりするが間にこのような緩衝を設けることによって解決することも出来る。 
 
一般的にはこのように光を和らげるものに関しては「ディフューザー」と呼ばれ特にフ

ラッシュ用のストロボに被せて使用する市販のものも多く出ている。 
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③ 卓上スタジオキット 
 
光源の項で述べたように、小物撮影時には綺麗に写真を撮る為に照明に使う光源以外を

遮断し、照明や背景素材などが一緒になった撮影セットを利用すると便利。 
 

 
（小物撮影用ボックス・テントとスタンド照明） 

 
ディフューザーの役割をするように薄い布を周囲に張った箱状の撮影キットなども安く

は数千円（実売価格 6,000～10,000 円前後）から発売されており、上から照明を当てても
光を程よく分散し、やわらかいイメージで商品を撮影することも出来る。 
 
  
（その多くは小型であり、周りに白い布などが張ってあるものが多い。照明を和らげる。） 
 
背景紙も含まれているので、あとは照明とカメラさえあれば即撮影が可能である。 

 
また構造は簡単なので、パイプなどで組みあげた立方体にトレーシングペーパーを張っ

たり、玩具用のブロックを組んで立方体にしトレーシングペーパーで囲んだり、身の回り

の素材などを利用して自作・代用することができる。 
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④ レフ板 

 
光を商品全体的に当てるために光を反射させる為の紙や板を使用する場合もある。 
一般的には「レフ板」とも呼ばれ、画用紙や発泡スチロールの板、アルミ箔をダンボー

ルなどに平たく貼り付けたものなど反射させたい光の量ややわらかさに応じて様々な種類

がある。 
 

 

 
レフ板も素材や色によっては柔らかい光を全体に当てることにより影をやわらかくした

り、光が一点で反射することを防いだり、また金属などが周りの風景をその表面に写して

しまわないように遮ったりすることでプラチナのように比較的明るい反射を表現すること

が出来るようになる。 
 
 

⑤ 三脚 
 
商品や環境によっては暗く写ってしまう場合があるが、その場合取り入れられる光の量

を増やすために ISO 感度を上げたり、シャッタースピードを遅くしてより多くの光を取り
込まなければならない場合もある。 
その場合どうしてもブレてしまう場合もあるので、やはり三脚があるほうが良い。 

 
高価なものでは数万円するものもあるが、ネットショップ用の写真撮影の場合卓上で撮

影することも多いので、背が高く場所をとる高価のものよりも、足高さも低く安価なミニ

三脚（実売価格 1,000～3,000円程度）などを使っても良い。 
 
あわせてリモコンでシャッターを押すことが出来ると直接カメラに触らないのでよりブ

レ難い。 
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（三脚はフリーハンドで構えるより格段にブレが少ないが、シャッターを押すときにカメ

ラ本体が若干ブレる場合もある、本体から離れたところからシャッターを押せれば当然ブ

レない。） 
 
これらシャッター用のリモコンは「デジタルカメラ用リモコン」などの名称で売られて

おり実売価格は 2,000～5,000円程度である。 
 
下記は三脚を使った場合とそうでない場合の比較。 
左はブレている写真、ピントも合っていない。右は三脚を利用してブレていない写真で

ピントもしっかり合っている。 
 

 
 
 

⑥ 照明 
 
自然光を利用できない場合などでは、人工の光源が必要になる。 

 
撮影用の照明は高価なものが多いが費用をかけないのであれば一般照明用のクリップラ

イト（実売価格 2,000～3,000円）と電球型蛍光灯（実売価格 1,000円前後）の組み合わせ
でも比較的良い結果が得られる。 
 
一般的にカラーフィルムに適合する色温度（色温度は光の色を表すものとして用いられ、

単位はｋ[ケルビン]で表す。数値が高いほど青みを帯び、低いほど赤みを帯びる。日中の太
陽光は 5000～6000K 程度といわれる）は 5500K 程度なので同じ色温度の電球を使用すれ
ばよい。 
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その際は、電球のソケット側の半分程度に光を前面に反射するための反射板を持った 
「レフ型」と呼ばれるものを使用すると、光量を得ることができる。 
 
また、電球型蛍光灯は消費電力を抑えることができたり、耐久性にすぐれているなど価

格面以外でも初心者に優しい照明器具である。 
 

 

（クリップでどこにでも取り付けられる照明器具と消費電力・発熱も少ない電球型蛍光灯

の組み合わせは便利かつ経済的である） 
 
通常このようなクリップライトやスタンド式蛍光灯を使う場合は商品の上から一灯。 
もう一灯あるなら左右どちらかから当てるとよい。 
 
ただし、上から当てる光は横から当てる光よりも若干強い方が良く、ライトの反対側に

レフ板もってきて光の当たり方を調整すると影をやわらかくすることができるなどより撮

影しやすくなる。 
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また通常暗いところでの撮影はストロボを使うのが普通であるが、商品撮影に関しては

ストロボを使うと光が強すぎて影が濃く出たり、被写体が光ったりするなど不向きな場合

が多い。 
 
ストロボ以外に照明がない場合はできるだけ窓際などで太陽光を取り入れて撮影するか、

被写体から少し離れて撮影するなどの工夫が必要である。 
 
 

4.4. 撮影のテクニック 

 
 これまで、写真撮影に関して基本的な項目に関して学習してきた。 
この項では実際の撮影テクニックや注意事項を学習することとする。 
 

 
(1) 背景を整理 

 
 スタジオがなくても自分の部屋の机や会社の事務所でも写せるが、その場合には写真に

写る範囲にあるものを全て片付ける。 
 
 

(2) 全体を写す 
 
商品全体を写す時は、ロゴや模様にテカリが入らないように。 
商品全体の状況が分かるよう、小物と一緒に写して大きさが分かるようにする。 

 

 

（商品の中身とパッケージを撮影したもの。商品の中身も大事だが本来パッケージも人目

を引くように作成されているので合わせて撮影するのも良い） 
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(3) 部分を写す 

 
 細かい文字や細かいデザインを見せたい時に有利。見せたいところ、購入者が知りたい

と思うところを部分的に大きく写す。  
 

 

 
 

(4) 商品と写す小物の役割 
 
商品の大きさを伝えるために一緒に写して不自然さがなく商品イメージも維持できる小

物の例。これらと一緒に写す以外に実際の商品の包装を解いた中身を器に入れる方法もあ

る。 
 
例えば、よく知られている植物の葉、竹、タケノコ、たまご、醤油の瓶、とっくり、ト

マト、ミカン、ぶどう、スプーン、フォーク等  
 
雰囲気を大事にしての小物の場合は部屋の照明器具を後にぼんやり写す。携帯電話や財

布、DVD等と事務用品の組み合わせ、急須やコーヒーカップとお茶やコーヒーの組み合わ
せ等  
 
 

(5) テカリの入れ方と効果 
 
「テカリ」とは光っているのではなくて光っているものが写り込んでいるのが殆ど。 
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テカリを入れて光っているように見せるには 
 

・ 照明を写り込ませる。 
・ 白い紙などの写り込みを作る。 
・ 商品の位置や向きを変えてみる。 
・ カメラの位置を変えてみる。 

 
下の写真はフタの部分に「テカリ」を見せるため光源の写り込みを入れた物で光っている

様子が分かる。 

 

 
「テカリ」には光る商品の場合にはあった方が良いし、ラベルやロゴ・模様が光って見

えずじゃまになる場合は無い方が良い「テカリ」がある。 
 
不要な「テカリ」がある場合、何が写っているのかを調べて被写体の向き・位置・カメ

ラの位置などを変えて防ぐ。  
 
実際にテカリを防ぐには、 
 

・ 写り込んでいる照明を消灯する 
・ 黒い紙などで写り込んでいる照明の光を遮る 
・ 商品の位置や向きを変えてみる 
・ カメラの位置を変えてみる 

 
等である。 
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（左写真はラベル部分に「テカリ」が入り文字が読みにくくなっている、右の写真は「テ

カリ」をなくして文字を読みやすくした） 
 
 

(6) ディフューザー 
 
トレーシングペーパーや白い紙を活用する。 
 

・ トレーシングペーパー 
光を柔らかく広い範囲からの照明とする 
テカリを軽減する 

 
・ 白い紙   
テカリを軽減する 
望ましい写り込みを作る 

 
・ 反射させて柔らかな補助照明として使用する 
透明なものの後ろに、商品と同じ形に切り抜いて密着して置きバックライトの

代わりとする。 
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(7) レフ板 

 
トレーシングペーパーや白い紙、黒い紙の効用は以下の通り 
 

・ カメラが写り込むのを避ける・・・白い紙、黒い紙 
・ テカリを軽減する、若しくは無くす・・・白い紙、黒い紙 
・ 影を演出する・・・黒い紙 
・ 補助光として商品の影の部分を見やすくする・・・トレーシングペーパー白い

紙、黒い紙 
 
 

(8) シャープな影とやわらかい影 
 
光が照明用光源から直接あてると、光の影は硬くなりシャープに出る。写真ですべての

影がシャープに出ると影が目立ってしまう。 
 
ライトの位置、角度で影が目立たないように出来るが、トレーシングペーパーや拡散板

を光源と被写体の間に使用すると影がやわらかくなる。 
 
下の写真は缶詰上部のテカリをなくすために、トレーシングペーパーを上部の光源の前

に使用して更にやわらかい照明とした物。 
 

 
 
光が照明用光源から直接あてると、光の影は硬くなりシャープに出る。 
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下記の写真は影を少しシャープにして、見かけをはっきりすることで缶詰の中身を分か

りやすくしたもの。 
 
影はいつでも柔らかければよいと言う訳ではない。 

 

 
 
 

(9) 透明なビンや半透明のビン 
 
商品の後側からライティングすると透明感が強調される。

この場合、上斜め前方からラベルやロゴがしっかり写るよう

に一つ照明が必要。 
 
ライティングの結果は実際にデジカメのモニターで確認

してライトの位置（正面の奥か、斜め奥か等）角度、被写体

との距離を調整する。この例でも見えないようにした後から

の照明が必要。 
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(10) 不透明なビン 

 
不透明な瓶だけでなく不透明なものについては前方からの

照明が大事である。 
 
しかし内蔵ストロボを使用したときのように真っ正面から

は照明しないようにする。 
 
光っている質感や光っていない質感は「テカリ」のあるなし

で表現している。 
 
 
 
 
 
 
 

(11) 透明な袋に入った商品 
 

1. 袋入りの商品を撮影するときは立てて撮影する。（見えないように商品の後を
支える。） 
透明なものの後ろに、商品と同じ形に白い紙を切り抜いて密着して置きバッ

クライトの代わりとするか、バックライトを使用する。 
 
 

2. 光沢感を表現する。 
写り込みを適度に与えることで光沢感のある質感として見せられます。 
照明の写り込みがしっかりしていると「強い光沢」として見え、写り込みが

ない場合には「光沢の無い」ものとして見られます。 
 
 

 
 
光沢感を出すには白い物や光源を適度に写り込むようにすると良い。 
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前出の左の写真は立てて撮影している。みその質感を出すため露出はオーバー側に調整。

光沢感を出すためテカリを入れている。 
 
前出の右側写真のように、立てないで横にして撮影するとラベルやロゴがわかりにくく

なる。透明な袋でも冷凍食品などでは写真のように中が完全に見えることはないので、袋

から商品を出した写真も必要である。 
 
 

(12) 不透明な袋に入った商品 
 

1. 袋入りの商品を撮影するときは立てて撮影する（見えないように商品の後を
支える） 
下図、右の例では袋の下方向が細く尖っているため、立てるための道具とし

て小さな三脚を使用している。（左の図は三脚を消した物）この様なミニ三脚

は１００円ショップで手に入る。 
 

 

 
（上記の例では後ろに箱を置いている） 
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2. 袋のテカリを必要なテカリとして表現する 
適度にテカリがないと光沢のある質感として見せられない。 

 
3. ロゴやラベルの強調 
ロゴやラベルの色により使い分けますが、黒い紙や白い紙による反射や写り

込み、遮光効果により強調されます。明るい色の場合は黒い紙を写り込ませ

ると読みやすくなります。 
 
 

(13) 商品の形を歪ませないコツ 
 
広角（ワイド）側での撮影より、被写体から離れて望遠（テレ）側での撮影が商品の形

を歪ませないこつ。 
 
下図右の例では望遠レンズで離れて左と同じ大きさに撮影した物。 

 
 

(14) カメラの水平はしっかりとっておく 
 
商品が傾いて撮影されるのを極力防ぐ。 
 
もしこ画像が傾いてしまったら後でコンピュータで修正できるが、最初から傾いていな

いに越したことは無い。 
 
 
 



 

第 4章 商品写真撮影・修正基礎 

－199－ 

 

 
 
 

(15) バックにも工夫を 
 
下図右の例では、バックにグラデーションのあるものを使用している。 
左の例では近づいて広角（ワイド）で撮影したため少し歪みも出ている。 
右は離れて望遠撮影したもので歪みは少ない。  
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(16) 黒い物の撮影 

 
下図の例では、バックに明るい色を配置し黒い被写体を際だたせている。 
この時の露出は自動露出を使用してはいけない。 

 
背景の白い部分により露出がずれるため、必ずマニュアルで確認しながら撮影する。  

 

 

 
 

(17) ディスプレイの撮影 
 
下図の例では、携帯電話とそのディスプレイを同時に撮影している。 
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この場合もマニュアル露出として、携帯電話本体の露出とディスプレイの露出が合うよ

うにディスプレイの明るさを調整していく。 
 
明るさの調整ができない機種では偏光フィルタ等を利用する。 

 
 

(18) 説明用の画面も撮影 
 
下図の例では、携帯電話の使用状態と閉じた状態を撮影している。 
このように形態が変化するものなどは、消費者がそれぞれの状態などの情報を求めてい

る為、複数パターン撮影すると良い。 
 

 
 
 

(19) 置き方の工夫 
 
下図の例では、景品として提供するつもりのペンのセットを撮影している。 
ただ並べるだけより置き方に工夫をした方が良い物に見える。 
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(20) 色の対比も考える 

 
下図の例では、お茶のボトルの緑を引き立たせるためにバックの青を少し暗く再現して

いる。 
明るくすると緑色も薄く感じる仕上がりになってしまうためである。 
背景にグラデーションがある方が立体的な表現になる。 

 

 
 
 

(21) 透明な物 
 
透明な物体は背景が明るい設定とするか、後ろからの照明を考える。 
この例ではバックに白い布を使用し、やや後ろから小型の蛍光灯一灯で照明している。 
香水のような商品ではパッケージも一緒の方が分かりやすいだろう。 
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(22) 商品の文字をはっきり 

 
この例では、スプレー缶の文字をはっきりさせるため正面右側に白い紙を置いて反射光

を入れています。ただし白い紙が写り込んでテカリとならないようにしています。 
上部のふたの部分は蛍光灯を写り込ませテカリを出しています。 

 

 

 
 

(23) 黒を写り込ませる 
 
この例では、缶の白地に文字部分とフタの黒があるため、右のように白い紙を写り込ま

せるとフタの立体感が出るが、缶の立体感がなくなる。 
 
黒を写り込ませた左の写真ではフタも缶も立体感が出ている。 
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(24) 反射の強い部分と弱い部分 
 
この例では、ボトル部分のケースが反射率が低くし

かも模様が細かく細部まで表現する必要がある。 
 
フタの部分は真っ白だが、凹凸の模様がある。 
 
この両方をしっかり再現するには上部右後方からの

照明と正面に白いレフ板をおいて、バランスをとる必

要がある。 
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5.1 ネットショップの集客方法概要 

  
 ここまではネットショップの概要や出店の方法などについて学んできた。 
しかし実店舗と同じく、ネットショップも出店しただけで、ただお客が来るのを待って

いるだけでは売り上げにつながらない。 
 
実店舗も街頭に看板を出したり、店名の入ったポケットティッシュやチラシを配ったり、

それぞれ集客のアイデアを絞って日々店舗運営を行っている。 
 
ネットショップも同じく集客の為の努力は欠かせない。 
 
ネットショップやWebなどではこれら「客」もしくは訪問者（アクセス数）を増やす為、
様々な手法がある、 

 
この章ではそれらネットショップでの集客手法について学んでいくこととする。 
 

 
(1) 訪問者のアクセス経路 

 
 Web サイトやネットショップを作成・公開すると、時機にそのサイトやネットショップ
に訪問者が訪れ、場合によってはコメントを書き込んだり、表示されている管理用のメー

ルアドレスに質問のメールなどを送ってくる。 
 
 では彼ら訪問者は、どこからWebサイトやネットショップを発見し、どのような経路で
Webサイトやネットショップに辿り着く（アクセスする）のか考えてみよう。 
 
 一番多い経路として考えられるのは「検索エンジン」経由である。 
 
 通常訪問者は、自分の気になっているキーワードを「Yahoo!」や「Google」等の検索エ
ンジンなどで検索し、表示される検索結果の一覧から表示されているサイトの概要から、

自分が望んでいる情報を提供してくれるサイトであるかを判断し、そのようであればリン

クをクリックしてそのサイトへ移動するだろう。 
 

 



 

第 5章 ネットショップの集客方法 

－206－ 

 
 実際に後述する「アクセス解析」サービスなどを使うと、どのサイトからユーザーが移

動して来ているのかが分かる。 
 
 下記の例はブログのアクセス解析の例で、やはり Googleや Yahoo!からのアクセスが多い
事が分かる。 
 

 
 
 次に考えられるのは他のサイトやブログから優良な情報を提供しているということで紹

介・リンクを受けていて、それら紹介元のサイトからの移動が考えられると言うこと。 
 
上記のアクセス解析でも、該当のサイトがブログやサイトからリンクを受けている（個

人的なものも含まれているので URLは伏せている）のが分かる。 
通常その二つの経路からのアクセスが最も多い経路だと考えられる。 
 
 その他では有料でアクセス数を買う方法がある。 
例えば、ネット広告などの広告枠を購入し、いろいろのサイトからユーザーを呼び込む手

法である。 
 
 最近ではブログやサイトの内容に合わせて、表示する広告を切り替える事が出来る「コ

ンテンツマッチ」形式のものや、検索エンジンの上部や右端に検索語句に関連した広告を

表示する「検索連動型」広告などがあり、それら広告からユーザーを呼び込む事が出来る。 
 

 
（検索エンジンでよく見られる「検索連動型」広告の例） 
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(2) アクセス解析 

 
 前述のアクセス経路の項でも述べたが、Webサイトでは 
 

z 訪問者がどこから来たのか 
z どのくらいのアクセスがあったのか 
z 検索エンジンからアクセスがあった場合 
どのようなキーワードで辿り着いたのか 

 
 などのデータを「アクセス解析」という技術・サービスを使って解析する事が出来る。 
 合わせて、特定のサービスでは 
 

z 訪問者が使用しているブラウザとそのバージョン 
z 接続に使用したプロバイダは何処なのか 
z ディスプレイの大きさ 
z 閲覧者の IP 

 
 なども確認する事が出来る。 
特に後半のディスプレイやブラウザのバージョン情報などはサイトのデザイン面で一番

多い環境に合わせてサイトの制作・更新を進める事が出来、プロバイダや IPなどは、万が
一悪質な書き込みが多発するようなトラブルが発生した場合に、特定のユーザーのアクセ

スを禁止にしたり、何らかの事件に発展するような被害にあった際には、重要な証拠とな

る場合もある。 
 
通常これらのアクセス解析は自分でサーバー上に配置・インストールするか、ASP のサ

ービスをレンタルする事となる。 
 
一番簡単なのは無料の ASPのサービスをレンタルする形式である。 

 
【無料でレンタルできるアクセス解析サービス】 
 
「infoseekアクセス解析」 HTUhttp://analyze.www.infoseek.co.jp/ UTH 

「fc2アクセス解析」 HTUhttp://analysis.fc2.com/UTH 

「忍者Toolアクセス解析」 HTUhttp://www.ninja.co.jp/analyze/ UTH 

「Google Analytics」 HTUhttp://www.google.com/analytics/ja-JP/ UTH 

 
これらのサービスは「解析タグ」と呼ばれる HTML や JavaScript のコードをコピーし
計測したいサイトのソースに埋め込み、解析結果は管理用の画面で確認するものである。 

 



 

第 5章 ネットショップの集客方法 

－208－ 

 
 以下は FC2クセス解析のサービスの例。 
 まずアクセス解析の管理画面にログインし、「設定」→「解析用 HTMLタグ」を選択 
 

 
 
表示された解析用 HTMLタグをコピーする 
 

 
 
EC-CUBEの管理画面にログインし、「デザイン管理」→「ヘッダ/フッター管理」等を選ん
で任意の場所に解析用 HTMLを貼り付ける。 
 
この例ではフッターの一番最後に貼り付けてみた 
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再びアクセス解析の管理画面に戻り、「設定」→「解析ページの管理」を選択 
 

 
 
「解析ページの管理」ページで解析タグを埋め込んだサイトの URL・ページタイトルを記
入。 
 
この作業を行わないとデータが反映されないので注意が必要である。 
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5.2 SEO（検索エンジン対策） 

 
SEOとは（Search Engine Optimization）の略であり、検索エンジン（Yahoo!や Google等）

の検索結果の上位を目指すための検索エンジン最適化の手法などを指す。 
 
SEOとは、即ち各検索エンジンに気に入られるWebページを目指すことである。 
 
但し、検索エンジンはそれぞれ好み（検索結果の順位付けの基準）が違う（同じキーワ

ードでも検索結果が違うのはこの為） 
 
ちなみに現在良く使われている検索エンジンは 

 
1. Yahoo!Japan ・・・ 55%前後 
2. Google ・・・30%前後 
3. その他 ・・・ BIGLOBE、MSN、gooなど 

   それぞれ 3%前後 
 
であり、Yahoo!はネットの利用頻度がさほど多くないライトユーザーに多く、Google は

ネットの利用頻度が多いヘビーユーザーが支持している傾向が見られる。 
 
海外では Google、アジアでは百度（バイドゥ）などが大きなシェアを占めている。 

 
では、日本においては Yahoo!に気に入られるように SEOを行う事が最善であり、あわせ

て Googleにも対応できれば実に 8割以上の検索エンジンに対策を行ったことになる。 
 
ではそれぞれの検索エンジンがどのような基準で検索順位を決定しているのか確認して

みる。 
 
 
【Yahoo!Japan】 

 
Yahoo！は、以前スタッフが手作業で優良なサイトを各ジャンル毎に掲載する「ディレク
トリ型」と呼ばれる大型のリンク集のようなサービスで、検索システムもそれらの情報に

よるところが多かったが、最近ではGoogleのように「 Uクローラー U」（検索エンジンのデータ

を収集しているプログラム）で収集したデータを元に自動的にインデックス（検索エンジ

ンに情報収集先として登録される事）を更新する方式に移行（いわゆるGoogle化）してきて
いる。 
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Yahoo！の検索順位決定の基準は以下のように発表されている。 
 
【検索結果でウェブページの表示順序を上げるには】 

HTUhttp://info.search.yahoo.co.jp/archives/002872.phpUTH より引用 

検索結果でウェブページの表示順序を上げるためのヒントは、以下のとおりです。 
なお、ウェブページの表示順序を上げる基本的な方法は、インターネット利用者が求め

る独自の情報を持つとともに、インターネット利用者（人）にとってわかりやすく、また

検索エンジン（機械）にとっても解釈しやすいウェブページにすることです。 
 

全体 あなたのサイトのウェブページにある情報を探しているインタ

ーネット利用者が、検索時に使うキーワードを想定し、サイトの

タイトルや本文に含めます。 

タイトル <title><meta>タグを使って、興味を引き、かつウェブページの内
容にふさわしいタイトルを付けます。 

サイトの説明文 メタタグ（<meta name="description">）を使って、サイトの説明
文を正確に記載します。興味を引き、かつウェブページの内容に

ふさわしい説明にしましょう。 

キーワード メタタグ（<meta name="keywords">）を使い、ウェブページに関
連するキーワードをリストアップします。サイト全体に当てはま

るキーワードよりも、ウェブページ固有のキーワードをそれぞれ

記載するとよいでしょう。 

リンク ウェブページ内には、それぞれの内容に関連したテキストリンク

を設置します。 
文字列が画像ファイルで表されていると、クローラーが正しく認

識できない場合があります。また、イメージマップで設定された

リンクはクローラーが巡回しない場合があります。すべてのウェ

ブページをクローラーが巡回できるようにトップページにサイ

トマップのリンクを設置することをおすすめします。 

画像 alt属性でテキストを指定します。 

関連するウェブペ

ージとのリンク 
関連サイトの管理者やコンテンツ提供者を通じて、関連するウェ

ブページとのリンク数を増やします。 
ただし、リンク数を増やす目的で関連性のないウェブページとの

リンクを増やす行為は「検索エンジンスパム」とみなされるため、

表示順序が上がることはありません。 

 
z Yahoo! JAPANは検索結果の表示順序について、個別にアドバイスすることは有料・
無料にかかわらず一切行っておりませんので、ご了承ください。 

 
z 公平なサービスを提供するため、表示順序を故意に変更するなどの操作は、有料・無

料にかかわらず一切行っておりません。 
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【Google】 

 
「Uクローラー U」（検索エンジンのデータを収集しているプログラム）で収集したデータを

元に自動的にインデックス（検索エンジンに情報収集先として登録される事）を更新する

方式とユーザーにとって優良なサイトからリンクを受けたサイトもまた優良なサイトであ

るという「PageRank」などユニークなアルゴリズムを採用している。 
 
 次に Googleでの検索順位決定の基準は以下のように発表されている。 
 
【ウェブマスター向けガイドライン － デザインとコンテンツに関するガイドライン】 
HTUhttp://www.google.com/support/webmasters/bin/answer.py?answer=357UU6UTTU9UTH より引用 

 
 

デザインとコンテンツに関するガイドライン  
 
わかりやすい階層とテキスト リンクを持つサイト構造にします。各ページが、少なく
とも 1 つの静的なテキスト リンクからアクセスできるようにします。 
 
サイトの主要なページへのリンクを記載したサイトマップを用意します。サイトマップ

内にリンクが 100 以上ある場合は、サイトマップを複数のページに分けます。 
 
情報が豊富で便利なサイトを作成し、コンテンツをわかりやすく正確に記述します。 
 
ユーザーがサイトを検索するときに入力する可能性の高いキーワードをサイトに含め

ます。 
 
重要な名前、コンテンツ、リンクを表示するときは、画像の代わりにテキストを使用し

ます。Google のクローラでは、画像に含まれるテキストは認識されません。 
 
<title> タグの要素と alt 属性の説明をわかりやすく正確なものにします。 
 
無効なリンクがないかどうか、HTML が正しいかどうかを確認します。 
 
動的なページ (URL に「?」が含まれているページなど) を使用する場合、検索エンジ
ンのスパイダーによっては、静的なページと同じようにはクロールされない場合があり

ます。パラメータを短くしたり、パラメータの数を少なくしたりすると、クローラで見

つけやすくなります。 
 
ページのリンクの数を適切な数 (100 未満) に抑えます。 
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同じく 
 
【ウェブマスター向けガイドライン －技術に関するガイドライン】 
HTUhttp://www.google.com/support/webmasters/bin/answer.py?answer=357UU6UTTU9UTH より引用 

技術に関するガイドライン 
 
Lynx などのテキスト ブラウザを使用してサイトを確認します (ほとんどの検索エン
ジンでは Lynx と同様の形式でサイトを認識しているため)。JavaScript、Cookie、セッ
ション ID、フレーム、DHTML、Flash などの特殊な機能を使用して作成されたサイト
の一部がテキスト ブラウザで表示されない場合は、検索エンジン スパイダーがサイト
をクロールするときに問題が発生する可能性があります。 
 
セッション ID やサイト内のパスをトラッキングする引数がなくても、検索ロボットが
サイトをクロールできるようにします。これらの技術は個々のユーザーの行動をトラッ

キングする場合には便利ですが、ロボットがアクセスするパターンとはまったく異なり

ます。これらの技術を使用すると、実際は同じページにリンクしている、異なる URL を
ロボットが排除できず、そのサイトのインデックスが不完全なものになる可能性があり

ます。 
 
ウェブ サーバーが If-Modified-Since HTTP ヘッダーに対応していることを確認しま
す。この機能を使用すると、Google が前回サイトをクロールした後にコンテンツが変
更されたかどうかがサーバーから Google に通知されるため、帯域幅や負荷を軽減でき
ます。 
 
ウェブ サーバーの robots.txt ファイルを活用します。このファイルでは、クロールを
実行するディレクトリと実行しないディレクトリを指定できます。誤って Googlebot 
クローラがブロックされることのないよう、このファイルにサイトの最新の状態が反映

されていることを確認してください。サイトへのロボットのアクセスを制御する方法に

ついては、http://www.robotstxt.org/wc/faq.html (英語) をご覧ください。Google ウェブマ
スター ツールの robots.txt 分析ツールを使用して、robots.txt ファイルを正しく使用し
ているかどうかをテストできます。 
 
コンテンツ管理システムを導入する場合は、検索エンジンのスパイダーがサイトをクロ

ールできるように、システムからコンテンツをエクスポートできることを確認します。

 
robots.txt を使用して、検索結果ページや検索エンジンからアクセスしたユーザーにと
ってあまり価値のない他の自動生成ページをクロールしないよう制御します。 
 
サイトをテストして、各ブラウザで正しく表示されることを確認します 
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また、Google において検索順位の重要な要素とされている「PageRank」の決定基準と
しては 
 
【Google のテクノロジー － PageRank】 
HTUhttp://www.google.com/intl/ja/corporate/tech.htmlUTH より引用 
 

PageRank テクノロジー: PageRank は、5 億の変数と 30 億以上の用語の等式を解決
することでウェブ ページの重要度を客観的に測定します。PageRank は、リンク数を数
えるのではなく、ページ A からページ B へのリンクを、ページ A によるページ B へ
の投票として解釈します。ページの重要度は、ページが受けた投票数によって決まります。

 
PageRank では、投票したページの重要度も考慮されます。重要度が高いページからリ
ンクされたページも重要度が上がります。重要なページは PageRank が高くなり、検索
結果の上位に表示されます。Google のテクノロジーは、ウェブ上に蓄積された情報を使
用してページの重要度を決定します。検索結果にまったく人の手が加わらないことが、有

料広告などに左右されない客観的な情報源としてユーザーの皆様から信頼を受けている

理由です。 
 
ハイパーテキスト一致分析: Google の検索エンジンは、ページのコンテンツも分析しま
す。といっても、各ページのテキストを単にスキャンするのではなく (この方法はサイト
の運営者によってメタ タグで操作される可能性があります)、ページのコンテンツ全体と
要素をフォント、分割構造、および各単語の厳密な位置という観点から分析するのです。

Google は、隣接するウェブ ページのコンテンツも分析し、ユーザーの検索クエリに最
も関連する結果を確実に提供できるようにしています。 

 
 
 以上が日本における 2 大検索エンジンの、検索結果の表示順序に関するガイドライなど
である。 
 
 以下ではこれらガイドラインで指摘されている点をまとめ、その対応方法について考え

てみる。 
 
 

z 検索エンジンは HTML要素を適切に解釈している 
 

Yahoo!のガイドラインでは <head>要素内、 <meta>要素における「 keyword」
「description」属性や<title>要素か検索語句に対応するか否かの判断を行っていると言う
ことである。 
つまりは<body>要素内の文章だけが検索対象ではなく<head>要素内の情報も検索対象で
あるということである。 



 

第 5章 ネットショップの集客方法 

－215－ 

 
 また、<body>要素内において通常のテキストよりも<h1>や<h2>等の見出し要素や、
<strong><em>等の強調要素などは重要なキーワードとして扱われるといわれている。 
 
例えばブラウザで見た時に 
 
<b>太文字</b> 
<span style=” font-weight: bold;”>太文字</span> 
<strong>太文字</strong> 

 
等はブラウザ上ではどれも同じ「太文字」で表示されるが、ブラウザやクローラーは「太

文字」と「強調」をはっきり区別している。 
見た目だけで要素を選択するのではなく、各要素の意味を理解した上でマークアップす

る事が大事である。 
 
 

z クローラーは画像を認識しない 
 
クローラーは単にテキストデータを収集しているだけで、貼り付けられている画像デー

タが何を表示しているのか解析することは不可能である。 
 故に、デザインばかりに目を取られ画像・動画などをふんだんに使用して、テキスト情

報が少ないページではクローラーの収集できるデータが少なく、検索対象となりにくいと

言うことである。 
 HTMLでは<img>要素の「alt」属性や「title」属性などで画像に関する説明や、題名な
どのテキスト情報を付け加えることで、ブラウザにそれらの情報を与えている。 
クローラーにもこのような情報が渡るように 
 
<img src=”cup.jpg” ale=”花柄のカップ 320円です”> 

 
のような記述の仕方が望ましい。 
また「alt」属性や「title」属性は、視覚に障害があるユーザーに対して音声でコンテンツ
の内容を読み上げるアプリケーションなどでも、何の画像が挿入されているのかと言う大

事な情報となる為に、正しく記述したい項目である。 
 
 

z テキストブラウザでも問題ないサイト作り 
 
前述の画像の話にもあったように、画像などをメインにデザインを行う事は検索対象と

なる情報がすくなるなる可能性を秘めていることを認識すべし。テキストブラウザや旧世

代の携帯電話、視覚障害者用のホームページ読み上げソフトなどに的確に情報を伝える事

が出来るのであれば、クローラーにもそれらの情報が伝わっているはずである。 
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z 適切なリンク 

 
どちらの検索エンジンでも関連サイトとのリンクや優良なサイトからのリンクは検索順位

を上げる有効な手立てと謳われている。 
またその際にも 
 
<a href=”http://hi-kick.jp/”>ここをクリック</a> 
<a href=”http://hi-kick.jp/”><img src=”koko.gif” alt=”ここをクリック”></a> 

 
などリンク先の情報に乏しい記述の仕方ではなく 
 
<a href=”http://hi-kick.jp/”>福岡のホームページ制作会社「ハイキックデザイン」</a>

 
などとした方がクローラーに正しい情報が伝わると言うことである。 
また、サイト内のに無数にリンクがある場合、それらの構成がクローラーに伝わるよう「サ

イトマップ」と呼ばれるファイルを作成し、サイト上に配置することが推奨されている。 
 
（以下はサイトマップに関して各検索エンジンからの情報） 
HTUhttp://www.google.com/support/webmasters/bin/answer.py?answer=40318&hl=jaUTH 

HTUhttp://info.search.yahoo.co.jp/archives/002861.phpUTH 

 
各検索エンジンの定めるフォーマットに沿ってサイトマップを作成し、 

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<urlset xmlns="http://www.sitemaps.org/schemas/sitemap/0.9"> 
   <url> 
      <loc>http://www.example.com/</loc> 
      <lastmod>2005-01-01</lastmod> 
      <changefreq>monthly</changefreq> 
      <priority>0.8</priority> 
   </url> 
   <url> 
      <loc>http://www.example.com/catalog?item=83&amp;desc=vacation_usa</loc>
      <lastmod>2004-11-23</lastmod> 
   </url> 
</urlset> 
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 FTP クライアントなどでサイト上にアップするとクローラーがそれらの情報を解析し、
適切に巡回を行い情報を収集してくれるため、ムラ無く検索対象となる事が出来る。 
 

 
（上記はサイト上にファイルをアップした例。サイトマップのほかにも「robots.txt」等を
使って逆にクローラーを排除することも可能） 
 
 またリンクにおいてはサイト内のファイル同士で結ばれる「内部リンク」や外部のサイ

トから紹介される際に結ばれる「外部リンク」などがあるが、出来るだけ被リンク（リン

クを受けること）が多いほうが SEO的に有利と言われている。 
 
 Google においては「PageRank」の概念を持っている事は前述の通りであるが、Yahoo!
においても、内容の無い身内同士のリンクを増やすだけの「SEO スパム」（SEO を悪用し
て無理やり検索順位を上げる迷惑行為）と通常のリンク関係を判別する為にも同じような

アルゴリズムを用いていると思われる為、如何に良質なリンク関係を保てるのかが重要な

要素になってくる。 
 

 
（Googleが配布している「Googleツールバー」の「PageRank」表示項目。この緑棒の部
分が多いほど「PageRank」が高いサイトとして Google から認識されている。出来れば
「PageRank」の高いサイトからのリンクを受けたいところ） 
 
 
 最後に、最近では 
 

z ドメインの取得期間も重要 
 
と言われている。 
  
 なぜなら、SEO スパムを行うサイトや犯罪にかかわるサイトなどは、短い期間でドメイ
ンの新規登録や解除などを繰り返しているため信用できないとの判断であり、通常のサイ

トにおいても同じ内容にもかかわらず数年立ったほうが優良のサイトと判断される場合も

あるようである。 
 
以上が検索エンジン対策についてであるが、最近ではこれら検索エンジンの基準が頻繁

に変更され検索順位の大きな変動が相次ぎSEO対策を行っている大手サービスでも混乱を
きたしているところである。 
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ただし、各社とも優良なサイトが正しい評価を受けるように日々アルゴリズム（データ

の取得や検索順位を決定するプログラム）を更新しており、最終的には閲覧者が望む有益

な情報を公開しているサイトが検索上位に表示される確立が高いことだけは確実である。 
 
また公開直後のサイトは検索エンジンのクローラーの巡回リスト（クローラーは手危機

的にサイトを巡回し、データを収集・更新している）にインデックス（登録）されていな

い為、インデックスされるように申請をする必要がある。 
 
概ね URLを書いて送信する簡単なものである為、必ずこれらの作業を行うこと。 
 
【各検索エンジンのインデックス申請ページ】 
 
Google （ HTUhttp://www.google.com/addurl/?continue=/addurlUTH） 
Yhaoo! （ HTUhttp://submit.search.yahoo.co.jp/add/requestUTH） 
MSN （ HTUhttp://search.msn.co.jp/docs/submit.aspx UTH） 
 
 

 

5.3 バックリンク（被リンク）を増やす 

 
 先の SEOの話もそうであるが、ネット上では各サイト同士がリンクによって複雑に絡み
合っており、ユーザーはそれらのリンクをたどってサイトに辿り着く。 
 
 つまりはリンクは「路」であり、路がつながっていなければユーザーは訪問できないの

である。 
 
 ではそれら被リンクを受ける方法としてはどのようなものがあるのか確認してみる 
 
 

(1) 「リンク集」に登録する 
 
「リンク集」とは同じジャンルのホームページを登録しているサービスである。 
有料・無料・相互リンクなど様々な形式があるので注意が必要であり、有名なリンク集

である場合 PageRankの向上の可能性もある。 
 
リンク集に関しては検索エンジンで「リンク集」等と検索すれば様々なジャンルのもの

が表示されるのでショップの内容に近いリンク集に登録すると良い。 
 
逆に検索エンジンから有害と判断されるサイトからのリンクを増やす弊害も考えられる。 
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有名なところで言うと「Yahoo!」のディレクトリ登録などがあるだろう。 
 
Yahoo!のサイト推薦ページ（ HTUhttp://add.yahoo.co.jp/guide UTH）などから申請を行う。 
原則商用のサイトの場合は数万円程度のサービス料金を払って「審査」を受ける必要が

あるが、ディレクトリに登録される保証は無い。 
 
逆に非商用で有益なサイトは無料で登録が可能。 
 
類似のサービスに 
X-recommend （ HTUhttp://www.xlisting.co.jp/Service/Xrecommend/index.htmlUTH） 
等がある。 
 
また地域の情報サイトなどにもなるべく多く登録するといいだろう。 
 
 

(2) ソーシャルブックマークを活用する 
 
ソーシャルブックマークとは、自分の興味のあるサイトをネット上で登録・公開するサ

ービスであり、このようなサービスでショップの情報を登録すると、ソーシャルブックマ

ークと紹介したショップ間で結果的にリンクした形となる。 
 
PageRankの考え方からすると、PageRankの高いそれらのサービスから簡単に被リンクを
受ける事が出来る便利な機能であるといえる。 

 
ただこれらは意図的にリンク関係を構築できるものである為、SEO 的に評価され続ける
かは断定できない。 

 
「niftyクリップ」（ HTUhttp://clip.nifty.com/ UTH） 
「はてなブックマーク」（ HTUhttp://b.hatena.ne.jp/ UTH） 
「FC2ブックマーク」（ HTUhttp://bookmark.fc2.com/ UTH） 
「Yahoo!ブックマーク」（ HTUhttp://bookmarks.yahoo.co.jp/allUTH） 
「iZaブックマーク」（ HTUhttp://www.iza.ne.jp/bookmark/ UTH） 
 
 
 

(3) ブログを活用する 
 
最近爆発的に普及してきた「ブログ」（blog）は、ブログを紹介するポータルサイトなど
に更新情報を発信する「ping」機能や意図的に被リンクを受けやすい「トラックバック」、
記事の内容を様々なサービスで取り込む事が出来る形式で出力する「RSS」機能など、アク
セスアップに有利な機能がたくさん実装されている。 
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記事の追加や管理なども簡単で初心者にも優しいサービス。 

 

 
（本テキスト３章でも扱ったトラックバック機能はトラックバック先から認証さえされれ

ば簡単に相互リンクできる便利な機能） 
 
 ブログに送信フォームなどを組み合わせた簡易的なショップであれば利用する価値も高

いし、SEO対策を行い PageRankを高めたブログからショップへリンクを貼ることも有効だ
ろう。 
 
 EC－CUBEでのトラックバック機能も是非活用したいところである。 
 
 

(4) メールマガジンを発行してみる 
 
ネット上で情報を発信・配信するサービスの中にテキストデータをメールで配信する「メ

ールマガジン」と呼ばれるサービスがある。 
 
これらサービスの本来の目的は購読者に対しての情報の配信であるが、これらサービス

によっては、記事を配信した時に自動で最新記事を案内する HTMLページを生成し、公開
してくれるものもある。 

 
無論それらのページは無料でメールマガジンを配信しているユーザーにとって優良なサ

イトであり、PageRankも高い場合が多い。 
 
【無料メルマガ配信サービス】 
 
「まぐまぐ」（ HTUhttp://www.mag2.com/ UTH）  
「Yahoo!メルマガ」（ HTUhttp://merumaga.yahoo.co.jp/ UTH） 
「メルマ」（ HTUhttp://melma.com/ UTH） 
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（検索結果にブログやメルマガの最新記事案内のページも同時に表示されている。検索さ

れる機会も多くなる上に、PageRankにも多少の差がでると思われる。） 
 
 

5.4 検索エンジンに広告を掲載する 

 
検索エンジンの検索結果の上位に食い込めない場合、有料広告を打つことも出来る。 
 

Google Adwords（ HTUhttps://adwords.google.co.jp/UTH） 
Overture（ HTUhttp://ov.yahoo.co.jp/ UTH） 
 
ユーザーが入力した検索キーワードに対応した表示を行う為、申請したサイトに関連あ

ると思われるキーワードと実際の内容に開きがある場合は、広告が配信されないように審

査を行っている。 
 

 



 

第 5章 ネットショップの集客方法 

－222－ 

 
 前項画像では広告が表示された回数（インプレッション数）やそれに対するクリック率、

平均クリック単価や結果的にかかったコストなどが表示されている。 
 
料金の支払いはクレジットカードによる先払い（Overture）や、利用した分を後払いする
形式（Google Adwords）などがある。 

 
1クリックあたりの単価は比較的自由に決める事が出来るが、あまり低い単価だと表示さ
れる確率が下がるなど、若干設定が難しいところもある。 

 
 

5.5 プレゼント企画 

 
プレゼント情報を掲載した懸賞サイトにプレゼントを出品し、ユーザーをサイトに誘導

する。 
 
懸賞応募の際にコメントなどの入力が許可されている場合など、サイト内に一文字ずつ

キーワードを配置しサイトを巡回しなければ応募できないような仕組みも有効。（宝探しの

ような形式） 
 
サイトランクが高い懸賞サイトの場合はバックリンクの恩恵も受けれる。 
 
但し、登録後は数千規模の膨大なアクセスと応募メールへの対応などを行う必要がある

為注意が必要。 
 
これらの機能は楽天やビッダーズなど有料 ASPでも一機能として提供している。 
 

 
（プレゼント企画はビッダーズのトップ画面から無料で参加でき、ビッダーズ会員ならば

応募ボタンを押すだけの簡単な操作で応募できるため人気のサービスである。出品時のア

クセス数も多い） 
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有料 ASPで開店していない場合は「懸賞」等で検索すればかなりの数の懸賞サイトが表
示される。 

 
大手ポータルも運営しているので活用すると良いだろう。 

 
「Yahoo!懸賞」（ HTUhttp://present.yahoo.co.jp/ UTH） 
「goo 懸賞」（ HTUhttp://present.goo.ne.jp/ UTH） 
「懸賞のつぼ」（ HTUhttp://www.tubox.com/ UTH） 
「懸賞天晴」（ HTUhttp://www.appare.com/ UTH） 

 
 
 
以上が主なアクセスアップの手法である。 

 
ただ、忘れてならないのはいくらアクセスが増えても商品が悪かったり、店舗のデザイ

ンが粗悪でユーザーの信用が得られない場合は購入につながらない。 
 
あくまでも、まずそれらの準備を行ってから初めて効果を表すものである。 
 
くれぐれも何の為のアクセスアップなのかと言う事を忘れないようにすること。 
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